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第一章　完璧な男性
















　若いときの苦労は買ってでもしろ――。

　小学生向けのことわざ辞典でその言葉を見つけたとき、三み輪わ日ひ向な子こは思わず考え込んでしまった。

（その〝苦労〟……せめて、ローンにしてくれないかなぁ）

　大きく息を吐き、辞典に突っ伏す。

「姉ちゃん、なにやってんだよ！　国語辞典はこっちだろ。ことわざ辞典で遊んでんじゃねーよ」

　大人向けの国語辞典を日向子に押しつけ、偉そうにふんぞり返っているのは、下の弟、晴はる斗とだ。

　晴斗は、商店街のくじ引きで当たった女の子向けＴＶアニメのキャラクターエプロンを身につけ、フライ返しを手にしている。

　エプロンは幼稚園から低学年向けの小さめサイズ。晴斗は小学五年生にしては小柄で、一四〇センチにちょっと届かないし、女の子に負けないくらいかわいい顔立ちなので、変身して戦うヒロインのイラストが妙に似合っている。

　多少の憎まれ口も、声変わり前だとむしろかわいく聞こえてしまう。

　日向子はそんな感想を抱きつつ、国語辞典を受け取った。

「ごめん、ごめん。いっぱい辞典が並んでるから、つい、ね。でも、お友達から使わなくなったのをもらうって言ってたけど……こんなに？　お礼しなきゃダメなんじゃない？」

　国語辞典だけでも三冊、子供向けの漢字辞典、漢和、英和、和英、ことわざ辞典まで……。自慢ではないが、日向子が買ってやったものはひとつもない。

　すると、晴斗はケロッとした顔で笑いながら答えた。

「俺が幼稚園に入る直前、火事で家が丸焼けになって、父ちゃんも母ちゃんも死んじゃって、高校を出たばっかりの姉ちゃんが俺と兄ちゃんを育ててくれてるんだ。って言ったら、クラスメートの母ちゃんがいろんなもんくれるんだぜ」

「……あんたって子は」

　日向子はなんと言っていいのかわからない。だが、晴斗の言ったことはまんざら嘘ではなく――。




　六年前の三月。

　日向子が高校を卒業した年、彼女たちは住み慣れた家と両親を失った。

　一家が住んでいたのは古い家が密集している地域で、隣の家とも生活音が聞こえるほど近接して建っていた。父、三輪新しん太た郎ろうが子供のころから住んでいた家で、当時で築五十年以上は経っていただろう。

　深夜の火災……だが、その夜、日向子は家にいなかった。

　高校卒業後はそれぞれの就職や進学の都合で、友人たちとはなかなか会えなくなる。卒業祝いも兼ねて、ひとりの友人の家に泊りがけで遊びに行っていたのだ。

　日向子の携帯電話が鳴ったのは、夜中――というより、すでに朝方の五時過ぎ。

　四人の仲のいい友人と遅くまでたわいない話を続け、眠ってから三時間も経っていなかったはずだ。

　しかも、かかってきたのは見知らぬ電話番号。日向子は少し迷って電話に出た。

　すると、電話の向こうから聞こえてきたのは、当時小学二年生の弟、大だい介すけの泣き声で……。

『姉ちゃん……家が、燃えて……父さんが……母さんが……』

　そのあとのことは、ところどころしか覚えていない。

　なにも考えることができず、気づいたときには都内の病院にいた。

　友人の親に車で送ってもらったらしいが、その辺りの経緯はなにも思い出せない。

　無機質な病院の廊下を、病院関係者が忙しなく動き回っていた光景はしっかりと記憶にある。遠くから救急車のサイレンが聞こえてきて、日向子は逃げ出したいほど不安だった。

　警察の人に案内され、廊下を歩き、行きついた先にベンチがひとつ。そこに座った小さなふたつの影が、日向子の姿を見るなり、弾かれるように立ち上がり、『姉ちゃん！』と叫んで飛びついてきた。

　いつもは生意気な大介が、堪こらえきれなくなったように声を上げて泣き出す。そんな兄の泣き声に引きずられたのか、四歳だった晴斗も泣き始めた。

『火が出ていることに、お父さんが真っ先に気づかれたようです。お母さんはすでに、煙で動けなくなっておられたらしく……。眠っていた息子さんふたりを抱えて外に飛び出し、ご近所の方にお願いしたあと、お父さんはお母さんを助けに戻られて……』

　警察から受けた説明では――消防車の到着前に、父は母、朋とも子こを助け出そうと火の中に戻って行った。到着した消防士が家の中に飛び込んだとき、父は力尽きたように母とともに廊下で倒れていたという。

　その日のうちに、両親は息を引き取った。せめてもの救いは、一時間も違わずに逝いったことだろうか。

　出火原因は漏ろう電でんだったと聞いている。

　親戚のいない姉弟の面倒をしばらくの間みてくれたのは、司法書士だった父が勤めていた事務所の所長、内うち田だだった。

　内田は火事の後始末から両親の葬儀、保険などの細かな手続きに至るまで、すべて手配してくれた。

　あらゆる清算を済ませ、日向子たちの手元に残ったのは……新たにアパートの部屋を借りて、必要最低限の家財を揃え、数カ月暮らす程度の金額だった。




「父ちゃんもさ、もっとドーンと保険に入ってくれてたら、よかったのになぁ」

「晴斗！　それを言うなら、家は焼けても、借金ができても、お父さんとお母さんに生きていてほしかった、でしょ？」

　晴斗の言葉は日向子を元気づけるためだろうとは思ったが、つい説教くさい口調になってしまう。

「姉ちゃん、それを綺麗ごとって言うんだぜ」

「綺麗ごとでもなんでもいいの！　晴斗と大介だけでも無事だったから……」

　姉弟に同情して助けてくれる人も多くいた。だが、なかには無責任で心ない人もいて――。

『どうせなら、お姉ちゃんひとり生き残っていたなら、楽だったろうに』

　そんな言葉を耳にしたこともある。

　だが、もし六年前、日向子ひとりになっていたら……きっと、今でも自分を許せずにいただろうと思う。

　父が弟ふたりを助けたと聞いたとき、日向子が真っ先に考えたことは――。

　もし自分が家にいて、弟たちを連れて逃げることができていたら、両親は今も生きていたかもしれない、ということ。

　学校の行事以外で外泊なんてしたことがなかったのに、どうして、あの日だけ家を空けたのだろう。どうして自分は生きているのだろう。

　弟たちがいなければ、今もそんなふうに後悔し続けていたに違いない。

　それは考えても仕方のないこと、いつまでも後ろを向いていてはダメだと気づくことができたのは、弟たちがいてくれたからだ。

「お父さんがふたりを守ってくれて、本当によかった」

　日向子は努めて明るく言う。

「でもさ、姉ちゃん。夕方、大家が来てたぜ。今月分の家賃がまだなんだけど、って。綺麗ごとだけじゃ食ってけないんだから、現実を見ろよな」

　晴斗の鋭い指摘に、日向子の笑顔は引きつる。

（家賃も出世払いのローンにならないかなぁ。それか、お金持ちのイケメン王子様が颯爽と迎えに来て、『お金の心配はいらないよ』なんて言いながら、お城に連れて行ってくれる、とか？）

　想像しながら、日向子は心の中でクスッと笑う。

　現実は、テレビドラマや小説とは違うのだ。晴斗の言う通り、綺麗ごとだけでは食べてはいけない。

　夢のような出来事が起こることはゼロに等しい。

　だが――ゼロではなかった。




＊　＊　＊




　日向子の勤め先は、『小お野の寺でら司し法ほう書しょ士し・行ぎょう政せい書しょ士し事じ務む所しょ』――江こう東とう区くにある古い三階建てビルの二階にある。

　姉弟三人で住んでいるアパートからは、電車で三駅の距離。駅まで歩く時間を入れても二十分程度で通勤できるのだから、その点は恵まれている。

　事務所の入っているビルはエレベーターなどもちろんなく、鉄筋の外階段はちょっと触れると錆さびがポロポロ落ちてくる。事務所の存在を示す看板もなく、事務所のドアにネームプレートが取り付けられているだけだった。

　日向子はこのビルの昭和的なレトロさを気に入っているが……。多くの人は、古くて汚い、と評価するかもしれない。

　そして日向子の雇い人が、事務所の所長である小野寺修しゅう蔵ぞう。来年には還暦になる小野寺だが、彼は司法書士と行政書士の両方の資格を持っていた。

　最初にそのことを聞いたとき、日向子は小野寺を、ふたつの士業を兼任するぐらいだから優秀な人に違いないと思った。だが、こうして働かせてもらうようになって五年近くが過ぎ、人はいいんだけど最初に思ったほどすごくはないかも、という感想に変わってきている。

　六年前、日向子は大学進学を諦め、働き始めた。だが、急なことだったので、アルバイトを掛け持ちする以外になく、その間に就職活動をして、きちんとした就職先を決めればいい、と思っていた。

　ところが、面接の担当者は両親のことを知ると同情はしてくれたが、身内に保証人がいないとわかると、どこも採用してくれない。

　ようやく就職できたとき、火事から一年も経っていた。

　そこは家族経営の小さな木材加工会社だった。従業員のほとんどが工場の作業員で、彼女は事務員として働くことになる。しかし、その会社をたった三カ月で辞めることになってしまう。

　原因は社長のセクハラだった。

　日向子は平均より少し背が高いが、他はだいたい平均的なスタイルをしている。顔は、亡くなった父は『アイドルになれるくらい美人』と言ってくれたが、現実は十人並みだろう。髪型は高校時代からほとんど変わらない、肩より少し下のミディアム。

　巨乳ではないし、セクシーとも言いがたい。だが、高校時代に付き合った彼氏からは、『日向子は癒やし系で一緒にいるとホッとする』と言われたことがあった。

　きっと、笑顔を絶やさずにいることを心がけているせいもあるだろう。あるいは、困っている人には手を差し伸べたり、人の気持ちに敏感で気を遣ったりしているからかもしれない。

　だがそれは、よく思われることばかりではなかった。

『でも、日向子が癒やしたいのは、俺だけじゃないんだよなぁ。おまえってさ、何人もの男にモテたいように見える』

　ホッとすると言いつつ、彼氏からは交際二カ月で別れようと言われた。

（まあね。いろいろ言ってたけど、本音が別にあることくらい、わたしにだってわかるわよ）

　要するに、日向子がいつまで経ってもキスすら許そうとしないから、別れを切り出したに違いなかった。

　癒やし系と言いつつ、ボンヤリしている日向子なら、簡単にキスやエッチを許してくれそう、と同じ学年の男子の間で話題になっていたという。

　木材加工会社の社長は、まさに高校生男子と同じ程度の想像をして、日向子を採用したらしい。入社直後からたびたび『採用してやったんだから』と言われ、個人的な交際を迫られた。

　社長はもちろん既婚者だ。亡くなった父より年上で、日向子より年長の子供までおり、個人的な交際など論外だろう。

　力尽くで迫られたとき、当然ながら日向子は全力で拒否した。そんな彼女を嘲あざ笑わらうように、社長は言い放った。

『嫌ならクビだ。給料も払ってやらんからな。おまえのような小娘がどんなに騒いでも無駄だ。おまえを雇ったのはどうしてだと思う？　文句を言ってくる親がいないからだ』

　悔しくて、火事のときに世話になった内田に相談に行ったが……。このときは何度事務所を訪ねても不在と言われ、会ってもらうことすらできなかった。

　その間に会社は解雇され、会社に迷惑をかけたから、と言われて本当に給料も支払ってもらえず……。このまま泣き寝入りするしかないのだろうか、と思っていたとき、父の知り合いだという小野寺が日向子を訪ねてきたのだった。

『三輪くんが……君たちのお父さんが司法書士の勉強をしているころ、私の下で働いてもらってたんだ。久しぶりに東とう京きょうに戻ってきて……驚いたよ。こんなくたびれたおじさんだが、なにか困ったことがあれば、できる限り力になるから』

　そのときの小野寺は、一応、きちんとしたダークスーツを着ていた。だが、生地はすり切れていて、随分と古い。それに、ワイシャツの襟えりも汚れたままで、まさに〝くたびれたおじさん〟という言葉がピッタリくる風ふう貌ぼうだった。

　その見た目だけでなく、初めて会った人にこんな深刻なことを話していいのかどうか、日向子は少しだけ迷った。だが、人の善意は信じたほうが幸せになれる、という母の言葉を思い出し、思いきって相談したのだ。

　すると――数日後、木材加工会社の社長から、日向子が受け取る正当な報酬と、三十日分の解雇予告手当が振り込まれていたのである。それだけではない。

『いやぁ、実はこっちで司法書士事務所を開こうと思ってね。昔の知り合いが古いビルの事務所を安く貸してくれるって言うからさ。事務の子を雇いたいんだが……高い給料は払えないんだけど、来てくれないかな？』

　彼は日向子に仕事まで与えてくれた。

　ただ、給料は本当に少ないため、日向子は週末、ファミリーレストランでアルバイトをしている。両方の給料と国の支援を合わせて、精いっぱいやりくりして、三人が食べていけるギリギリの収入。

　そんな状態なので突発的な出費があるとかなりつらい。

　だがそれ以上に、日向子に万が一のことがあれば、途端にすべてが崩れてしまう不安もあった。

　しかし、今、考えなくてはならないことは……今月の家賃と大介のこと。

「はあぁ……」

　ひとつしかない事務机の椅子に座り、机の上に突っ伏しながら大きく息を吐く。

「どうした、どうした？　遅れてきたと思ったら、大きなため息か？」

　窓際にあるちょっと大きめの机が所長用だ。

　小野寺はスポーツ新聞を読みながら、日向子のほうをチラリと見た。

「金以外なら、なんでも相談に乗るぞ」

　その返答に日向子は思わず笑ってしまう。

「それもありますけど……。遅れたのは、学校から呼び出されたんです」

「ああ、男の子はやんちゃだからなぁ。上かい？　それとも下？」

「呼び出されたのは中学校です」

　中学三年の上の弟、大介のことを思い出しながら答える。

　下の晴斗は母によく似ていて、かわいい系の顔立ちだ。

　それに比べて大介は、父似で精せい悍かんな顔立ちをしている。小学生のころまでは生意気なことを言いつつ、晴斗とふたりで日向子を取り合うようなかわいいところもあった。だが中学に入ってからは、日向子とはあまり話さなくなった。

　陸上部に入り、帰宅が遅くなったこともある。

　大介はかなり足が速い。中学二年のときは東京都の大会で二年男子百メートルの新記録を作ったくらいだ。そのため、学校が終わったあとも陸上部の友達と過ごす時間が増え……当然、家にいる時間は減った。

　火事のあと、日向子たちは引っ越しを余儀なくされた。

　小学生だった大介は転校したが、黙っていても、火事のことはすぐに学校や近所の人に知れ渡った。事情を知る教師は、大介のことを腫れ物にでも触るように気遣ってくれたが、子供たちはそうはいかない。些さ細さいなことがきっかけで喧嘩になり、日向子が学校に呼び出されることはたびたびあった。

　その状態がしばらく続き、やがて、自宅に児童相談所の職員が訪ねてきた。

　最初は『話を聞かせてください』と言うだけだった。ところが、次第にその口調は変わっていき、

『未就学のお子さんは手がかかりますし、下の弟さんだけでも施設に預けてみてはどうでしょう？　そのほうが、お姉さんの就職も楽になると思うんですよ』

　などと、日向子の痛いところをついてきた。

　そのたびに『もう少し頑張ってみます』と答えていたが……。大介の情緒が安定しないことを理由に、児童相談所の職員はとんでもないことを言い始めた。

『これは、お姉さんご自身のための提案なんですよ。小学校に上がる前なら、養子に出されるのもいいと思うんです。今なら、新しいご家族にもすぐに馴染むでしょうし、晴斗くんのためにも、早いうちにご決断されたほうが……』

　晴斗を養子に出すよう言われ――。

　そのとき、意外なことに、大介は職員に向かって謝ったのである。

『ごめんなさい！　二度とケンカはしません。姉ちゃんと先生の言うことをちゃんと聞きます。晴斗の面倒もみます。だから、だから……父ちゃんから、晴斗を頼むって言われたんだ。だから……』

　そんな大介を力いっぱい抱きしめ、日向子は『自分が責任を持ってふたりを育てます』と言いきった。

　あれ以来、大介は学校で喧嘩をしなくなった。

　面倒を起こして日向子が呼び出されたら、児童相談所に連絡が行ってしまう。そうなれば、幼い晴斗を連れて行かれるかもしれない。

　そんな不安から、大介はいろいろなことを我慢するようになったのだろう。

（今度もきっと、大介はわたしや晴斗のために我慢しているのよ。それがわかっているのに、なんにもできないなんて）

　弟ふたりに我慢してもらわなくては、この生活を続けることもできない。

　日向子は姉としての不ふ甲が斐いなさを感じ、どん底まで気持ちが落ち込んでしまう。

「大介のほうか。そういや、中三だったなぁ。一番難しい年頃だ。ちょうど、男親が必要になる年齢なんだよ。それで？　なにをやらかしたんだ？」

「五月の連休明けに、学校で進路調査があったそうなんです。すると、あの子……卒業したら就職するって答えたって聞いて」

　最初の進路調査は二年の終わりにあったという。そのときも〝就職希望〟と書いて出し、担任の先生から『春休みに保護者の方とよく相談して』と言われたらしい。

「でも、わたしにはなんにも言わなくて。三年になっても希望が変わらないから、担任の先生が心配して、わたしに連絡を取ろうとしたんですけど……」

　なんと大介は、保護者宛ての手紙を握り潰していた。

　日向子の家には固定電話はなく、日向子が携帯電話を持っているだけ。大介は、その携帯電話を勝手に操作して、学校の番号を着信拒否にしていたのだ。

　どうりで、学校からなんの連絡もないはずだ。

　そのことを日向子が話すと、小野寺は大笑いした。

「やるなぁ、大介。将来有望だぞ」

「もう、所長ったら、そこは褒めるとこじゃないですよ。担任の先生が不審に思って、ご自宅の電話からかけてくださったんですから」

　しかも、学校で話を聞くと、大介には私立の陸上強豪校からスポーツ推薦が来ているという。本人さえやる気になれば、都立高校のスポーツ推薦枠を狙うこともできると言われ、日向子はビックリした。

「うちの経済状態なら、授業料は無料だと思うし……大介も普通に進学するつもりだと思っていたから、なんだかショックです。あの子が望むなら、大学だって行かせてやりたいって思ってるのに……」

「そうだなぁ。まあ、いい大学を出て一流企業に入るだけが人生じゃないけどね。ただ、普通に高校生活を楽しんでほしいよな」

「そうなんです！」

　陸上をやりたくないならそれでもいい。勉強ができないなら、偏差値の低い高校でもいいのだ。日向子が楽しんだ高校生活を、ふたりにも経験してほしい。

「でも、中学の部活動程度ならともかく、強豪校で本格的に陸上をやるとなると……コレがかかるんじゃないか？」

　小野寺は親指と人差し指で丸を作った。

　まさに、悩みはそこに行きついてしまう。

　日向子は再び、倒れ込むように机の上に額をゴンと押しつける。

「結局、それなんですよねぇ」

　司法書士、行政書士の仕事を身近で見てきて五年が過ぎた。

　今を生きることに必死で、未来のことなど考える余裕もなかった。

　両親の死は、十八歳の日向子にとって衝撃的な出来事だった。だが、日向子も二十四歳――八月に誕生日を迎えると二十五歳だ。

　この春、弟たちの新学期を迎えたとき、小野寺に相談した。

『わたし、行政書士の資格を取ろうと思うんです』

　日向子にすれば、清水の舞台から飛び降りるくらいの決断だった。

　十一月にある行政書士試験に向けて、勉強したいのでいろいろ教えてください、とお願いした。

　そんな日向子に小野寺は、さらなるハードルを課した。

『今のご時世、行政書士は溢れてる。資格を取っても食っていくのは大変だぞ。どうせなら、司法書士を目指せ！　こっちなら、確実に食っていける』

　そう発破をかけられ、行政書士の資格を取ったあと、司法書士まで目指すことになってしまった。合格率はどちらも同じくらい低いが、難易度的には司法書士のほうが十倍くらい難しいと言われている。

　両方とも合格するまでに何年かかるか……。しかも、高卒で受かるものかどうかもわからない。いろいろ不安はあるが、日向子なりに自分の将来に向かって歩き始めたところだった。

「あと、お金になる仕事といえば……〝夜〟の仕事でしょうか」

　日向子が、〝夜〟に力を込めて呟いたとき――。

「いや、もっとお金になる仕事がありますよ」

　入り口のほうから聞いたことのない声が聞こえてきた。

　慌てて顔を上げた日向子の目に映ったのは、これまで遭遇したこともないほど完璧なビジュアルをした男性だった。
















第二章　ファーストキス
















「……どうぞ」

　日向子はお茶を入れた湯ゆ呑のみをガラステーブルに置きながら、そっと男性の気配を窺った。

　一見してビジネスマンとわかるスーツ姿だ。だが、彼の着ているダークグレーのスーツは、父が着ていたような紳士服の量販店で購入できる廉れん価か品ひんには到底見えない。きっと有名ブランドのオーダーメイドスーツだろう。

　ワイシャツはライトグレー。父はいつも白しか着ていなかったので、日向子はスーツの下に着るのは白以外にないと思い込んでいた。

　髪は一分の隙もないほど綺麗にセットされている。そして、地味に見える黒縁の眼鏡が、彼をこの上なく知性的に見せていた。

（三十代半ばから後半？　意外に若いかも）

　事務所にある古い応接セットは、小野寺が友人からもらい受けたものだ。黒い革製のふたり掛けが一脚とひとり掛けが二脚。

　彼はそのふたり掛けのソファに座っていた。

　ソファは深く腰かけるとお尻が沈み込み、座り心地が最低だった。それに気づいたのか、彼は浅く腰かけている。だがそのせいで、長い脚の置き場に困っている様子だった。

（軽く一八○センチはありそうだから、ちゃんとしたソファに座っても脚は余るよね）

　居心地の悪そうな表情がどこか微笑ましく、日向子はクスッと笑った。

　そんな彼の隣には、小柄で細身の中年男性がひとり。人のよさそうな笑みを振りまいていた。

　そのふたりとガラステーブルを挟んで、小野寺が腰を下ろす。

　お茶を出し終えた日向子が自分の席に戻ろうとしたとき、ふいに、黒縁眼鏡の彼に呼び止められた。

「あなたも――どうぞ、座ってください」

「あ、いえ、わたしは……」

　客の話を聞くとき、日向子が同席することはなかった。

　事務所はたった六坪のワンフロア。応接セットの置かれたスペースと、日向子の机の間には、壁はおろか衝つい立たてもない。聞くつもりはなくとも、自分の席にいても話の内容は筒抜けだった。

　しかし、同席するのとはわけが違う。

　日向子は困惑して小野寺の顔を見るが……。

「まあ、日向子くんも座りなさい」

「……はい」

　小野寺に言われ、ひとつだけ空いているひとり掛けのソファに腰を下ろした。

　ガラステーブルの上には、ふたりが小野寺に差し出した名刺が置かれている。

　日向子がそれに視線を向けると、彼女の前にもスッと名刺が差し出された。

「望もち月づき商しょう事じで社長の個人秘書をしております、沖おき千ち尋ひろと申します。どうぞ、お見知りおきください」

　日向子が千尋の顔を見ると、彼は静かな笑みを湛たたえて彼女を見つめていた。

　だが……どうしてだろう。微笑んでいるはずなのに、どこか冷ややかな印象を受ける。

（この人のルックスが整いすぎているせい、かな？）

　見ているだけで、どうにも気後れしてしまう。

　日向子はやたら愛想笑いを浮かべた。

「私は望月商事の顧問弁護士で、朝あさ井い真しん治じと申します。今日はアポイントメントなしでお邪魔して、本当に申し訳ありません」

　もうひとりの男性が軽く頭を下げながら、小野寺と日向子を交互に見ている。

「いえいえ、ご覧の通り暇な事務所なんで、どうぞお気遣いなく」

　本当のことではあるが、あまりに正直な小野寺の言い様に、日向子のほうがハラハラしてしまう。

（暇なんて言ったら、帰っちゃうんじゃない？　せっかくのお客様なのに）

　小野寺は今から約二十年前、東京を出るときに一度、司法書士を辞めた人間だった。職務上の問題を起こしたわけではなく、人間関係でつまずいたことが原因らしい。そのせいか、仕事は親しい友人の紹介でしか受けようとしない。

　小野寺なりのポリシーがあるのだろうとは思うが、もう少しくらい仕事を増やしてくれたら、と日向子は願わずにいられない。

（だって、家でも職場でも、請求書にドキドキする生活なんだもの……）

　望月商事といえば、セラミックスや金属素材、電子機器材料などを取り扱っている、中堅の貿易商社だ。軽く創業百年は経っていたように思う。

　多くのグループ企業があり、最も有名なのは『望もち月づき陶とう器き』。陶磁器の老舗ブランド『望月』と言われたほうがわかりやすいかもしれない。百円ショップの食器しか購入したことのない日向子でも、『望月』の名前は知っているほどだった。

　ちなみに、望月商事の事業内容や関連会社まで知っているのには別の理由がある。就職活動をしていたとき、中途採用の募集があると聞いて問い合わせたことがあったからだ。

　望月商事のような商社系の場合、新卒であれば専門学校卒が最低ラインだと聞く。ところが、そのときは学歴不問だったため、ダメもとで問い合わせたのだ。すると、人事課から履歴書を送るようにと言われ、少しだけ期待して送ったものの……。

（無視されたんだっけ？）

　それはともかく、望月商事の顧問になれたら、せめて事務所の家賃や光熱費くらいは心配せずに済むだろう。

　なにか気の利いたことを言って小野寺をフォローしようと考えるが、とっさになにも思い浮かばない。結局、日向子にできることは愛想よく笑うくらいだった。

　そんな彼女と違って、小野寺は実に気取りのない……というより、ぞんざいな態度で尋ねる。

「ところで、望月商事さんがうちになんの御用でしょうか？　そちらさんなら、登記関係でも専門家がいらっしゃるでしょうに。うちなんかに頼まれる仕事はないような気がするんですが」

　言われてみれば、たしかにそうだ。

　望月商事くらいの規模になれば、すでに顧問契約を結んでいる司法書士がいてもおかしくない。いや、新しい司法書士を探しているにしても、こんな小さな事務所ではなく、士業を何人も抱えるような大手と契約を結ぶはずだ。

　だが、朝井はニコニコと笑ったまま、日向子のほうを向いて話し始める。

「いやぁ、本当に申し訳ないのですが、実は仕事の依頼ではないんですよ。私どもは、こちらの三輪日向子さんにお話がありまして、ご自宅に伺ってもよかったのですが、雇用主である小野寺先生にご同席いただいたほうが、と」

　自分を名指しされ、日向子はビックリした。

　朝井に尋ねようとしたとき、千尋が口を開いた。

「笹ささ木き朋子さんと直なお人と氏のご長女、日向子さんで間違いありませんね」

　いきなり、母が最初に結婚したときの姓を出され、しかも実父の名前まで出てきて、日向子は返答に迷う。

「あなたが九歳のときに、朋子さんが三輪新太郎さんと再婚されて、あなたも三輪姓になられた。それ以前は、笹木日向子さんとおっしゃったはずだ」

「そ、そうですけど……わたしのことを調べたんですか？　……いったい、どうして……」

　呆然としたまま声にしたあと、日向子はハッとする。望月商事で心当たりといえば、ひとつしかない。

「ひょっとして、わたしが送った履歴書になにか問題でも？　でも、五年も前のことですよ。今さら、なにがあるというんですか？」

　日向子は息せき切って尋ねるが、千尋は意味がわからない、といった表情で笑った。その態度がどうにも馬鹿にされているみたいで、日向子はムッとする。

「たしかに、高卒で応募してきて、身の程知らずと思われたのかもしれませんが……だったら、問い合わせたときに、断ってくださったらよかったんです！」

　五年前の経緯を話すと、今度は朝井のほうが恐縮し始めた。

「それは申し訳ないことをしました。そういった対応は後々、法的な問題に発展しかねない。私のほうから、求職者への対応を改めるよう進言しておきましょう」

「あ、いえ、ですから、もう五年も前のことなんで……」

　あのときの担当者が、今も人事課にいるかどうかもわからない。そもそも、今日、望月商事の人が訪ねてくるまで、日向子も忘れていたくらいのことなのだ。

「えっと……あのときのことじゃないなら、どうしてわたしの実父の名前まで調べられたんですか？」

「逆です。直人氏のことを調査していたら、あなたにたどり着いたんですよ」

　千尋は打てば響くように答えてくる。

「……父は二十年近く前に亡くなってるんですよ。それなのに、望月商事がどうして笹木の父を調べるんですか？」

「直人氏は朋子さんと結婚する際、妻の姓を選択されました。彼の旧姓は――望月とおっしゃいます」

「そう……だったんですね。わたしは、てっきり、笹木が父の姓だとばかり……え？　望月？　ひょっとして、望月商事となにか関係が、ある……とか？」

　奇妙な符合に気づき、日向子は恐る恐る尋ねてみる。

「直人氏は、望月商事をはじめとする望月グループの社長、望月賢けん太た郎ろう氏のひとり息子。あなたは望月社長にとって、ただひとりの後継者です」

　千尋の返事に、日向子は息が止まった。




　約二十五年前――母は日向子の実父である直人と結婚した。ふたりの間には子供も生まれ、幸福な日々を送っていたが……。日向子が五歳のとき、直人は病気で帰らぬ人となる。そのため、日向子の中に直人との思い出は少ししかない。

　母が三輪新太郎と出会い、再婚したのはそれから四年後のこと。

　新太郎は積極的に求婚したというが、母は再婚をためらっていたようだ。入籍したのは、大介がお腹に宿ったあとだったと聞いている。

　日向子にとって、大介と晴斗は異父弟になる。当然、ふたりに望月の血は流れておらず――。

「……くん、日向子くん、大丈夫かい？」

　小野寺の声が聞こえ、日向子は顔を上げた。大きく息を吐き、そして、ゆっくりと吸い込む。

「ちょっと、待って……待って、ください。それじゃ、わたしにはお祖父さんがいるんですね？」

　それは意外なことだった。

　直人が入院したとき、母は日向子の世話と夫の看病、そして仕事を抱えて奔ほん走そうしていた。

『ママとパパには、助けてくれる人がいないの。だから、パパが元気になるまで、ママが頑張るからね』

　そんなふうに言いながら、少し寂しそうに笑っていた顔を思い出す。

　だが、幼いながらも気づいていた。日向子の眠った夜中に、母はこっそり起き出して、声を殺して泣いていたことに。

　誰も助けてくれる人はいなかったはずなのに……。

（だったらどうして、パパが入院したときに助けてくれなかったんだろう？　そうじゃなくても、お見舞いくらい、来てくれてもよかったんじゃないの？）

　実父が望月グループの社長の息子だったというのには驚きだが、それはつまり、命にかかわる重病だったのに、祖父は息子を助けようとはしなかった、ということになる。あるいは、直人自身が助けを求めなかったのか。

　母に近い親戚がいないことは確かなので、ひょっとしたら、結婚を反対されて駆け落ち……ということも充分に考えられた。

（もしそうなら……お祖父さんだけが薄情、ってわけじゃないのよね）

　少しは恨みごとを言いたい気もするが、一度会ってみて、話を聞いてからでも遅くはない。

　日向子は気持ちを切りかえたが、それは徒と労ろうに終わった。

「ひょっとして、ご存じないのですか？」

　朝井が気の毒そうに、日向子の顔を見ながら言う。

「なんのことですか？」

　日向子の問いに答えたのは千尋だった。

「あなたにはお祖父さんがいらっしゃいました。――二週間前まで」

　彼は実にストレートな言い方をした。その声色には、日向子に対するなんの気遣いも感じられない。それには朝井もまずいと思ったのだろう。

「おいおい、沖くん、ちょっと言い方が……相手は若いお嬢さんなんだ。もう少し、こう、オブラートに包むように伝えるべきではないかな？」

　日向子を気遣うように、朝井は千尋に注意する。だが、千尋のほうは頬を少し歪めて、日向子を見て笑ったのだ。

「それは失礼しました。すでに亡くなられているほうが、こちらのお嬢さんにとっては、喜ぶべき事態かと思いましたもので」

　そのとき、はっきりとわかった。

　この沖千尋という男性は、理由はわからないが自分のことを嫌っている。付け加えるなら、自分を馬鹿にしていた。

　いや、もっと言うなら、軽蔑されているように感じるときもあった。

「沖さんとおっしゃいましたよね？　社長の個人秘書って、そんなに偉いんですか？」

　日向子が喧嘩腰に話しかけることなど、まずない。

　誰とでも仲よくしたいが、どうしても合わない人間というのはいる。

　特に、親を亡くした姉弟を軽んじて、対等に扱ってくれない人間にまで、日向子から媚こびを売る気にはなれない。

　そして、日向子のひと言で、事務所の中の空気はあきらかに変わった。

「偉くはありませんよ。社長――先代社長に雇われていただけの立場です。次の社長には嫌われているようですし、クビになるかもしれませんね」

　彼はこういった空気を読まない人なのだろうか。実に不ふ遜そんなまま、日向子の質問に答えたのだ。

　だが、日向子もここで引くつもりはない。

「それは、望月グループでは、ということですよね？　わたしとは、なんの関係もないあなたに、馬鹿にされる覚えはありません！　そもそも、祖父の存在すら……ほんの三分前まで知らなかったんですから！」

　そこまで言うと、勢いをつけてソファから立ち上がった。

「まだ、話は終わって――」

　千尋はなにか言いかけるが、日向子はそれを遮る。

「いいえ、終わりました！　祖父といっても見ず知らずの人です。でも、だからといって、祖父が亡くなったと聞かされて、どうして喜ぶんですか!?　わたしは……失礼します！」

　ひと息に言って頭を下げると、日向子は事務所から飛び出した。




　階段を下りるか上がるか、少し悩んで……日向子は上に向かった。

　三階は半分が小野寺の居住スペース、残りの半分は屋上になっている。一応勤務中なので、外に出るより屋上のほうがマシだろう。

　屋上の手すりを掴み、噛みしめていた唇をフッと緩めたとき、日向子の頬を温もりが伝った。ポロポロ、ポロポロと流れ落ち、紺のスーツの襟を濡らしていく。

　千尋に答えた通り、『祖父といっても見ず知らずの人』にすぎない。

　どこかで目にしたことがあるかもしれないが、とっさに思い浮かばないのだから、顔など知らないというのが正解だろう。

　声も知らなければ、手の温もりも知らない。優しい人だったのか、怖い人だったのか、まったくわからない祖父。

　それでも、言葉にできない喪失感に、日向子は打ちのめされていた。

　その直後だった。

「こんな場所で、ひとりで泣いていても、意味がないと思うのですが……」

　千尋の声が聞こえてきた。

　振り返ると、彼はため息をつきながら、涼しい顔で付け足す。

「ああ、私が追いかけてくるであろうことを、察しておられた、とか？」

　彼の言い様は、日向子の神経をこれ以上ないくらい逆撫なでした。

「意味なんて……ただ、五つのときに父が死んで、十八で母と、九年間育ててくれた父が死んだのよ！　わたしは、自分が疫やく病びょう神がみ……ううん、死神に思えてくる。お祖父さんには……会うことも、できなかったなんて……」

　自分には、家族の縁がないのかもしれない。こんな自分と一緒にいたせいで、弟たちを危険な目に遭わせてしまった。その上、両親ともに失って苦労させている。

　実父が亡くなり、母とふたりになったとき、日向子は必死に母を励ました。

　母の再婚が決まったときは、『新しいパパができる』とはしゃぎ、すぐに『お父さん』と呼んで、一生懸命に仲よくしようとした。

　そして姉弟で残されたとき、決して泣きごとは言わないように、頑張って頑張って頑張って……前を向いて生きてきた。

　それでも、深く傷ついているところを殴られたら、あまりの痛さに顔を上げていられなくなる。つらくて、苦しくて、挫けてしまいそうだ。

「わたしが、結婚したら……その結婚相手だって、危険な目に遭わせるかもしれない。子供だって、死なせてしまうかも……。わたしが、いるせいで……」

　嗚お咽えつでちゃんとした言葉にならなくなっていく。

　だがそのとき、目の前が真っ暗になった。

（え？　なに？　これって……なに？）

　最初はどうしてそういうことになっているのか、さっぱりわからなかった。

　ふと気づいたときには、日向子の身体は大きな腕に包み込まれていたのだ。

「親や祖父母が先に亡くなるのは年齢順で、あなたが気にすることでも、あなたの責任でもありませんよ」

「それは……あの……えっと」

　頭の中はクリアなのだが、言葉だけが上手く出てこない。

　ただ、今日会ったばかりの男性に抱きしめられている。それは日向子の人生において、めったにない経験……どころか、初めての経験だった。

（見た目がいいだけで冷たい人って思ったけど、本当はいい人なのかも……）

　千尋に対する評価が変わりそうになったとき、にわかには信じがたい言葉が、日向子の耳に飛び込んできた。

「――なんて、優しく慰めてもらえるとでも？」

「!?」

　ビックリして彼から飛び退く。

　千尋は少し前と変わることのない、飄ひょう々ひょうとした笑みを浮かべていた。

（な、なんなの？　なんで、こんな）

　いい人かも、と思いかけたことが悔しくて、日向子はクッと唇を噛みしめる。

「いい目だ。そういう目で見られると、一人前の女に見えますね。だが中身は……男に触れられたのも初めてのお嬢ちゃんだ」

　一瞬で頭に血がのぼった。

「なんで、そんなこと言うんですかっ!?　沖さんは……わたしのことが、嫌いなんですか？　でも、初めて会ったのに」

「お会いしたのは初めてですが、あなたのことはいろいろと調べさせていただきました。ですから、私には芝居をする必要はありませんよ。あなたの本性は知っていますので」

「はぁ？」

　本性とはいったいなんのことだろう。

　わけがわからず首を捻ひねる日向子のことを、千尋は嘲笑うように見ている。

「望月の社長が祖父であることは、あなたもご存じだったはずだ。私は証拠の書類を持っていますので」

　日向子はビックリして目を丸くする。

「な……なんですか、それっ!?　そんなものがあるんなら、わたしにも見せてください!!」

「ここにはありません」

　即答されると、どうにも嘘っぽい。

　すると千尋はニヤリと笑い、ポケットからアイスグレーのハンカチを取り出して、日向子に向かって差し出した。

「とりあえず、涙は止まったようですね」

　言われて初めて気づく。

　いつの間にか、彼に対する怒りで頭の中がいっぱいになっていて、自分が大泣きした理由すらあやふやになっている。

「け、結構、です」

　自分のハンカチを探すが……。

（あぁ、バッグの中だった）

　冷静になると、涙でグチャグチャになった顔を、この男の前で晒さらしているのはどうにも悔しい。

　目の前に、差し出されたままのハンカチがあり……まさに、背に腹は代えられない気分で、サッとひったくるように千尋の手からハンカチを借りた。

　顔に押し当てた瞬間、ベルガモットの香りがふわりと漂う。

　ふいに抱きしめられたことを思い出し、恥ずかしさに日向子の身体は熱くなる。

「きちんと、洗って、お返しします、ので……」

　鼻をすすりながら、日向子は必死でなんでもない声を出す。

「で、でも、さっきのって……セクハラですよね？」

　なにか反撃したくて、〝セクハラ〟を盾たてに千尋を睨んだ。

　すると、思いがけず彼は相そう好ごうを崩したのだ。意外にも、くったくのない笑顔を見せられ、日向子の胸はトクンと鳴った。

「ああ、失礼しました。ああいった手段以外に、女の子の涙を止める術すべを知らないもので」

　聞き様によっては、なんて傲ごう慢まんなセリフだろう。しかも、〝お嬢ちゃん〟の次は〝女の子〟だなんて、彼には思いきり子供扱いされている。

「だがこれで、本格的にクビでしょうね。日向子さん、あなたは私をセクハラで訴えますか？」

「う、訴える？　そんな、そこまでは……いえ、セクハラはともかく、わたしにあなたをクビにする権限なんてありませんから」

　日向子は冷静に考え、譲歩したつもりだった。だが、千尋にとっては呆れるような返事だったらしい。彼は大げさなくらいのため息をつくと、子供に諭すような口調で言い始めた。

「いい加減にしてください。芝居は不要だと申し上げたはずですよ」

「そんな、芝居なんてしてません！」

「では、私が下の事務所で申し上げた言葉を覚えていますか？　先代社長に関することですが」

「先代社長って……だから、笹木の父の旧姓が望月で、その社長さんのひとり息子だったっていうことでしょう？　父が亡くなっているので、後継者はわたしだけ。その社長さんが二週間前に……亡くなられて……え？」

　ここまできてようやく、日向子は望月商事の顧問弁護士が訪ねてきた理由に見当がついた。

　祖父が亡くなったことで、自分にもいくらかの財産分与がある、ということなのだろう。困こん窮きゅうしている我が家の経済状況を思えば、たとえわずかだとしてもありがたい。

　だが、一度も会ったことのない祖父の財産を、自分がもらってもよいものだろうか？　相続権がどれほど正当なものであったとしても、人として、自分にはその資格がないような気がする。

（でも、仮に百万円あれば、大介に高校でも陸上をやらせてあげられる、よね？　恥を忍んで受け取ろうか……でも……うーん）

　唸りながら頭を悩ませる。

　そのとき、最初に千尋が口にしたことを思い出した。

「あ！　あの……沖さん、最初におっしゃいませんでした？　もっと、お金になる仕事がある、みたいなことを」

「ええ、言いましたが」

「それって、望月商事で雇ってもらえるってことですか？　わたし、高卒ですが五年間、小野寺先生の仕事のサポートをしてきました。事務関係の仕事なら、どんなことでもします!!」

　日向子はここぞとばかりに自分を売り込む。

　すると――千尋は鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしたあと、堪えきれないとばかりに吹き出した。そのまま手すりを掴み、身体をふたつ折りにして笑っている。

「わたし、別に笑いを取ったつもりはないんですが。これでも、かなり真剣なんですけど」

「いや、失礼。あなたは……よくわからない人だ。放っておけば乗り込んでくると思っていたのに、社葬にもやって来なかった。その後、一週間待ってもなしのつぶてで、とうとうこちらから足を運んでしまいました」

「ちょ、ちょっと、ちょっと待ってください！」

　どうあっても千尋は、本当は日向子が祖父のことを知っていた、と言いたいらしい。ひょっとしたら、亡くなったことも知っていたのに、葬儀にも出席しなかった、と責めているのだろうか？

「言ったはずです。祖父がいたことなんて、わたしは知りませんでした。母からも聞いてません。ましてや、亡くなったことなんて……」

「――六年前の火事の直後、あなたは代理人を立てて先代社長に支援を申し入れた。当時の社長秘書の判断で、あなたが直接、先代社長に会いにくることを条件に、いくらかの見舞金を払ったそうです」

　まったく身に覚えのないことだった。

　日向子は大きく目を見開き、千尋を見つめることしかできない。

「会いにくれば相当額の支援を引き出せたはずなのに、あなたは来なかった。どうしてです？　たかだか数百万の見舞金で満足したわけではないでしょう？」

　言いながら、千尋は一歩、日向子との距離を詰めた。

　たった一歩、それだけのことなのに、千尋に気おされるようにして、日向子は数歩後退する。屋上のフェンスに背中がトンと当たった。

「いい、加減に……するのは、そっちです！　そんなお金、わたしは知りません!!　望月商事では雇えないって言うなら、はっきり、そう言ってくれたら済むことでしょう!?」

　それだけでいいのに、まるで日向子が不幸を理由にお金をたかったように言われるのは心外だ。

「でも、知らなかったとはいえ、孫のわたしが葬儀に出られなかったのは残念だし、申し訳ないことをした、と……」

「そんな言葉は信じられませんね。七年前、孫娘にひと目会いたいという奥様の願いを叶えるため、先代社長は朋子さん……あなたのお母さんに和解を申し入れた。だが、相当な和解金だけ手にされて、約束を無視された。あなたの祖母上は、無念のうちに亡くなられたそうですよ」

　日向子は必死で首を左右に振る。

　母から、父方の祖父母の話など聞いたこともない。ましてやあの母が、お金など受け取るはずがなかった。

（だって、自慢じゃないけど、うちってお父さんやお母さんが生きてたころから貧乏だったし……）

　司法書士事務所に勤めていた父は、お金が貯まったら開業したい、と言っていた。再婚して会社を辞めた母は、晴斗を出産後、パート勤めを再開していた。それでも、家族五人の生活は豊かとは言いがたいもので……。

『家族が健康ならそれで充分！　生きていくのに必要なお金は働けばいいことだもの。お財布は空っぽでも、心にたーっぷり愛が詰まってるほうが幸せなのよ』

　そう言って笑っていた母が、祖父から和解金をせしめるなど絶対にない。

「母親が母親なら、娘も娘だ。ひょっとして、無邪気なお嬢ちゃんの仕草も、男から金を引き出すための手て管くだですか？　お母さんから、教わった、とか？」

　千尋は美しく整った顔からは想像もできないほどの、醜しゅう悪あくな笑みを浮かべた。

　大好きな母を愚ぐ弄ろうされ――日向子の中で張り詰めた糸がプツンと切れる。

　次の瞬間、彼女は千尋の頬を平手で叩いていた。

　パシンという小気味よい音が屋上に響く。弾みで、彼の眼鏡がコンクリートの床に落ちた。

「お金、お金って……あなた自身が、よっぽどお金に振り回されて見えるわ。そんな人に、母のことを侮ぶ辱じょくされたくない！」

　日向子が言い返すと、千尋は黙り込む。

「それに、お祖母さんが入院していたって言うなら、パパのときはどうなるの？　パパが入院したとき、お祖父さんは助けてくれたの？　お見舞いにも来ないまま、パパのこと――実の息子のことを見殺しにしたくせにっ！」

　この人に言っても仕方がない。祖父と父の間になにがあったとしても、祖父はもう釈明できないのだ。なにも知らない日向子が、祖父を責めるのは間違っている。

　そう思っていたのだが、あまりな言われようについつい反論してしまう。

「ちょっと考えたらわかりそうなもんでしょう？　火事のあと、何百万ものお金をもらっていたなら、こんなに貧乏なわけがないじゃない。弟の高校の費用だって困ってるくらいなのに……」

　最後のほうは、愚痴のようになっていた。

　すると、千尋は額に落ちた前髪をすくい上げるようにして、

「たしかに、あの大金の行方が気になるくらいの困窮ぶりですね。家賃も遅れがちで、毎月、催促されているようですし」

　澄ました顔で言う。

「そ、そんなことまで、調べたんですか!?」

　直人の調査をしていて、日向子までたどり着いた、と言っていたが……。

「それなら、あなたが望月グループに入ることになんの問題もなさそうだ。では、先代社長の遺言に従い、財産の相続手続きを開始する、ということで――」

「どうして、そうなるんですか？　わたし、お祖父さんの財産を相続するなんて、ひと言も言ってませんけど!!」

　まるで言葉の通じない相手と話しているみたいだ。

　だが、千尋の顔を見上げたら、彼も同じような顔をしてこちらを見下ろしていた。

「相続……しないんですか？」

「もらう理由がありません」

「その場合、あなたが望月グループで働くことはできませんが？」

　相続を放棄しながら、雇ってくれというのは虫のいい話なのかもしれない。日向子はそう納得して、改めて断ろうと口を開く。

「わかりました。諦めま……」

「なるほど、先代社長が仲違いして駆け落ちした息子を見殺しにした腹いせに、あなたは望月グループを潰そうというわけだ」

「……はぁ？」

　千尋の言わんとすることがわからず、日向子の頭の中にはクエスチョンマークが飛び交った。

「素直に受け取ったらどうです？　ふたりの弟さんを大学に……それも、私立の医大にだって行かせてやれますよ。それとも、あなたのプライドを守るためなら、中卒で働かせたほうがマシだ、と？」

　意地悪な言い方だが、間違っていないのが悔しい。

　日向子が昼夜働いても、弟ひとり満足に高校へも行かせてやれそうにない。だが、たとえ望月家の関係者から『金目当て』と罵ば倒とうされても、ここで首を縦に振れば、少なくとも大介と晴斗には充分なことをしてやれる。

「ああ、それから、あなたは後日、警察から呼び出しを受けるでしょうね。私に対する暴行罪で」

「はぁ？」

　警察やら、暴行罪やら、物騒な単語が並び、日向子はギョッとした。

　たしかに、手を出してしまったことは事実だが、もとはと言えば、千尋の言葉の暴力が原因だ。

「だっ、だったら……わたしだって、あなたをセクハラで訴えます！」

「それはそれは。でも証拠もないのに、味方になってくれる弁護士がいますか？」

「証拠って……そっちだって」

　日向子が言い返そうとしたとき、千尋はスッと身を屈かがめた。

　彼が拾い上げたのは、日向子が叩いたときに弾みで落ちた眼鏡。コンクリートに打ちつけられたせいか、ガラス製のレンズにヒビが入っていた。

「器き物ぶつ損そん壊かい罪ざいにもなりそうですね」

　目の前に壊れた眼鏡を突きつけられ……日向子は息をのんだ。

　どうしてこんなことになってしまったのか、自分でもよくわからない。

　今日まで祖父がいたことすら知らなかった。しかも、その祖父が大会社の社長だったとは。

（お母さんも、そのことくらい教えておいてくれたっていいじゃない）

　だが千尋は『先代社長の遺言に従い、財産の相続手続きを開始する』と言った。それは、祖父が遺言書に日向子の名前を書いていたということだ。

　千尋が日向子を責める言葉通りに祖父も思っていたなら、どうして日向子に財産を残すような遺言を書いたのだろう？

　日向子が俯いて黙り込んでしまうと、ふいに千尋の声が柔らかくなった。

「とはいえ、あなたが先代社長の相続人となられるなら、話は別です」

　心の中で『やられた』と思った。これはきっと駆け引きで、日向子は嵌はめられた気がする。

「特に、望月グループの〝新社長〟を警察沙ざ汰たには巻き込めませんから」

　よくもこれだけスラスラと出てくるものだ。

　日向子は感心しながら千尋を見上げ――直後、彼が口にした内容に、遅ればせながら衝撃が走った。

「新社長!?　今、新社長って言いました？」

「はい。言いましたが、なにか？」

「それって、まさか、わたしのことじゃないですよね？」

　日向子はおっかなびっくりで尋ねる。対して、千尋は実に爽やかな笑顔で答えた。

「もちろん、日向子さん、あなたのことですよ」

「無理です、絶対に無理！　そんな、そんな社長なんて……」

　そこまで言って、日向子はハッとした。

「あの……参考までに、聞いてもいいですか？　わたしが相続する財産って、いったいどれくらいあるんでしょう？」

　望月グループの社長ともなれば、相当な財産があることくらい、庶民の日向子にもわかる。しかし、法定相続人は日向子ひとりとはいえ、これまで祖父を支えてきた身内の人がいるはずだ。会社や不動産をはじめとした大きな財産を相続させる人間は、遺言書にきちんと名前を記しているに違いない。……という、日向子の予想は見事に外れた。

「現預金、不動産、有価証券、美術品等々……相続税の評価額から個人債務を引いて、ざっと八十億円といったところでしょうか」

　それを日向子ひとりで相続するので、相当な額の相続税が課せられるのだという。現預金だけではまったく足りず、処分可能なものは処分するしかないようだ。その辺りの費用の捻出は、専門家に任せることになっているという。

「グループの持ち株会社が望月陶器で、その持ち株会社の株を九割所有しているのが、先代社長になります。あなたが財産を放棄するということは、グループ消滅の危機、ということです――おわかりいただけましたか？」

　日向子はめまいを感じて、その場に倒れそうになる。

「あなたが社長の椅子ごと相続してくださるなら、暴行罪の件はなかったことにしましょう」

「ご、ご自分の、セクハラの件は棚上げですかっ!?」

「では、それは器物損壊罪と引き換えで……だが、賠償金は請求させていただくことにします」

　たかが眼鏡と言いたいが、彼のような人が使っている眼鏡だと、何十万円もするブランド品のような気がする。だが、たとえどれほど高額であろうと、祖父の財産さえ相続すれば簡単に支払える額に違いない。恐らくは、それすらも彼の計算なのだ。

　日向子はそんなふうに思ったが……。彼は、『相続すれば賠償金など簡単に払える』とは言わず、思いもよらない行動に出た。

　くいと顎あごを持ち上げられ、上を向かされた瞬間――。日向子は、千尋にキスされたのだ。

　日向子の唇の上に、形のよい唇が重なり、強く押し当てられる。彼女は目を見開いたまま、閉じるという考えも浮かばず、思考も呼吸もストップしてしまう。

　一分くらい経った気がした。だが実際は、十秒程度だったのではないだろうか。

　彼の唇が離れていき……日向子は深呼吸する。

「予想通りのかわいらしい唇だ。これで、貸し借りゼロですね。では、次は相続に関する書類を用意した上で、お迎えに上がりましょう」

　千尋はなにもなかったような顔をすると、サッと踵きびすを返して階段のほうに向かう。だが、途中でピタッと足を止め、こちらを振り返った。

「ああ、もちろん、〝夜〟の仕事より〝社長業〟は、はるかに高収入ですよ」

　彼はこれ以上ないほど愉快そうに笑ったあと、軽快な足音を響かせて階段を下りて行った。

　日向子はひと言の文句も言えず、呆然と千尋の後ろ姿を見送る。

　そして、足音すら聞こえなくなったとき……。

「わたし……しゃ、社長に、なるなんて、言ってませんからっ！　迎えに来たって、行きませんからねっ!!」

　ようやく叫ぶが、届くはずもなく。

（かわいらしいって……貸し借りゼロって……ファーストキスだったのにっ！）

　それはさすがに声には出せず、日向子は心の中で叫んだのだった。
















第三章　社長なんて無理！
















「姉ちゃん、すっげぇーっ！　噴水がある！」

「ここが姉貴の家？　無駄に広いな。電気代だけでいくらになるんだよ」

　リムジンから降りるなり、はしゃぐ晴斗に日向子は「お行儀よくしててね」と声をかける。そして大介には「電気代はともかく、ここは姉さんの家じゃなくて、お祖父さんの家だから」と訂正を入れた。

　三人は今、祖父が四十年以上前に建てたという、田でん園えん調ちょう布ふのお屋敷にやって来ていた。

　それには理由がある。あの日以降、毎日のように千尋から電話がかかってきたせいだ。

『ですから、わたしに社長なんて……絶対に無理です！』

『それは、暴行事件で警察沙汰にしてほしい、ということですか？』

『……キス……したじゃないですか』

『キスで支払ってもらったのは賠償金だけですよ。それとも、キスの先で暴行事件もなかったことにしてほしい、とか？　まあ、どうしてもとおっしゃるなら、考えてみますが』

『沖さんの言ってることはメチャクチャですっ!!』

　必死に断るのだが、巧みにかわされてしまう。

　十日ほど膠こう着ちゃく状態が続き……とりあえず、仏前に手を合わせがてら、実父である直人が育った望月邸を見に来てはどうか、と提案された。

　さらに千尋が付け足した言葉は、

『お屋敷までお越しいただけるなら、例の証拠の書類をお見せしますよ』

　日向子は反射的に、イエスと答えていた。




　望月家はもともと東とう海かい地ち方ほうの出身だという。

　今から約一世紀前、祖父の祖父が望月陶器を創業した。次第に事業は拡大し、四十五年前に祖父が本社を東京へと移す。田園調布のお屋敷は、祖父が東京に出てきたあと、二世帯で住むために建てたものだった。

　天井を高く取った西洋風の建物で、部屋はリビングやキッチンを除いて九つもある。トイレは五つ、バスルームが三つ、地下室まであった。一階部分の床を底上げし、さらには天井を高くとっているので、実際の高さは三階建てに相当するという。

　そういった話は、運転手付きのリムジンの車内で、日向子たちを迎えに来てくれた千尋から聞かされたのだった。

「でもさ、こんなでっかい家に住んでんのに、なんで祖父ちゃんは火事のときに呼んでくれなかったのかな？」

「バーカ。姉貴ひとりならともかく、俺たちがいるとわかったら呼ぶわけないだろ。祖父さんと俺たちは、赤の他人なんだからさ」

「それってさ、なんかよくわかんないんだけど……。姉ちゃんは姉ちゃんでいいんだろ？　それとも、もう、姉ちゃんって呼んだらダメなわけ？」

　日向子とは父親違いの姉弟だとあらかじめ知っていた大介とは違い、晴斗は今回初めて、真実を知った。

　晴斗も頭の中では、日向子との関係が変わるはずはないとわかっているのだと思う。ただ、現実に戸惑っているだけだ。

「ふたりとも馬鹿なこと言ってるんじゃないの。姉さんは姉さんで、一生変わんないんだから。それに、大介――お祖父さんはうちの事情を知らなかったのよ。知ってたら、助けてくれたと思う」

　それは本心からの言葉だった。

（そうよ。だって、わたしも本当に知らなかったんだもの。お祖父さんだって、わざと知らん顔をしてたなんて、そんなはずない）

　千尋の言う証拠も、彼のハッタリに違いない。

　リムジンから降りる千尋の気配を窺いながら、日向子は心の中でそう呟いた。

　だが大介のほうは、日向子の言葉に納得できなかったらしい。不満そうな声で反論してきた。

「わかるもんか。金持ちなんて、みんな同じだろ？　貧乏人の俺たちなんか、どっちみち人間とは思ってないよ」

「そんなことない！　姉さんのパパは、姉さんが五歳のときに死んじゃったけど、とっても優しかったってことは覚えてるわ。お祖父さんは、そんなパパのお父さんだもの。きっと、いい人よ」

「先代はとても頑固な方でしたが、薄情な方ではありませんでした」

　真後ろから千尋の声が聞こえてきて、日向子は突然のことにドキッとする。さらに、彼は日向子の肩に手を置くと、

「かわいい孫娘の一家が火事に遭い、その上、ご両親を亡くされたことを知れば……充分に援助されたはずです」

　そう言ったあと、「余計な小細工などしなくても」と小声で付け足した。

　どうやら千尋は、優しく囁いたあと、突き落とすのが趣味らしい。そんな感想を抱きながら、日向子は横目で千尋を睨む。

　今日の彼は、最初に小野寺の事務所で会ったときとはどこか違う。

　スーツの色がネイビーブルーに替わったせいかもしれない。ワイシャツは薄いブルーの細いストライプ柄、ネクタイもストライプに揃えてあった。

　あの日、彼から借りたアイスグレーのハンカチは、文句を言われないよう、しっかり洗って何度もアイロンをかけ直した。会えたら返そうと思い、ずっとバッグに入れたままだ。

（だって、すっごく丁寧にアイロンがかけられていたんだもの。まさか、男の人が自分でかけたりしないよね？）

　それは、千尋にはハンカチ一枚に、あれほど丁寧にアイロンをかけてくれる人がいる、ということ。日向子は、彼は既婚者に違いない、という結論に達した。

（結婚指輪はしてないみたいだけど、男の人ってつけない人も多いっていうし……。でも、もし本当に奥さんがいるんだったら……キスされました、って言いつけてやるんだから！）

　そんなことを考えながら、千尋の横顔をチラチラ見る。

　顔を合わせたのは、あれ以来だ。日向子の視線は、どうしても彼の唇に引き寄せられる。

　ファーストキス――高校生のころまでは特別なことだと思っていた気がする。どんなタイミングとシチュエーションで、そしてどんな男性と、初めてのキスを交わすのだろう、と。

　それが二十代になると、キスくらいたいしたことではない、と思うようになっていった。

　だが本音は……ファーストキスには、小さな不安とたくさんの憧れを抱いていたのだ。

　そんな日向子の中に、千尋は一気に飛び込んできた。

（でも、独身だったら？　沖さんはなにを考えて、わたしにキスしたの？）

　いくらなんでも、本当に〝賠償金〟代わりで、〝貸し借りゼロ〟なんていう理由ではないだろう。

　彼に直接尋ねたい。だが、本心を知るのも怖かった。

　そのとき、日向子の思考を遮るように、大介の声が聞こえてきた。

「それってさ、孫娘の姉ちゃんに全然興味がなかったってことじゃん。いい人には思えないけどな」

「そんなこと……」

　今度は『ない』とは言いきれなかった。祖父が〝いい人〟かどうかはともかく、生前、会いたいと思ってもらえなかったのは事実だ。

「七年前に奥様を、日向子さんにとってはお祖母様ですが……ご病気で亡くされて以降、ご家族のことは一切、口にされなくなったそうです。なにか――思うところがあったのではないでしょうか？」

　千尋に諭すように言われると、大介はムッとした顔で口を閉じる。日向子のほうも『思うところ』という言葉に頬がピクッとした。

「お祖父さんがなにを思ったにせよ、わたしや母とは関係ないと思いますけど」

「関係があるか、ないか……先代社長にしか、わからないことではないか、と」

「そうですよね。お祖父さんにしか、わかりませんよね！」

　どうしても負けたくなくて、日向子はムキになって答えていた。

　千尋のほうもジッと彼女を見下ろしている。

　そのとき、ふいに大介が声を上げた。

「どっちでもいいけどさ。晴斗がいないぜ」

「えっ!?」

　日向子が慌てて周囲を見回すと……晴斗の姿がはるか遠くに見えた。

「ちょっと、晴斗!?」

「なんか、裏にもいろいろあるみたい。俺、ちょっと見てくる！」

　そう叫びながら、晴斗はあっという間に見えなくなった。

「待ちなさい！　その前に、ちゃんとご挨拶しなきゃ……晴斗ーっ!!」

　待てと言って待つはずもなく……。あたふたとしているうちに、大介まで晴斗のあとを追いかけて走り出した。

「姉貴の祖父さんには、あとで晴斗と一緒に手を合わせるから……それでいいだろ？　それにさ……姉貴は、そのオッサンとふたりでいたいんじゃないの？」

　大介の爆弾発言に、日向子は一瞬で真っ赤になった。

「だ、だ、大介、なんて、なんてこと……」

　叱りつける間もなく、大介の後ろ姿が小さくなっていく。

　大介からあんなふうに言われ、千尋がどんな顔をしているのか、それが気になった。だが、顔を見る勇気はなく、日向子はひたすら気配を窺うだけだ。

「――若いな」

　千尋はポツリと呟いた。

　それは怒っているというより、感心しているように聞こえなくもない。だが、彼のような大人の男性に、幼い日向子では釣り合わない、といった意味にも聞こえ……。

　日向子は馬鹿にされた気がして、ムキになって言い返していた。

「別に、若くはないと思います。八月で二十五になりますから！」

　しかし、微妙な間があり、

「いえ……大介くんが」

　千尋は咳払いしたあと、そう答えた。

　それを聞いた瞬間、日向子は頭の中が真っ白になった。そんな頭の中とは対照的に、顔は真っ赤に染まる。自分の早とちりに、穴を掘って埋まってしまいたい気分だ。

「だ、大介は、まだ中学生ですから……そんな、わざわざ言わなくても、子供に決まってるっていうか」

「十五歳は大人には足りませんが、子供の枠にも収まらない。特に男の子は……」

　千尋の言葉に引っかかるものがあった。

　それは小野寺から、『一番難しい年頃だ。ちょうど、男親が必要になる年齢なんだよ』と言われたことも含まれる。

　精いっぱい頑張っているつもりだが、『男の子は』というセリフを聞くたび、落ち込んでしまう。日向子に、男の子ふたりを育てるのは無理だと言われているように聞こえるのだ。

「世の中の男性って、男の子のほうが特別みたいに言うんですね。女の子だって、同じくらい大変で、育てるのは楽じゃないと思います」

「小さなうちは同じでしょうね。子供は抱きしめられて幸せを感じる。だが、男の子はあるときを境に、抱きしめる側に回ります。そこを乗り越えないと、男にはなれないんですよ」

　泣きじゃくる日向子を、彼はビルの屋上で抱きしめてくれた。

　どれほど泣いても、縋すがっても、びくともしない逞たくましさを思い出し……それ以上話を続けていられなくなる。

（そうよ。あれで、いい人かもって思っちゃったのよ。ああ、もう、思い出すだけで悔しい！）

　キスされたことまで思い出してしまい、日向子は気まずさから横を向き、いきなり話題を変えた。

「今日は休日だから……いろいろご予定があったんじゃないですか？　こちらの都合に合わせていただいて、すみませんでした」

「いえ。私は望月商事の社員ではありませんので、土日が休日というわけではありません。特に今は、先代の遺言により命じられた最後の仕事、次期社長を決定することが最優先です」

　その返答に日向子は動揺する。

「あ、あの……それって、もし、ですけど……万が一、わたしが社長を引き受けたら、秘書は沖さんってわけじゃないんですか？」

「その時点で、先代との契約は終了となります」

　それは彼らしい、淡々とした返事だった。

　祖父が日向子に、全財産を譲るにあたって書き残したこととは――。

　ひとつ、三輪日向子は望月グループ内における望月賢太郎の役職をすべて引き継ぐこと。

　ひとつ、三輪日向子は田園調布にある望月邸で暮らすこと。

　付帯事項として、どちらも最低一年という期限がつけられていた。

　日向子が相続を放棄したり、一年経たずに代表取締役社長を辞任または解任されたり、望月邸から出て行ったりすると、相続財産のすべてが換金され様々な団体に寄付されるという。

　たしかに、日向子が相続を放棄したら『グループ消滅の危機』とまで言うわけだ。

　今回のことを小野寺にも相談したが、遺言書通り相続する以外に、打開策はないらしい。

　単なるお金の問題であれば、それでもかまわない。会社は筆頭株主が代わるだけで、関連会社すべてが倒産することはないはずだ。

　だがそれにより、赤字部門や収益性のない会社は切り捨てられてしまう可能性が高い。そして、どこかに買収されることによって、『望月』の名前も消えてしまうかもしれないのだ。

　祖父はなにを思ってこんな遺言をしたのだろう？

　代々積み重ねてきた望月家の歴史すら、叩き売ってしまおうと思うくらいの憤りを、いったい誰に感じていたのか。

　日向子に社長など務まるはずがない、と思う。だが、祖父が自分に託した思いを知りたい、とも思っていた。

　そして、心の隅で少しだけ――もし、社長を引き受けたなら、秘書の千尋と一緒に働くことになるのだろうな、と考えていた。

（違うわよ。別に、一緒に働きたいとか、秘書として傍にいてほしいとか、そんなんじゃないから）

　自分に向かって必死で言い訳をするのだが……。

『姉貴は、そのオッサンとふたりでいたいんじゃないの？』

　大介の言葉が頭に浮かび、ドキドキが収まらなくなってしまう。

　だが、これは恋ではない。きっと、これまで誰にも許さなかったパーソナルスペースに、千尋が予告もなく飛び込んできたせいだ。その上、彼が日向子の初めてのキスを奪ったせいで、忘れられない人になってしまっただけなのだ。

（それだけよ。沖さんが、あんなキスなんてするから……）

　千尋の思いのほか柔らかな唇を思い出したとき――ヌッとその唇が、日向子の目に飛び込んできた。

「残念そうですね」

「は……はぁ？　そんなこと、あるはずないっていうか……ないわけないっていうか」

　自分でもなにが言いたいのか、さっぱりわからない。

　日向子は深呼吸して頭の中を整理すると、改めて口を開いた。

「じゃあ、もう、次の仕事は決まってるんですね。そこではセクハラとかしないように、気をつけてくださいね」

　わざとムッとされそうな言葉を選んで口にする。

（怒らせたってかまわないもの。もともと嫌われてるみたいだし……。でも、本当に社長業を引き受けなきゃいけなくなったとき、この人がいなかったら、誰がわたしの傍にいてくれるの？）

　ふいに不安になり、日向子は首が折れそうなほど俯いてしまう。

「次の仕事ですか？　そうですね……叶うなら、かわいらしいキスで応じてくれるボスのもとで働きたいですね」

　そう言うと、千尋は思わせぶりに自分の唇を指でなぞる。

　まるで、彼のほうから日向子の傍で働きたい、と言っているかのようだ。

「わ、わたし、まだ、相続するって決めてないし……」

　ドキドキしながら、千尋の顔を遠慮がちに見上げる。

　すると、彼は内ポケットから黒縁の眼鏡を取り出し、日向子の前で見せびらかした。レンズはひび割れたままだ。

　そのとき、今日の彼の雰囲気が違う理由に気づいた。前に会ったときと違って、フレームレスの眼鏡をつけているせいだった。

「暴力行為の証拠品ですからね。あなたが約束を守ってくださるまで、修理はせずに、こうして持ち歩いております」

「なっ!?」

　甘いときめきが一瞬で吹き飛ぶ。

　思わずムッとして、彼を怒らせてもいいと思いつつ、言い返してしまいそうになる。

　だが、口を開いたのは千尋のほうだった。

「あなたが社長を継いで、私を個人秘書として雇ってくださいますか？　お役に立てるとお約束しますよ」

「でも……あなたは、わたしや母のことを……」

「この十日ほど、再調査させていただきました。まだ充分とは言えないが、少なくとも今のあなた方の生活は質素そのものです。それこそ、〝夜〟の仕事をしなければならないほどに」

　改めて言われると、ズンと落ち込んでしまいそうになる。

「直人氏のことはお気の毒に思います。先代社長も、そして直人氏も、きっと頑かたくなに意地を張り続けたのでしょう。あなたも、同じ轍てつを踏むつもりですか？」

　そして彼は言葉を続ける。

　絶対に相続しないと言い続けるのは、意地を張っているだけなのではないのか。相続を承諾さえすれば、当座の問題は解決する。社長業が続けられるかどうか、一年だけ頑張ってみればどうか、と。

「望月グループのことはなんでもお教えしましょう。あなたの力になりますよ。それとも、私では頼りになりませんか？」

　今度はそんな優しい言葉がかけられる。

「いえ、そんなことは……」

　千尋が秘書として残り、自分を支えてくれるなら――そんな気持ちでいっぱいになり、日向子は頷きそうになった。

（ちょっと待って！　これって……とりあえず、お祖父さんの仏前に手を合わせて、パパの育った家を見るっていう目的から外れてない？）

　弁護士顔負けというくらい、飴あめとムチを見事に操っている。千尋の巧みな話術に、日向子は感心して彼の顔をジッと見つめた。

　彼は日向子の思わせぶりな視線をかわすように、人差し指で眼鏡のブリッジを軽く押し上げながら言う。

「あなたは、意外と手強い方だ」

「なっ!?」

　カッとなって文句を言おうとした日向子の横を、彼はスルッとすり抜け、玄関へと向かった。

「ようこそ、お父上の生家へ――。それから、先ほどの言葉は冗談ではありません。全面的にあなたのお役に立ちますよ。あなたが……私の欲求を満たしてくれるのであれば」

「欲求？　それってなんですか？　ひょっとしてお給料がすごく高い、とか？」

　きっと、日向子の想像を絶する金額のような気がする。

　恐る恐る尋ねる彼女を見ながら、千尋は困ったように笑い始めた。

「たいがいの女性はこの程度でピンときてくれるんですけどね。いや、まあ、いいでしょう。あなたが社長になり、私を個人秘書に雇いたい、と言ってくれたなら、この証拠品はあなたに差し上げますよ」

　そう言うと、千尋はレンズの割れた黒縁の眼鏡をひらひらと振ってみせた。

　彼の言葉の前半部分はよくわからなかったが……。

「沖さんって……セクハラで訴えられても、自分で弁護ができそうですね」

　嫌みのつもりで言った言葉に、千尋はしれっと答えた。

「ええ、弁護士資格を持っていますので。あなたが暴行罪で起訴されたときは、私が弁護してあげましょう」

　この先、どんな失礼なことを言われても、千尋にだけは二度と手を上げない。そう心に誓う日向子だった。
















第四章　邸宅の同居人
















　祖父が亡くなってから一カ月も経っていない。

　だが、今年の初めから体調を崩し、都内の大学病院に入院していたと聞く。つまり屋敷は半年近くも家人が不在だったということになる。

　何カ月も主あるじがいないにしては、庭も玄関周りも随分と綺麗だ。両開きの大きな玄関扉の前には、塵ちりひとつ落ちていない。

　扉が開かれ、中に一歩入ると、広い玄関の上り口には、きちんとスリッパが並べて置かれていた。

「いらっしゃいませ……いえ、お帰りなさいませ、お嬢様」

　白いエプロンをかけた高齢の女性がひとり、玄関の上がり框かまちに立ち、日向子の顔を見るなり涙ぐんで頭を下げた。

　六十代、ひょっとしたら七十代に突入しているかもしれない。貫禄のある体形が、どことなく親しみを感じさせる。

　彼女の声からは喜びの感情が滲み出ていた。

　誰もいないと思っていたので、日向子は虚をつかれたように立ち尽くす。

「こちらは住み込みの家政婦、高たか橋はし奈な津つ江えさんです。四十年以上勤めておられるので、日向子さんのお父上のこともよくご存じですよ」

　そんなふうに言われて、日向子はビックリして奈津江のほうを見た。

「父のことを？　あ、はじめまして、三輪日向子と申します。今日は、突然お邪魔してしまいまして……」

　これほどの屋敷に、高齢の祖父がひとりで住んでいるはずがない。大きな会社を経営していたのだから、家政婦のひとりやふたり……どころか、こんな大きな屋敷を管理するなら、もっと必要だろう。

　日向子がそう考えたとき、千尋は付け足すように、家政婦は奈津江以外にふたりいて、どちらとも平日のみの通いだ、と教えてくれた。

　他にも、奈津江の夫、高橋登のぼるが料理人として働いており、現在、住み込みの使用人は高橋夫妻だけだという。

　かつては、裏庭の奥に建てられた一軒家に十人弱の使用人が住み込み、さらには通いの使用人までいた。ところが家人は減る一方で、七年前にはとうとう祖父ひとりになってしまったため、庭の手入れは造園業者を、掃除は清掃業者を入れて、使用人の数を少しずつ減らしていったと聞かされる。

「そうですか、じゃあ、父が小さいころは、もっと大勢の人が働いていたんですね」

「はい。直人ぼっちゃまは、わたくしども使用人にも家族のように接してくださいました。それはそれは聡明で、学校の成績も素晴らしく、旦那様も奥様もとても期待されておられたんですよ。それが、ご結婚を反対されたばかりに……」

　奈津江がそこまで話したとき、千尋が咳払いをした。

「玄関で立ち話もなんでしょう。日向子さんをリビングにご案内いたしますので、奈津江さんはお茶をお願いできますか？」

　奈津江は余計なことを言ってしまった、という顔をして口元に手を当てる。

「あらあら、そうでございますね。わたくしとしたことが、申し訳ございません。さあ、こちらへどうぞ」

　玄関ホールは吹き抜けになっていた。天窓から明るい陽射しが降り注ぎ、白い壁を一層白く見せている。そのせいか、リビングまでの廊下は少し暗く感じた。

　だが通されたリビングは、一転して眩しいくらいの光に包まれていた。大きな窓からふんだんに光を取り入れる設計になっているらしい。

　それだけでなく、あまりの広さにも息をのむ。このリビングだけで、日向子たちが住んでいるアパート全部がスッポリと収まってしまいそうだ。

「日向子お嬢様にはコーヒーを、弟様にはジュースをご用意させていただいております。他のものがよろしければ、遠慮なくお申しつけくださいませ。あと、チーズケーキを焼いておりますが、お嫌いではございませんか？」

　リビングの一角に置かれた白いグランドピアノに気を奪われていると、奈津江からそんなことを聞かれた。

「ありがとうございます！　ふたりともチーズケーキは大好きで……」

　日向子はハッとして弟たちの存在を思い出す。

「す、すみません。てっきり、誰もいらっしゃらないと思って、弟たちが裏庭を見たいと言うので好きにさせてしまって……すぐに呼んできます！」

　日向子が玄関まで戻ろうとしたとき、ふいに、千尋に手首を掴まれた。

「それなら、私が呼んでまいりましょう。裏庭には、このまま廊下を突き当たりまで行って、窓から出たほうが早いので」

「いえ、そんなご迷惑は」

　さらにグッと力を込めて掴まれ――。その手の大きさと熱さに男らしさを感じ、日向子は振り払えなくなる。

　顔を上げた瞬間、千尋と視線が合った。

「あなたには、相応に人を使う術も学んでいただかなくてはならないようだ。こういうときは素直に――任せる、と言われたらよろしいのですよ」

　とろけそうなほど優しい声で諭され、

「は、い」

　日向子は操られるように、頷いていた。

（ダメだ……この調子なら、気づいたときには、社長になってました。なんてこともあり得て怖い）

　千尋がリビングからいなくなり、日向子は大きく息を吐く。

　そんな日向子と千尋のやりとりを見て、奈津江はなにか思うことがあったらしい。気づいたときには、すぐ隣に立っていた。

「お嬢様、このようなことを申し上げてはなんですが……沖さんには、あまりお近づきにならないほうが、よろしいかと」

「え？　い、いえ、別に、近づくつもりは……」

　そう答えたあと、あることが頭に浮かび、日向子はビクビクしながら尋ねる。

「あの……沖さんって、結婚されてるんですか？　おいくつなんでしょう？」

　すると、奈津江は慌てて首を振った。

「いえいえ、独身と聞いておりますよ。たしか、三十三歳だったかしら。でも、あの通り、とてもハンサムな方でございましょう？　通いの若い家政婦たちも、それはもう、沖さんがお屋敷にいらっしゃると賑やかなもので……」

　千尋は女性に対してとても丁寧な言葉遣いでソフトに接する。それは年齢や職業、置かれている立場も関係ない。取引会社の妙齢の社長令嬢にも、清掃会社から派遣されてくる高齢の女性にも、等しく同じ態度で接する、ということのようだ。

（それは、それでポイントは高いんじゃない？　なにが問題なの？）

　彼が独身だという情報にはホッとしたが……続けて話を聞いていると、どうやら、よい評判だけではないらしい。

「女の子のほうからアタックと言うんですか？　デートを申し込んで……承諾してもらったと嬉しそうにしているのですが――」

　喜び勇んでデートに行った数日後、ほとんどの家政婦たちが辞めてしまうのだ、という。それが千尋のせいなのか、いったいなにがあったのか、誰もなにも言わずに辞めてしまうので、真相は藪やぶの中だった。

「旦那様は生前、沖さんのことを実の息子さんのようにかわいがっておられました。ですから、わたくしもあの方が女性にひどいことをするとは思えないのですが……」

「えーっと……あ、いえ、そう……ですね」

　いきなりキスされた日向子としては――。

（あ、あの男、ひょっとして、誰にでもあんな……キス、してるんじゃ？）

　心当たりがあります、とは言えず、愛想笑いでごまかしてしまう。

「辞めた娘さんの中には、『とても話せません』と泣いていた子もおりました。お嬢様はこれから、大変なお立場になられる方です。悪い男が寄ってこないとも限りません。どうか、お気をつけくださいませ」

　奈津江に手を握られ、真剣な表情で言われる。

（沖さんって、やっぱり悪い男なの？　いや、ちょっと待って！　それ以前に、まだ〝大変な立場〟になるかどうか、決めてないんですけど）

　日向子が心の中で叫んだとき――突然、背後から甲高い声で怒鳴りつけられた。

「まあ、いやだわ。まさか、本当にやって来るだなんて!?」

　ビクッとして振り返ると、そこに化粧オバケのような女性が立っていた。

　ここでパーティでも行われるのだろうか、と思うくらいの厚化粧で、髪も綺麗にセットアップし、さらには、石付きのイヤリングにネックレス、指輪に至っては三個もつけている。

（重くないのかな？　でも、この人って誰？）

　日向子はなんと答えればいいのかわからず、ただ、ポカンとしていた。

「まともな挨拶もできないなんて、やはり、教養のない女に育てられただけありますわねぇ」

　それは随分不ぶ躾しつけな言い方だった。しかも、母をひどく馬鹿にされたことに気づき、日向子も我に返る。

「それは失礼しました。三輪日向子と申します。でも、まともな挨拶をなさっていないのは、あなたのほうも同じじゃありませんか？」

　やたら喧嘩を売るつもりはないが、弟たちを守る立場になった以上、売られた喧嘩は無視できない。黙っていたら、いつまでも下に見られ、馬鹿にされ続けることになるのだ。そのことは、この六年でしっかりと学んだ。

　だがこの女性の場合、日向子が言い返したことで、余計に怒らせてしまったらしい。

「まあ！　勝手に他人の家に上がり込んで、なんて厚かましいこと。直人さんの本当の娘かどうかもわからないくせに」

「他人の家ってどういうことですか？　それに、直人って、父のことですよね？　あなたはいったい……」

　日向子がさらに尋ねようとしたとき、奈津江のほうが先に声を上げた。

「明あけ美み様、日向子お嬢様がお越しになることは、昨日も今朝も申し上げました！　それに、お嬢様は直人ぼっちゃまだけでなく、七年前に亡くなられた奥様にもそっくりでございます。血縁を疑う余地などございません！」

　奈津江の言葉に日向子は驚きを隠せない。

　子供のころは母に似ている、と言われていた。だが、中学生になったころから、あまり言われなくなった。不思議に思っていたが、思春期を過ぎると容姿の雰囲気が変わってきて、母親似が父親似になる子供もいるという。

（そうなんだ……わたしってやっぱり、パパのほうに似てたんだわ。パパは七年前に亡くなったお祖母さん似なんだ……一度でいいから、お祖母さんにも会いたかったな）

　実父の写真は不鮮明なものが多く、祖父母に至っては写真の一枚も見せてもらったことがなかった。特に母が再婚したあとは、実父のことは話しにくくなり、なんとなく、自分は父方に似ているのではないか、と思い続けていた。

　日向子が黙ったのをいいことに、明美と呼ばれた女性は、再びきつい言葉を吐き始める。

「そうだったかしら？　どちらにせよ、賢太郎おじ様が入院なさったとき、顔も見せなかったじゃないの。それなのに、財産がもらえるとなったら、やって来るなんて……金目当ての恥知らずとしか思えませんわ！」

　明美はこちらを指差しながら罵ののしった。だが、日向子にも言い分はある。

（だから、知らなかったんだって……ひょっとして、この人も沖さんみたいに思ってるの？）

　言い返そうとしない日向子に苛立ったのか、あるいはどれほど言っても平気な相手だと思ったのか、明美はさらに不満をぶつけ始めた。

「奥様を亡くされて、すっかり体調を崩されたおじ様を介護するために、あたくしたちはこの家に越してまいりましたの。なんといっても、夫は唯一の血縁だったんですもの。それを、突然現れた薄情な孫娘に、すべて奪われるだなんて！」

　明美の大演説を聞いている間、奈津江は静かに日向子の後ろに立ち、小さな声で教えてくれた。

「旦那様の母方の従兄いとこの息子さんが、明美様のご主人、南なん原ばら徳とく広ひろ様なのです――」

　奈津江の説明を一度で理解するのは難しかった。だが、血縁といってもかなり遠縁であることくらいはわかる。

　系図を頭の中でゆっくりたどっていくと、徳広は日向子の実父から見てはとこにあたるようだ。それでも、祖父にとって血縁となれば、この徳広が一番近かったらしい。

　祖母が亡くなり、気落ちした祖父は少しずつ覇は気きを失っていき――三年と少し前、心臓を悪くして倒れてしまった。そんなとき、徳広は〝いとこ叔父〟の世話をするために同居すると言い、強引に越してきたという。しかも、祖父のために、三十年近く勤めた銀行を辞めてきたと言われては、追い返すわけにもいかず……。祖父は仕方なく、徳広に望月商事の重役のポストを与えたそうだ。

　ただ徳広自身は、望月家とはまったく血縁関係にない。仮に血縁以外から後継者を選ぶことになっても、徳広が選ばれることはないだろう、と言われている。それにもかかわらず、徳広は次期社長のように振る舞い、他の重役たちからは疎うとまれていた。

　そんなことを、奈津江は俯き加減で話す。

「ご夫婦揃って、旦那様にはペコペコしながら、わたくしどもには、それはもう無理ばかりおっしゃって……」

　その言葉が真実だと、この言動を見ているだけで充分納得できる。この調子なら、祖父が亡くなって以降、奈津江や登はさぞかし大変だっただろう。

　日向子はそんな思いで明美を見つめる。

「金目当てではないと言うなら、相続して一年経ったら、なにも持たずに出て行くと書類にサインなさい！　それなら、一年間だけこの屋敷に置いてあげましょう」

　明美の言い分はとんでもないものだ。

　法定相続人の日向子を差し置いて、たかだか従兄の息子である徳広に出る幕などない。これが他人事なら、孫娘が相続することは正当な権利だと、日向子も主張しただろう。

　だが、日向子自身のこととなると……。

（だって、一度もお見舞いに行かなかったのは本当だし……。わたしに、そんな権利があるとは思えないんだもの）

　公平な目で見た場合、やはり財産目当てではないか、と思うかもしれない。それならば、相続を断れば済むことだ。しかしその場合、全財産が売却されて寄付されてしまう。

「それとも、自分のものにならないなら、あなたの祖父に尽くしたあたくしたちに、この家から出て行け、と？　それだけではないわ。数千人の社員とその家族を、路ろ頭とうに迷わせてもかまわないとおっしゃるの!?」

　なんてずるい言い方だろう。

　だが、日向子にプレッシャーをかけるという意味では、効果的な脅しだった。

　奈津江の態度を見ても、この明美たちは使用人に嫌われている。祖父への献けん身しんも決して愛情からではなかったように思う。

　それでも、生前の祖父は彼らをこの家から追い出さなかった。祖父にとって、徳広たちは必要な存在だったのだろう。そんな彼らを、日向子の一存で追い出すことなどできない。たとえ、どれほど理不尽な文句を言われたとしても。

「そんなつもりはありません。でも……」

　一年頑張れば、自分たちの生活は立て直せるだろうか？　大介を高校に行かせてやって、行政書士の資格を取り、日々の支払いに困らない生活。両親がいたときのような、安定した生活を取り戻せたら……。

　祖父の望んだ通りに社長職を引き受ける。だがそれは、あくまでも期間限定、形だけのこと。そのあとは、望月グループの経営陣や大株主たちが、自社の社長に最もふさわしい人間を選んでくれたらいい。

　一年の期間限定なら、日向子のプレッシャーも軽減される。思いがけないことだが、明美の提案は日向子にとっても有益なものになりそうだった。

　日向子がその考えを明美に話そうとしたときだった。屋敷の中に子供の――晴斗の叫び声が広がった。

「逃げねぇって言ってんだろ！　手ぇ放せよ!!」

「黙れよ、クソガキ！　テメェ、どこから忍び込んだのか知らないが、警察に突き出してやるからな！」

　晴斗の声に続いて、聞いたことのない男の声がする。その男はあきらかに、晴斗に向かって怒りをぶつけていた。

　ふたりの声は廊下のほうから聞こえた気がして、日向子は急いで廊下に向かう。

　リビングを出てキョロキョロすると、廊下の奥に晴斗の姿が見えた。

（あの子、いったいなにをしたの!?）

　晴斗は見たことのない男に腕を掴まれ、廊下を引きずられるようにして歩かされている。だがすぐに日向子の姿に気づき、助けを求めるように声を上げた。

「姉ちゃん！」

　日向子は驚きながらも、ふたりに近寄った。

「ちょっと、あなた！　うちの弟から、すぐに手を放しなさい！」

「あ？　そっちこそ、誰だよ」

　男は日向子と同年代に思えた。

　この瀟しょう洒しゃなお屋敷には不似合いな、金色に染めた髪と柄の悪い言葉遣い。しかも、こちらを威い嚇かくするように顎を上げ、わざとらしく見下ろしてくる。

　普段の日向子であれば、絶対に近づかないタイプの男性だが、晴斗の腕を掴んだ男を前にして、退くわけにはいかなかった。

「このガキはな、地下の車庫に忍び込んで、俺の車に傷をつけたんだよ。一千万を超える外車だぜ。それとも、おまえに弁償できるのか？」

「晴斗、本当にそんなことをしたの？」

　日向子は男には答えず、晴斗に問いかける。

「さ、触っただけだよ。本当に、ちょっとだけ、触ったけど……でも、傷なんかつけてねーよ！」

「おまえみたいなガキが触ると、それだけで車が汚れるんだよ。なあ、お姉さん。いったい、どういう教育してるわけ？　親も呼んではっきりさせようや」

　この男の態度も充分に親を呼びたいレベルだ。

　だが、小学生の晴斗から目を離し、車庫に入り込んで持ち主に無断で車に触れたというなら、監督責任は日向子にある。

「わたしたちに両親はおりません。ですから、弟がご迷惑をかけたというなら、その責任はわたしにあります。申し訳ありませんでした」

　そう言うと、日向子は素直に頭を下げた。

「話し合いにはわたしが応じます。ですから、その子の手を放してやってください」

　毅き然ぜんとして言いきると、男はすぐに晴斗を解放した。だがその直後、今度は日向子の腕を掴んだのだ。

「なっ!?」

「話し合いに応じてくれるんだろ？　じゃあ、俺の部屋に行こうぜ。あんたさ、ひょっとして新しい家政婦？　だったら、あのばあさんをクビにして、住み込みで雇ってやるよ」

　いきなり引き寄せられ、日向子は全身が強ばった。

　ここに住んでいるということは、この男は徳広の家族に違いない。

　日向子はここに、祖父以外の人間が住んでいたことは聞かされていなかった。しかし、彼らもまた、日向子のことはほとんど知らないようだ。明美は日向子が今日訪れることは聞いていたらしいが、目の前の男性に至ってはそれすらも知らなかったように思えた。

（名前を言えば、手を放してくれる？　でも、こんな若い男の人がいるなんて……ここに住むってことは、一緒に住むってこと!?）

　一気に嫌悪感が湧き上がってきて、日向子に二の足を踏ませる。

「ほら、早くこい！」

「待って、わたしは……」

　望月賢太郎の孫です、と言おうとしたとき――横から伸びてきた手が、男の手首を掴んだ。軽く掴んだだけのように見えたのだが、予想外にも男の口からは悲鳴が上がった。

　その拍子に、日向子は肩を抱かれ、男から引き離される。

「いけませんね、拓たく郎ろうさん。こちらは先代社長のただひとりの相続人、三輪日向子さんですよ」

　日向子を守るように、男――拓郎との間に立ちはだかったのは、千尋だった。

「じょ、じょーだん。親父とお袋から、爺さんの孫は女ひとりって聞いたぜ。こんな、小学生の孫がいるなんて……そ、そうだろ、お袋！」

　拓郎は千尋の手を振りほどき、リビングの近くに立つ明美に近づきながら、そう呼びかける。

　日向子が思った通り、拓郎は明美の息子だった。

「ええ、あたくしはそう聞いておりますわ。でも、その娘の母親は、望月家の御曹司をたぶらかしたような女ですもの。財産を手にする前に、夫に死なれて……すぐに別のカモを見つけて、直人さんのときと同じように、妊娠して結婚を迫ったんじゃなくて？」

「やめてください！」

　弟の前でここまで言われては、日向子も黙ってはいられない。

　千尋を押しのけ、前に出る。

「わたしたちの母は、とっても優しくて素晴らしい女性でした！　なにも知らないくせに、母のことを馬鹿にしないで!!」

　そのとき――ふと悲しげな母の横顔を思い出す。

『ママとパパには、助けてくれる人がいないの』

　そう言った母の手に一通の封書があったような気がする。

　母はひょっとしたら、望月の祖父母に助けを求めたのではないだろうか？　そして、日向子が想像したように、祖父母は母の手を振り払った。

　千尋の言う通り、母が七年前に祖父母の願いを無視したのだとしたら、それはきっと仕返しに違いない。

　だが、母は果たして、そんな女性だろうか？

　再婚が決まったとき、三輪の父が日向子に言ったことがある。

『ヒナちゃんのママは誰の悪口も言わないんだ。それってすごいことなんだぞ。一緒にいると、幸せな気持ちになれるんだよなぁ』

　父は、『みんなで一緒に幸せになろう』と言い、日向子とも養子縁組をして〝お父さん〟になってくれた。

　だが同じころ、母は日向子を抱きしめ、小さな声で呟いたのだ。

『ママはヒナちゃんがいてくれて、とっても幸せだった。でも、パパは……幸せだったのかな？　新しいお父さんのことは、幸せにできるかな？』

　母は不安そうな顔で日向子を見ていた。

『お父さん、幸せって言ってたよ。だから、パパも幸せだったと思う。わたしも弟か妹ができるのは、まあ幸せかなぁ』

　無邪気に答える日向子の笑顔を見て、母はどう思っただろう。

　自分と結婚したばかりに、祖父母から見捨てられてしまった直人に、申し訳ないという気持ちが残っていたのかもしれない。

　祖父も……ひとり息子を見捨てたことを、後悔していたのだろうか。

　何十年も同じ憎しみや憤りを抱えていたなら、遺言書で日向子が相続できないように書き残せば済むことだ。そうしなかったということは……。

　二度と母の悪口を言わないなら、祖父の遺産を相続して、社長業を引き継ぎ、一年だけこのお屋敷に住んでもいい。

　日向子がそのことを告げようと、大きく息を吸った――そのとき、どうしたことか、目の前に壁ができたのだ。

「先代が、直人氏と朋子さんの結婚を許されたからこそ、日向子さんを相続人として指名されたのです。私は先代の遺志に従い、後継者である彼女を守り、導く義務がある。邪魔者は全力で排除させていただきますが、よろしいですか？」

　日向子と明美たちの間に立ち、そう宣言したのは千尋だった。

　言葉遣いは変わらず丁寧だが、反論を許さないと言わんばかりの気配と押しの強さに、日向子は息をのむ。

　明美と拓郎親子に至っては、すでに後ずさりしており、今にもどこかに逃げ出してしまいそうだ。

「あ、あなたは、ただの個人秘書じゃないの。賢太郎おじ様が亡くなったら、もう、あなたがこの屋敷に出入りする権利は……」

「ああ、そうだ。このたび、新社長に個人秘書として採用されました。ご挨拶が遅れてしまい、申し訳ございません」

「……!?」

　日向子は『ええっ!?』と声にしそうになり、慌てて口を閉じる。

　だが、瞬時に全員の視線が日向子に注がれ――。

「そうですよね？　〝三輪社長〟」

　千尋はニッコリ笑って、スーツの内ポケットからチラッと黒縁眼鏡を見せた。

「……はい……よろしく、お願いします」

　気づいたときには――日向子は祖父の財産を相続して、望月グループの社長となることが決定していたのだった。
















第五章　求愛ですか？
















「はあぁ……」

　肺が空っぽになりそうなくらい、大きな息を吐く。

　六月中旬、日向子は港みなと区くにある『朝あさ井い法ほう律りつ事じ務む所しょ』を訪れていた。

（なんで、『はい』って言っちゃったんだろう）

　三十七階建てのビルの前に立ったとき、思わず、回れ右をしたくなる。

「ご安心ください。朝井先生の事務所まで、私が案内させていただきますので。さあ、まいりましょう」

　背後に立つ千尋は、やけに嬉しそうだ。

　だが日向子のほうは、なんとなく罠わなに嵌められた気がしておもしろくない。

「別に、沖さんに付き添っていただかなくても、ひとりでも大丈夫です！」

　そう言ってビルの中に入ったものの、右か左か直進か……早くも迷ってしまう。

　そのとき、千尋が日向子の脇をスッとすり抜けた。

「どうぞ、こちらです」

　すたすたとエレベーターホールに向かって歩いて行く。

（あーもう、わたしの馬鹿っ！）

　不本意ながらも彼のあとをついて行くことしかできず、日向子は情けない気持ちになってしまう。

　エレベーターの前に立ち、千尋はボタンを押しながら口を開いた。

「怒っておられますよね？」

「怒ってないです」

「私に罠に嵌められた、と怒っていらっしゃるのでは？」

　図星だが、それを彼から言われるのは、どうにも癪しゃくに障る。

「いいえ！　怒ってない、と言ってます！」

「……そうですか」

　今度はそれだけ言うと、千尋は黙り込んだ。

　望月邸を訪れてから二日が経った。

　あのときの千尋は、乱暴に部屋に連れ込もうとした拓郎から助けてくれて、明美の罵ば詈り雑ぞう言ごんからもかばってくれた……だけ、とはさすがに、どれほど能天気な日向子でも思えない。

（だって、お祖父さんの財産を相続して社長になることに、『はい』って言わされてたんだもの。ホント……見事だわ）

　日向子が望月邸に住み、新社長になると聞き、真っ先に喜んでくれたのは家政婦の奈津江だった。

『旦那様もお喜びになると思います！』

　あんなに嬉しそうに言われては、まさか『はい』と答えた三秒後に『取り消してもいいですか？』とは聞けない。

　だが明美と拓郎は違った。母子は声を揃えて、日向子に社長職は務まらない、といった内容の言葉を叫んでいた。

　きっと、頭ごなしに怒鳴りつけてビビらせ、日向子が尻尾しっぽを巻いて逃げ出そうとしたところで、『会社が潰れて、社員が路頭に迷ったらあなたのせい』とでも言い、罪悪感を持たせようとしていたのだろう。その上で、お金に困っている日向子の前に現金をちらつかせ、条件を満たすまでの一年間、自分たちの言う通りにしろ、とでも脅すつもりだったのだ。

「沖さんは、こうなることがわかっていたんですよね？　だから、明美さんたちがいることも言わず、わたしたちを望月邸に連れて行ったんだわ」

「おっしゃる通り、黙っていたのは故意です。しかし、理由はむしろ逆――あの人たちの存在は、ギリギリまで隠しておきたかった」

　千尋曰いわく――。

　あの日、明美は夫とともにディナーパーティに招かれていた。美容室とネイルサロンを予約しており、そのままパーティの主催者宅に直行すると千尋は判断したのだ。まさか、ネイルサロンでトラブルを起こして帰ってくるとは思わない。

　一方、息子の拓郎は、日向子より一歳下の二十三歳。本来ならすでに働いてもおかしくない年齢だが、一年浪人した上に一年留年しているため、まだ大学三年だった。都内で有名な私立大学に通っているが、真面目に授業を受けている様子は見受けられない。平日の昼間は家にいることが多く、それ以外の時間はほとんど不在にしているという。

「――というわけで、土曜のあの時間、拓郎さんが家にいることはめったにないんです。予定では、奈津江さんとご主人の登さんがいるだけだったんですが。ああ、夕食も召し上がっていただきたかったと、登さんが話しておられました」

　そう言われたら、千尋に、ではなく、高橋夫妻に申し訳ない気持ちになる。

「あの……お土産にいただいたチーズケーキ、とても美味しかったです。そうお伝えください」

「承知いたしました。しかし、お屋敷で暮らすようになれば、毎日、召し上がっていただけますよ」

　千尋にそう言われて、日向子は両肩にズンと重圧を感じる。

　結局、出されたものには一切手をつけず、さっさと仏前に手を合わせて、日向子たちは退散した。祖父母の遺影もチラッと目にしただけで、特に感かん慨がいを抱く時間すらなかった。

　そんな日向子たちを気の毒に思ったのか、奈津江が気を遣い、お土産にとチーズケーキを持たせてくれたのである。

　たしかに、あの元気な弟たちが静かだったのだから、とんでもない事態だろう。

　大介は日向子が明美たちから罵られているのを聞き、瘴しょう気きに当てられたように呆然としていた。

　そして晴斗だが――。

　彼は裏庭に行く途中、地下室への入り口を見つけ、ちょっとした冒険者の気分でそのまま入り込んでしまったと、家に帰ってから話してくれた。

　そこには、テレビや本でしか見たことのないような、外国製の有名なスポーツカーが置かれていたという。引き寄せられるように車に触れてしまい……ドアがロックされていなかったため、つい、運転席に座ってしまったらしい。

　そこを拓郎に見咎められ、あの騒ぎになった。

『まさか、あんなふうに言われると思わなくて……姉ちゃん、ごめん』

　アパートに帰っても、しゅんとしたままの晴斗の姿を見て、大介は我に返ったように怒り始めた。

『なんだよ、アイツら。母さんのこと、馬鹿にしやがって。俺、あの連中と暮らすのだけは絶対に無理！　それぐらいなら、中学出たら就職して家を出るからな！』

　大介を高校に行かせてやりたい、というのが、多少無理をしても相続したほうがいいのだろうか、と思い悩んでいた最大の理由だ。その大介に家を出ると言われたら、まさに本末転倒である。

　だが、大介にそんな姉心は伝わらなかったようだ。

『そもそも姉貴にさ、年商何百億とかって会社の社長なんか務まるわけないじゃん。大失敗して会社が傾いたら、マジでどう責任取るわけ？』

　そこをつかれたら弱い。日向子自身が、大介と同じことを考えているからだ。

（そう……だよね。もし、とんでもない失敗をして大勢の人に迷惑をかけたら、目も当てられない）

「日向子さん、エレベーターが到着しましたよ」

　千尋の声に顔を上げると、彼は先に乗り込み、『開』のボタンを押して待ってくれている。

「待ってください！　あの、わたしに社長なんて……やっぱり、無理っていうか」

「変更なら不可能です。もうすでに、すべてが、あなたの社長就任に向けて動き出しておりますので」

「お、おとといの夕方ですよ？　土日だったし、今、月曜の午前中だし……」

　彼はゆっくりと首を左右に振った。

「それが、ビジネスというものです」

「だったら余計に無理です！　そういうことも、全然わからないわたしが社長になったら、会社が潰れます！」

　エレベーター前で物騒な言葉を叫んでしまい、ハタと気づくと、周囲がギョッとした顔でこちらを見ている。

　ここはいったんエレベーターホールから離れて……と思ったが、千尋はエレベーターを一基占領するように仁王立ちしている。そして、まっすぐに日向子の顔を見つめたまま言った。

「潰れませんよ」

「でも……」

「あなたなら、大丈夫です」

　その確信に満ちた返事は、日向子の心を大きく震わせる。

「どうして……どうして、そんなことが言いきれるんです？　沖さんは、わたしのことを嫌ってるから、だから……そんなことが」

「――乗ってください。いつまでも止めたままだと、他の方に迷惑をかけてしまいますので」

　そっちが降りてきてください、と言いたかったが……。

　たしかに、周囲の人たちは諦めて他のエレベーターを使っている。

　日向子が足早に乗り込むと、すぐにドアが閉まった。

「弟さんが、そんなにかわいいですか？」

「は？　それはいったい……」

「あのとき、あなたは九割方引き受ける覚悟を決めていたはずだ。それも、自分のためではなく、弟さんたちに充分な教育を受けさせてやるために」

　半分以上、言い当てられた気がして、日向子はなにも言えない。

「どうしてそんなに必死になるんです？　半分しか血の繋がっていない弟など、見捨てても誰もあなたを責めない」

「はあ!?　なにを言ってるんですか？　半分だろうが、四分の一だろうが、弟は弟です！　わたしが守らなくて、誰が守るんです!?　沖さんはご兄弟とか、いらっしゃらないんですか？」

　ビックリして言い返すが、千尋は表情も変えずにあっさり答えた。

「いません」

　日向子が二の句も告げられずにいると、ふいに腕を掴まれた。

「だから、あなたを見ていると……その、無む私しの愛情を手に入れたくなる」

「手に、って……」

　言葉の意味を尋ねる前に、エレベーターが上に向かって動き出した。そして――直後、千尋に唇を奪われていた。

　最初のキスと違って、千尋は日向子の唇に舌を這わせてくる。肉にく厚あつのある舌先を上下の唇を割るように押し込まれ、日向子はとっさに目を閉じていた。

　荒々しい吐息を唇で受け止める。

　閉じたまぶたの上にエレベーターの天井から降り注ぐ光を感じ、頭の中が真っ白になった。

（どうして……こんなキスを、するの？）

　日向子の頭にそんな疑問が浮かんだころ、ふたりの唇はワンペアのように重なっていた。それはまるで、抜けていたパズルのピースが収まったような、同じサイズのブロックがカチッとはまったような、そんな不思議な感じがする。

　エレベーターの速度が緩やかになったとき、千尋の唇が離れていく。

「このキスが無理やりなら、どうぞ私のことを殴ってください」

　甘やかなバリトンの声が、耳から滑り込んでくる。身体中がフワフワして、とても手を上げるどころではない。

　日向子は彼にもたれかかったまま、どうしても気になることを尋ねた。

「どうして……わたしに、キスするの？」

「言った通りです。私はあなたの愛情を手に入れたい。自分のモノにしたいんですよ」

　まさか千尋のような男性から、情熱的に求められる日が来るとは思わなかった。

　初めてのことに、日向子の心臓は身体から飛び出しそうなほどバクバクしている。

「そ、そんな……急に、言われても……まだ、会って間もないのに。お、沖さんのこと、嫌いじゃないですけど……でも、あなたのモノっていうのも、ちょっと」

　頭の中がパニックだった。だが、初めて会ったときのことを思い出し、急に疑問が湧いてくる。

「それに、沖さんはわたしのこと、お金目当てとか言って、嫌ってたじゃないですか？　それなのに、急にこんなこと……」

「七年前の和解金の件――あれは当時の担当弁護士の不始末が発覚しました。お母さんのことは、訂正して謝罪します。だが、火事の見舞金の件は、私の前任者がそれを支払ったのは事実。ただ、いろいろと不明なところもあり、その点は調査中ですので、ご安心ください」

「そ、そうですか、それはよかった……じゃなくて、あの」

　そのとき、エレベーターが止まってドアが開いた。外には誰も立っておらず、日向子はホッと息を吐く。

　エレベーターという密室に問題があるのかもしれない。落ちついて考えるためにも、この閉鎖された空間から早く出よう。そう思ったのだが……。

　情熱的なキスに膝が砕けてしまったようだ。まるで力が入らず、日向子はエレベーターの中に立ち尽くす。

「大介くん、陸上で素晴らしい成績を残しているそうですね。ご存じですか？　彼が推薦をもらっている強豪校が、望月邸から徒歩で通える距離にあることを」

「本当ですか？　でも……あの子、絶対に反対だって言ってます。あの家に住まなきゃならないなら、中学卒業後は就職して家を出るって」

「私が説得してあげますよ。それに、あなたのことも……」

「え？　わたし……きゃっ！」

　動けない日向子の腰に手が回された。彼はほんの少し力を入れると、片手でひょいと持ち上げる。

　そのままエレベーターの外にそっと下ろされて、つま先が床についた瞬間、日向子は転びそうになった。不覚にも自分から千尋の身体に抱きついてしまう。

「天は自ら助くる者を助く――私の座右の銘です。私を信じて、無私の愛情を与えてくれるなら、私があなたの〝天〟となります」

　その千尋の言葉はまるで〝求愛〟に聞こえ、日向子は勇気を出して頷いた。

　それは、ほのかな思いに、恋という呼び名がついた瞬間だった。
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「まあ、日向子さん！　お待ちしておりましたのよ」

　千尋の求愛を受け入れた……いや、違った。朝井法律事務所で相続に関する書類にサインをした次の日曜。日向子は弟ふたりを連れて、望月邸に引っ越した。

　そんな彼女たちを満面の笑みで出迎えたのは、なんと明美だった。最初に会ったときの好戦的な態度を思えば、別人じゃないかと思えるくらいの変わりようだ。

「兄ちゃん、あのおばさん、今日のほうが怖くね？」

「なんか憑ついてんじゃねーか？」

　大介と晴斗はヒソヒソと話している。

　ちょっと引き気味のふたりに気づいたのか、明美は大介たちにも笑顔を振りまき始めた。

「大介くんと晴斗くんだったかしら？　この間はごめんなさいね。――あたくしねぇ、日向子さんが、わざとお葬式に出なかったんだと思っていたのよ」

「……は、はあ」

　弟たちに謝ったあと、今度は日向子に向かってせっせと言い訳を始める。

「おじ様にとってはたったひとりの孫なのに、なんて冷たい方なのかしら……そういう方なら、あたくしたちのことなんて考えもせず、さっさと放り出すに決まってるわ。なんて、思っていたのよ」

　徳広とは話をしていないので、なんとも言えないが、明美と拓郎の態度から考えれば、徳広だけが日向子たちに好意的とは思えなかった。そうなれば、望月邸がどれほど広いお屋敷であっても、ひとつ屋根の下に暮らすのは到底無理だ。

　日向子はそう考え、どこかで折り合えないか、と千尋に相談した。すると彼は、徳広と明美に関しては、自分がなんとかする、と約束してくれたのだ。

『問題は拓郎さんです。損得勘定ができなくて、衝動や本能に従う方なので……』

　千尋の言葉に日向子がキョトンとしていると、彼は苦笑しながら続けた。

『早く言えば、あなたの魅力に屈して夜よ這ばいすらしかねない、ということです』

『よ、夜這い……ですか!?』

　そんなことになれば、どうやって身を守ったらいいのだろう。

　日向子は一瞬、本気になって考え込む。だが『あなたの魅力に屈して』というセリフに、冗談だと気がついた。

『もうっ、沖さん、そういう冗談はやめてください！　本気で心配したじゃないですか』

『私は本気で心配しているんですが……。まあ、いいでしょう。いざとなれば、私がこの家に越してきて、あなたを守りますよ』

　そう言われた瞬間、そのほうが嬉しいかも、なんて考えてしまった。

　ひとつ屋根の下に住むなら、拓郎より千尋のほうがいいに決まっている。

（だって……一応、恋人……なのかな？）

『私はあなたの愛情を手に入れたい。自分のモノにしたいんですよ』

　千尋のこの言葉に日向子は了承するように頷いてしまった。

　それとは別に、正式に個人秘書としての契約も結んだ。

　祖父との契約は一年更新で、途中、祖父に万一のことがあれば、次期社長への引き継ぎを終えた時点で契約終了になっていたという。だが、日向子との契約期間は――なんと無期。

　無期限に秘書でいてくれる、なんて、日向子にすれば家族になる未来まで夢見てしまいそうだ。

（それは、ちょっと気が早いか。まずは社長業よね。仕事も恋愛も、沖さんに教えてもらおう……なんて）

　千尋のことを考え始めると、ついつい浮かれて、いつの間にか頬が緩んでいる。

　晴斗にまで『姉ちゃん、ブキミだぞ』と言われる始末で……。

「ちょっと、日向子さん！　聞いていらっしゃる？」

「はっ、はい、聞いてます！　えっと、弟たちが一緒なので、なにかと騒がしいとは思いますが、どうぞよろしくお願いいたします！」

「あーら、いいのよ。一年くらい、辛しん抱ぼういたしますわ。仲よくやっていきましょうね。あたくしのことは、〝明美おば様〟と呼んでちょうだい」

　ホホホと明美は甲高い声で笑う。

（一年かぁ……沖さんはなんて言って、明美さんたちに承諾させたんだろう？）

　日向子がなにも言わずに愛想笑いをしていると、明美一家との関係を今ひとつ理解できない晴斗が口を開いた。

「明美おばちゃんってさ、姉ちゃんの親戚なわけ？」

「明美おば様よ！　おば様はおばちゃんとは違うの。よろしいこと!?」

「なんでだよ？　どっちも、おばさんって意味だろ？」

　晴斗は間違っていない。だが、〝おばちゃん〟と〝おばさん〟と〝おば様〟の間には、思いっきり差があることを、小学五年の少年に向かってどう説明すればいいのだろう？

「は、晴斗！」

　とりあえず、晴斗の手を引っ張り、それ以上言わせないようにする。

「あの、明美さん、と呼ばせていただいてもいいですか？　そのほうが、弟たちも混乱しないと思うので……」

「ええ、よろしくてよ。ああ、そうそう、二階はあたくしたちの私室ですから、上がってこないでちょうだい。それから、この家には高価なものがたくさんありますのよ。子供のしつけはちゃんとなさってくださいね」

　そう言うと、明美はそそくさと二階に上がって行った。

「なにがしつけだよ。そんなに高いもんなら、金庫にでもしまっとけよ。第一、おば様ってツラじゃねぇだろ。〝クソばばあ〟が」

「兄ちゃん、それいい！　今度から〝明美クソばばあ〟って呼ぼうぜ」

「お、それ、ナイス！」

「ダメよ！　一年間頑張るって約束したじゃない。ほら、ふたりともさっさと部屋を片づけなさい！」

　日向子は弟たちと一緒になって、『ナイス』と言いたいのをグッと堪え、一階奥の客間を指差したのだった。




　望月邸で明美に挨拶をした数時間後――。荷物の片づけは、弟たちと奈津江に任せ、日向子はこれまで住んでいたアパートに戻ってきていた。

　三畳のキッチンに、四畳半と六畳の和室、トイレ、お風呂があるだけの小さな部屋。それでもこの六年間、懸命に守った日向子たちのお城だ。

　引っ越しサービスは荷造りから掃除まですべてパックになっていたが、アパートの掃除だけは自分ですると言って引き揚げてもらった。

　軽く箒ほうきで掃き出したあと、雑巾を絞って水拭きを始める。

　望月邸では八畳程度の客間をふたつ、姉弟三人で使うことになった。ひとつを大介と晴斗で、もうひとつを日向子が使う。和室から洋室になり、布団ではなくベッドで寝ることになった。

　日向子が自分だけの部屋を持つのは、火事で焼け出されて以来だ。それは嬉しいような、寂しいような、不思議な気持ちだった。

　無心になって雑巾がけをしていると、玄関から物音が聞こえた。

（ひょっとして、大家さん？　家賃は全部払い終えたから、大丈夫よね？　挨拶しておこうかな）

　そんなことを考えながら玄関のあるキッチンに向かうが、そこで足が止まった。ガランとしたキッチンに、よく知る姿があったのだ。

「沖……さん？　どうして、こんなところまで？」

　日向子や弟たちを説得するために、千尋は何度かこのアパートに足を運んでくれた。特に、大介の気持ちを変えてくれたことは感謝してもしきれない。

　大介は千尋と話したあと、強豪校のスポーツ推薦を受けると言ってくれた。望月邸で世話になることは不本意だが、日向子が祖父の遺志を継ぎたいというのなら、それに協力して努力する、と。

　自分たちの可能性を試すためにも、一年間頑張ろう、と姉弟三人で誓い合った。

　明美たち同様、大介にもなんと言って説得してくれたのか、聞いてみたが……。

『それは秘密です。大介くんとの男の約束ですからね』

　そんなふうに言って爽やかな笑顔を見せられたら、最初に感じた不躾な印象など消え去ってしまう。あの不意打ちのようなファーストキスさえも、最悪なものからロマンティックなものへと変わってくるのだから……。

（恋の力ってすごいなぁ）

　少しずつ、母と日向子に対する誤解も解けているようだ。

　ただ、火事のあとに日向子が見舞金を受け取った証拠の書類、というのは、本当にあるのだろうか？

　気にはなったが『調査中』と言われたら、それ以上しつこく尋ねるわけにはいかなかった。

（それに……わたしたちって、特別な関係、なのよね？）

　たかがキスで厚かましい、と思わないわけではない。だが、キスが挨拶の国ならともかく、日本ではそう簡単にキスはしないだろう。

『無私の愛情を手に入れたくなる』という言葉は、イコール『日向子が好きだから』ではないか？

（って思うんだけど……なんか自信がない）

　千尋の日向子に対する態度は、エレベーターの中で告白する前と後で、そう変わった様子はない。自分ひとりが勘違いして、舞い上がっているだけ、という気がしないでもなかった。

「引っ越しのお手伝いをしようと望月の家に行ったら、日向子さんはアパートの掃除に戻ったと聞かされたんです。掃除も業者に頼んだつもりだったんですが、不手際をお詫びします」

「あ、いえ、違うんです」

　業者にクレームが行き、社員たちが叱られたら大変だ。そう思って、日向子は急いで説明した。

「――勝手なことをして、すみませんでした。せっかく、お気遣いいただいたのに」

　雑巾を握りしめたまま、日向子は頭を下げる。

　すると、どうしたことか、千尋がスーツの上着を脱ぎ、シャツの袖を捲り始めたのだ。流し台の前に置かれたバケツに手を突っ込み、雑巾を絞って和室のほうに向かう。

「お、沖さん!?　なにを、なさる、おつもりなんでしょう？」

「あなたに掃除をさせて、横で見ているわけにはいきませんから」

「いえいえ、そんなことっ！　沖さんのような方に、こんなアパートの掃除を手伝っていただくなんて……」

　彼に青いプラスチックのバケツや雑巾は似合わない。おしゃれなマンションのフローリングの床に、モップをかけるくらいがイメージ的に限界だろう。

（うん、それくらいなら、まだ許せるっていうか、絵になるっていうか……。ボロアパートで雑巾がけなんて、申し訳なさすぎる）

　日向子は和室で屈み込んだ千尋の隣に正座して、必死になって止めようとする。

　すると、千尋が困ったように笑い始めた。

「あなたは誤解している。言っておきますが、私はお坊ちゃん育ちではありませんよ。それどころか、実の親に捨てられて養父母に育てられた人間です」

　正座したまま、日向子は目を見開いた。

　それは、にわかには信じがたい言葉で、千尋の顔を凝視することしかできない。

「私が、晴斗くんの年頃に養父母が離婚して、養父が私を育ててくれました。十六のときに推薦を受けてアメリカに留学することになり、そのまま海外で仕事をしていたんですが――」

　千尋の養父、沖信のぶ春はるは、日向子の祖父、賢太郎の個人秘書をしていたという。しかし三年前、突如倒れて闘病生活を送ることなく亡くなってしまう。

　千尋の養父は賢太郎と同じ年代だった。とうに引退していても不思議ではなかったが、亡くなる直前まで賢太郎の秘書を続けた。預金や年金、千尋からの送金で生活に困っていたわけでもないのに、どうしても辞めようとはしなかった。

　そして養父が亡くなる直前、千尋に電話でこう話したという。

『社長はとてもいい方なんだよ。それなのに、意地を張り続けて……結局、ひとりになってしまった。私は社長よりふたつ上だ。私には、あの方を看み取とることはできないだろうな』

　千尋はそんな養父に代わって、賢太郎の個人秘書になることを決意した。そのために、アメリカでの仕事を辞めて帰国したという。

「私の家には家政婦などいませんし、小学生のころから私が家事全般を受け持っていました。住んでいたのも普通のマンションです。ボストンに留学したときも、一番安いスタジオアパートメント暮らしで……驚きましたか？」

　千尋はいつの間にか、日向子の目の前に胡坐あぐらをかいて座り込んでいた。顔を覗き込まれ、キスされるのかと思いドキッとする。

「は、はい、驚きました。沖さんは、生まれたときからセレブって感じで、上流階級の雰囲気が漂っているので。あ、それに〝千尋〟さんって名前も……庶民とは違うなぁ、なんて」

　もちろん、褒めているつもりだった。

　彼はその容姿だけでなく、立ち居振る舞いも言葉遣いも完璧だ。日向子に対する失礼な言動も、なんらかの誤解があったなら納得できる。

　そんな彼に千尋という名前はとても気品高くて、似合っていると思っていた。

　だが、千尋の気配は徐々に沈んだものに変わっていく。

「あの……わたし、なにか変なことを言いましたか？」

　日向子は不安になり、千尋の表情を窺うようにして尋ねる。

　すると、彼は意外な言葉を返してきたのだった。

「いえ、せっかく褒めていただいたのに恐縮ですが……可能なら、別の名前にしたいと思っていました」

「は？　あの、それって……」

「千せん尋じんの谷、というのをご存じですか？」

　唐突に話が変わり、呆気に取られつつも必死に考える。

「それって、獅し子しは我が子を千尋の谷に……ってヤツですか？」

　日向子はそれ以外に思い浮かばない。

　だが、それで正解だったらしく、千尋は大きく頷いた。

「私を産んだ女性は、金をもらって翌日にはいなくなったとか。ＤＮＡ鑑定で父親と判明した男性は――この子が千尋の谷から自分のもとまで這い上がってこないように、と。そんな意味を込めて〝千尋〟と名づけ、捨てたそうです。二十歳になったとき、一度だけ実の父と会い、そんなことを聞かされました」

　聞いている日向子のほうが、胸が痛くなるような内容だった。それなのに、千尋は無表情に淡々と話している。

　そして、ふいに相好を崩すと、日向子の頬に手を伸ばし優しく撫でた。

「ですが……あなたに名前を呼ばれて、気が変わりました。これはこれで、悪くないかもしれない」

　彼の柔らかな笑みは、日向子の胸を熱くする。

　思わず日向子も手を伸ばして、彼の頭を掻き抱いていた。

「日向子さん？」

「沖さんは……千尋さんは、千尋さんです。だから、大丈夫ですよ。絶対に大丈夫ですから……」

　ギュッと抱きしめたときは夢中だった。

　泣きじゃくる弟たちを励ますときのように、『大丈夫』の言葉を繰り返す。

　――大丈夫、大丈夫、なんとかなる。今の悲しみも苦しみもきっと乗り越えて、忘れられる日が来る。生きていてよかったと、そう思える日が必ず来るから。

　両親を失っても、日向子には弟たちがいた。家族で過ごした幸せな思い出もたくさんある。それに実父の直人が、日向子のことを精いっぱい愛してくれたことは疑いようのない事実。

　日向子の名前は向日葵ひまわりから取ったと聞く。常に太陽のほうに顔を向け、まっすぐに生きていってほしい。そんな願いが込められた名前だと、母から聞かされた。

　もっといろいろな言葉をかけたかったが、両親から愛されて育った日向子にいたわりの言葉をかけられても、白々しく思えるだけだろう。

　そんなふうに思い始めると、次第に頭が冷えてきて……。

（わ、わたしったら、なんてことを）

　大胆なことをしでかしてしまい、身動きが取れなくなってしまう。

　そのとき、日向子の背中を撫でる手に気がついた。その手はゆっくりと上下したあと、力を込めて抱きしめてきた。

　日向子はビックリして千尋から離れようとする。

「ご……ごめんなさいっ！　わたし、つい、あ……あの」

　ところが、千尋の力は強くなり、ふたりは離れるどころか――まるで抱き合うような格好になった。

　千尋の熱い吐息が頬を撫でるように動く。

　日向子が固まっている間に、千尋は耳たぶを優しく食はむようにして、掠かすれた声で囁いた。

「日向子さん、あなたにどうしても聞きたいことがあります」

「は……はいっ、なんでしょう!?」

　緊張しすぎて、日向子の声は裏返っていた。だが、千尋のほうはいつも通りの声で、この状況からは考えられない言葉を口にしたのだ。

「社長就任に向けて……準備費用としてお金を振り込んだはずですが、ほとんど使われていないというのは、なぜですか？」

　甘いムードが吹き飛ぶようなセリフに、日向子の緊張は一気にほどけてしまう。

「そ、それはですね……ちゃんと、スーツは買いました」

「既製品を一着ですね。三万ほどのスーツは、あなたにすれば頑張ったつもりかもしれませんが、社長としては不十分です」

　即座に答えが返ってくる。

　日向子は千尋の力が弱まった隙に、畳の上を這うようにして彼から離れた。

「なんで、金額まで知ってるんですか!?」

「私はあなたの個人秘書ですから、当然のことですよ」

　そう言うと思わせぶりに笑う。

「社長としてのお支度は、私が手配させていただきます。あなたに任せていたら、リクルートスーツばかり用意しそうだ」

「そ、そんなこと……」

　ないと言いきれず、彼に背を向け、雑巾がけを再開する。

「ああ、それからもうひとつ」

「今度はなんですか!?」

　ひとりで盛り上がったり、落ち込んだりしている自分が恥ずかしく、背中を向けたまま突き放すように答えてしまう。

　だがそのとき、千尋が背後からふわりと覆いかぶさってきた。

「ありがとう。あなたのおかげで、自分の名前が少しは好きになれそうだ」

　千尋の言葉は、そのすべてが日向子の胸を揺さぶる。

　彼ともっと親しくなりたい。

　その思いを抑えるのが困難なほどだった。
















第六章　初出社
















　日向子の初出社を数日後に控えたある日のこと。望月邸に大手デパートの外商担当者がやって来た。

「先代の望月社長には半世紀以上もご愛あい顧こいただきました。こうしてお孫様のお世話もさせていただけるなんて、ありがたいことでございます」

　担当の女性は満面の笑みを浮かべながら、次々とリビングに洋服を運び込む。その量の多さに、日向子は唖然としていた。

「秘書の沖様から新社長にふさわしい装いを、とのご依頼がございまして、急ぎ何点かお持ちいたしました」

　平日の昼間なので、弟たちは学校に行っている。ふたりとも、近くの公立に転校させることも考えたが、これまでと同じ学校に通い続けることにした。

　大介の高校受験まで一年もない。それに、一年後にはここを出ることになるかもしれないのだ。すでに高校生になっているだろう大介はともかく、晴斗に小学校卒業までの二年弱で何度も転校させるのは忍びなかった。

　小学校までの送迎を、晴斗は実にあっさりと受け入れた。

『あのリムジンで送り迎えしてくれるんだろ？　すっげー！』

　そんなふうに言って喜んでくれたので、日向子はホッとした。

　だが、大介のほうはそう簡単にはいかない。リムジンでの送迎など冗談じゃないと拒否したのだ。

　結局、大介だけ、卒業までの約九カ月を電車で通学することになった。

『こちらの言う通りにさせるだけでは、いつかその反動が来ます。ある程度、妥協して希望も聞いてあげないと』

　日向子にすれば心配でならないが、千尋にこう言われては強い反対などできない。それに、今は心配でやきもきしてしまうが、日向子自身が社長として出勤するようになれば、きっとそれどころではなくなるだろう。

　運び込まれる洋服を見ながら、そんなことを考えていたが……ふと二階のことが気になった。

「あの、奈津江さん。こんなふうにリビングを使っていても、明美さんはなにも言わないでしょうか？」

　二階には明美たち専用のリビングダイニングがある。彼女らの食事はすべて、奈津江の夫、登が明美のリクエストに応じて調理し、家政婦が二階まで運んでいた。お風呂やトイレも当然二階にあるため、明美たちが一階のリビングでくつろぐことはまずない。

　ただし、廊下や玄関は共通なのでまったく顔を合わせないわけにはいかなかった。そして時折、文句を言うためだけに日向子のところにやって来る。

　――子供の声が二階まで響いてうるさい、玄関に泥が落ちていた、一階の廊下にランドセルが転がっていた等々。

　奈津江に確認しても、生活に支障が出るほどの声ではない、と言ってくれる。それ以外のクレームに関しても、逆に『わたくしどもの目が行き届かず、申し訳ございません』と謝ってくれるくらいだった。

「ご安心くださいませ。徳広様はもちろんのこと、明美様も外出中です。ご夕食も外と聞いておりますので、ご心配には及びませんよ。あと、拓郎様は朝早くにお帰りでしたから、起きられるのは夕方でしょう」

　徳広といえば……日向子はいまだに顔を合わせたことがなかった。明美からは、仕事が忙しく帰宅する暇もない、と聞いている。

　だが、奈津江は違うようだと話す。

『旦那様がお亡くなりになって以降、ほとんどお戻りではありません。お仕事が忙しいというより、こちら以外にお戻りになる家があるみたいで……』

　早い話、愛人を囲っているらしい。祖父が生きていたときは、さすがに外泊はしなかったが、今はストッパーが外れた状態だった。明美もわかっていて、仕事だと言い張っているという。

　そんな話を聞くと、苛立つ明美の気持ちもわかるようで、自分が謝ることで気が済むなら、とついつい我慢してしまう。

『直人ぼっちゃまも、そんなふうにおっしゃって……我慢される方でした。旦那様は、ご自分から折れるということをなさらなかったので』

　奈津江と話していると、時々、実父の話が出てくる。それは嬉しくもあり、切ないことだ。

　折れることのできなかった祖父は、病床の実父や、看病に必死だった母にまで、つらく当たったのかもしれない。

（お祖父さんが許して、助けてくれていたら……なんて、今さら言っても仕方ないよね）

　その間にも、リビングにいろいろなブランド、デザインの服が並んでいく。

　こんなにいらないだろう、と思うのだが、担当の女性は違うと言う。

「社長ともなれば……特に女性のリーダーには、ＴＰＯに合わせて服装を変えていく必要がございます。男性でしたら基本はスーツですが、女性の場合は――」

　スカートスーツひとつ取っても、スカートの丈やデザインの違うものを何種類も着こなさなくてはならない。その細かなデザインに合わせて、靴やバッグ、アクセサリーもその都度変える必要が出てくる。

　パンツスーツやワンピース、ときにはドレスを着ることもあり、色のバリエーションまで加えると、紳士服と比べものにならないくらい揃えるものが多かった。

　さらにはアウターの素材やデザインによって、インナーまで変えなくてはならないと言われ――。

「インナーも各種取り揃えております。本日はいろいろご試着いただいて、サイズに問題ないものはそのまま置いていくよう申しつかっております。オーダーメイドの品は、でき上がり次第お届けいたしますので」

「……はあ」

　ショーツ一枚で数千円する品をずらりと並べられ、日向子はひたすら頷くことしかできない。

「プライベートのときは、ワンランク上の――こちらのランジェリーをおすすめいたします」

「え？　まだ上があるんですか？　でも、普段の生活でそこまでは……」

　差し出されたインナーは、真珠やダイヤモンドらしき宝石がついている。きっと万単位だろう。まるで別世界に迷い込んだ気分だ。

　そんな日向子の顔を見て、担当の女性がニッコリと笑った。

「もちろん、普段着からハイグレードなお品を身につけるのは、素晴らしいことだと思います。でもこちらの場合――よりふさわしいのは、素敵な男性と過ごすひとときのためのお品、と申し上げたらおわかりいただけますか？」

「あ……はい。はい、わかります、もちろん」

　日向子の脳裏に浮かんだ〝素敵な男性〟といえば、ただひとり……。

（こ、こういうのって、沖さんも好きなのかな？）

　キスして、抱きしめられ、その先は？

　日向子はそのランジェリーを身につけた自分の姿を想像して、赤くなる頬を隠した。
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　港区虎とらノの門もん――。

　そこに、日向子が社長を務めることになった、株式会社望月陶器がある。

　六階建ての本社ビルは築四年とまだまだ新しい。ビルの外壁は純白で、国内トップの陶器ブランドの白磁を思わせる輝きを放っていた。

　日向子は、望月グループの中から、祖父が社長をしていた五つの会社の社長を継ぐことになった。

　創業は望月陶器が一番古い。しかし経営の中心となれば望月商事だ。

　とはいえ、初っ端から五つの会社すべての社長業を兼ねるのは、無茶を通り越して無謀だろう。とりあえず、日向子は一社の社長業に集中することになった。そして五社の中から日向子自身が選んだのが、食器ブランドとして有名な望月陶器だった。

　ごく普通の新入社員なら、〝セラミックス〟がなんのことかわからなくても、当座の仕事には困らないだろう。先輩社員に教わりながら、数年かけて覚えていけばいい。だが、社長ともなればそうはいかない。

（陶磁器に詳しいわけじゃないけど……まだなんとなく、身近に感じるっていうか）

　選べと言われたから選んだものの、もし、『素人社長の就任はブランドのイメージダウン』と言われたらおとなしく撤回するつもりだった。

　庶民の日向子が知っているということは、世間のほとんどの人が知っている、ということになる。それだけ周知されたブランドなのだ。当然、世間の注目を浴びるだろう。

　だが意外にも、千尋をはじめ、重役の人たちは賛成してくれた。

『むしろ、若くて美しい女社長が就任すれば、望月のイメージアップですよ。広報や営業はさっそく、新社長を中心とした戦略を立て始めました』

　そんなことを千尋から言われて驚いた。

　二十四歳の小娘を社長として認めることなどできない。そういった態度を取られるとばかり思っていたのに……。

　だがその心配は、初出社で本社ビルに一歩入った瞬間、一掃された。

「望月新社長の就任を、社員一同、心よりお待ちしておりました！」

　本社に勤める全社員が一階のエントランスに並び、日向子は大きな花束と盛大な拍手で迎えられたのだった。

　重役や管理職の社員から順番に挨拶を受けるが、とても一度に覚えきれるものではない。だが、日向子が少しでも戸惑った仕草をすると、彼女の一歩後ろに立つ千尋がスッと前に出てフォローしてくれた。

　これでも、六年間社会人をやってきた。頑張ればどうにかなると思ったが、都心のど真ん中に自社ビルを持つ会社の社長と、司法書士ひとりの小さな事務所で事務をするのとは、やはりわけが違った。立派なスーツに身を包んだ四十、五十代の男性たちに囲まれたら、それだけで臆してしまう。

　すると、背後から千尋の静かな声が聞こえてきた。

「社長――今日は社員への顔見せと、各部署の見学程度です。わからないことはなんでもお尋ねください。私は必ず、あなたのお傍にいますので」

　不安なときにそんな優しい言葉をかけられたら、もっと好きになってしまいそうだ。

　日向子は振り返らず、小さく頷いた。




　エントランスで歓迎を受けたあと、日向子は千尋を伴い、六階の社長室まで上がった。

　案内してくれたのは、本社秘書課から新社長担当に決まった女性秘書、藤ふじ戸と優ゆう奈なだ。入社して六年、日向子より五歳上で、都内の一流女子大を卒業した才さい媛えんだという。

　優奈は見るからにキャリアウーマンというコーディネートをしていた。日向子が着ようとして断念した、スタイリッシュなパンツスーツを見事に着こなしている。ハイヒールを履いてもふらつくこともなく、アップにした髪はとてもセクシーで……とっさに、彼女をお手本にしたい、と思ったくらいだ。

「社長のことは、沖さんから聞かせていただきました。とんでもない災難に遭われて、いろいろとおつらい経験をされてきたのに、すれたところのない、見た目も心映えも美しい女性だ、と」

　エントランスでもそうだったが、この絶賛ぶりには、逆に居心地が悪くなる。

「それは、まあ……普通より多少はつらい目に遭ったかもしれませんが……。でも、そこまで言われるほどじゃ」

「とんでもありませんわ。わたくしなんていまだに実家暮らしで、親の世話になっておりますもの。社長に比べると、お恥ずかしい限りです」

　エレベーターが開くとサッと手を伸ばし、ドアを開けた状態でキープしてくれる。廊下では後方を歩いていたのに社長室手前で素早く追い抜き、ドアを開けて日向子を迎え入れてくれた。

（藤戸さんってすごい。動きが機き敏びんっていうか、気配りが行き届いているっていうか。これがプロの秘書なんだ）

　感心しながら社長室に入ると、そこは白い壁と大きな窓ガラスに囲まれた開放的な空間だった。豪華さより機能性を重視した内装になっており、十人程度の会議が行えるようなテーブルまで置かれている。

　日向子はもっと古めかしい社長室を想像していた。

「ビックリしました！　ここはお祖父さんが使っていた部屋なんでしょう？」

　感嘆の声を上げながら大きな窓に近寄った。そこにはＬ字型の社長デスクが、窓ガラスを背に配置してある。

「もっと重厚感のある大きな机とか、黒い革製のソファとか……ああ、そうだ、壁にはずらっと歴代社長の写真が飾ってあるんだろうなぁって思ってました」

　日向子が声を上げると、ドアの近くに立っていた優奈が微笑んだ。

「ございましたよ、歴代社長のお写真。こちらの新しい本社ビルに移った際に、社長のご意向で――失礼しました、先代社長のご意向で外されたと聞いています」

　同じような言い直しを、エントランスで挨拶を受けたときに何度も聞いた。社員にとって社長とは今でも祖父のことなのだろう。

　祖父は四年前にこの本社ビルを建てた。そのころにはすでに、後継者について考えていたはずだが、それは日向子だったのだろうか。

　そのとき、部屋の奥にあるもうひとつのドアが日向子の目に留まった。すると日向子が尋ねる前に、優奈がつかつかと歩み寄り、小さくノックしたあと、おもむろにドアを開いたのである。

「こちらのドアは社長秘書室に繋がっております。主にわたくしが、社長の個人秘書である沖さんも、こちらを使うことになっています」

　秘書室から、そのまま廊下に出ることもできる。そちらから出入りするほうが、秘書課や更衣室が近いのだと言われ……。

　よくわからないまま、日向子は頷いた。

「藤戸さん、本社ビル内の見取り図と、今週の社長のスケジュールをお持ちしてください」

　千尋に指示され、優奈は「はい」と頭を下げて社長室を出て行った。

　社長室の中で千尋とふたりきりになる。

　自分から声をかけようか、どうしようか、と迷っていると、ふいに千尋がデスクの脇に立ち、社長用の大きな椅子を引いた。

「さあ、社長の椅子にお座りください」

「座っていいんですか？」

「あなた以外の誰が座るんです？」

　その椅子に座ってしまえば、もう引き返せない気がして……日向子はためらってしまう。

（が、頑張れ、わたし！　大介や晴斗を巻き込んで、決めたことじゃない。どっちみち、もう引き返せないんだから）

　心の中では思いきって腰を下ろすが……実際は、かなり遠慮がちに座る。

　すると、千尋の声が耳のすぐ横で聞こえてきた。

「座り心地はいかがですか？」

「……緊張します」

「経験を積めば慣れていきますよ。そう硬くならずに、気持ちを楽にしてください」

　日向子を気遣って言ってくれているのだ、とは思う。

（それはわかってるんだけど、沖さんに言われたら……なんか、誘惑されてるみたいに聞こえちゃって……どうしよう）

　頭の中が真っ白になっていくのをストップさせるつもりで、日向子はバッと立ち上がって千尋から離れた。

「あのっ、このスーツどう思います？　デパートの外商の方が、一番似合うと言ってくださったので、今日着てきたんですが……」

　ひとつボタンのジャケットとマーメイドラインの膝上丈のスカート、色はシルバーグレー。インナーは白のキャミソールで、外商担当の女性は『クールで洗練されたスタイル』と言ってくれた。

　値段は……聞いていない。だが、これまでとはゼロの数が違うだろう。それは袖を通しただけで、洋服には詳しくない日向子にもわかった。

　髪は染めるかどうか悩んだが、結局、黒のままだ。ただ、まっすぐに切り揃えていた前髪に、少しだけ変化をつけてもらった。

　これまでと一番違うのは、やっぱりハイヒールを履いたことだろうか。

　小野寺の事務所に通っていたときは、せいぜいが三センチ程度のヒールのパンプス。事務所内ではサンダルやスニーカーだった。それが今日は、八センチのハイヒールを履いている。

　気合いを入れて立っているときはいいが、少しでも気を抜くと……。カクンとなって転んでしまいそうで怖い。

「本当は……さっきの藤戸さん？　彼女のようなパンツスーツが社長らしいかな、と思ったんですけど、わたしにはあまり似合わなくて……」

「別に藤戸さんのようになる必要はありません。あなたはあなたです」

　日向子は日向子のままでいい。優奈のようになる必要はない。それは、千尋に選ばれたみたいで、ほんの少し勇気が出てくる。

「あのっ！　沖さんは、わたしのことを……どう思っておられるんですか？　自分のモノにしたいって言いながら、あのまんまだし……。わたし、そういうことは不慣れで……会社でも、どう接すればいいのか、わからなくて」

　とっさに口走ってしまったが、自分でもなにが言いたいのかよくわからない。

「すみません。ちょっとテンパってしまって……社長室で変なことを聞いてしまいましたね」

「社長就任を控えておられたので、その件は落ちついてから、と思っていました。個人秘書の契約はすでに交わしておりますし……でも、気になるようなら」

　自分から出した話題だったが、いざとなると腰が引けてしまう。

「あの……気になることは、気になるんですが」

「では、今夜――」

「こ、今夜ですか!?　今夜って、今夜……なにを……」

　慌てて問い返すと、千尋はおかしそうに笑いながら言葉を続けた。

「今夜、ディナーに誘ってもよろしいですか？」

「ディナー、ですか？」

「ええ、ドレスコードのあるレストランを予約しておきます。お迎えにあがりますので、フォーマルな装いでお待ちください。社長業に必要な勉強のためと言えば、弟さんたちも納得してくれるでしょう」

　ホッとする傍ら、結局、それも勉強のためなのか、と思うと少し残念だ。

　そんなガッカリした気持ちが顔に出てしまったらしい。

「私が、最初のデートでベッドに誘うような、無ぶ粋すいな男に見えますか？」

　千尋の問いに、頬が熱くなる。

　目の前の千尋はそんな〝無粋な男〟には見えない。だが以前、家政婦の奈津江に聞いた話から想像するなら……。

　日向子が返事をためらっていると、彼のほうが先に口を開いた。

「なるほど、あなたの目に私は無粋に映るようだ。そういうことなら、ホテルの部屋も予約しておきましょう」

「い、いえ、そういうふうに見えるってわけじゃ」

（そういうことって、どういうこと!?　っていうか、ホテルの〝部屋〟を予約って!?もっとはっきり言ってくれなきゃ、初心者のわたしにはわからないんですけどっ!!）

　胸に浮かんだ疑問を正直に尋ねてもいいものだろうか？

　悩んでいる間に、入り口のドアがノックされた。

「藤戸です、お待たせして申し訳ございませんでした」

　優奈が戻ってきてしまい……日向子は千尋に聞き直すタイミングを、逃してしまったのだった。
















第七章　正しいガーターベルトのつけ方
















　その夜、日向子は自室の隅に置かれたスタンドミラーの前で悪戦苦闘していた。

　たくさんの服を用意されても、どれがディナーにふさわしいのか、さっぱりわからない。望月邸にあったパソコンを使い、インターネットで〝レストランのドレスコード〟を検索してみても答えは見つからず……。

　いろいろ着替えて、せめて自分に似合うものを、と思ってはいるのだが、なにかが足りない気がするのだ。

「姉ちゃん、もういいじゃん。それで充分だって」

「ちょっと、晴斗。充分ってどういう意味？」

　せめて『綺麗』とか『かわいい』とか言ってほしい。それを『充分』と言われても、喜んでいいのかわからない。

（まあ、小学生の弟にそれを求めても……って話よね）

　晴斗は、この部屋にもともと置かれていたオフホワイトの布製ソファの背にまたがり、こっちを見て笑いながら言う。

「えーっと、馬ま子ごにも衣装ってヤツ？」

「それって褒めてない！」

　日向子は晴斗を睨んで膨れて見せた。

　すると、横から口を挟んできたのが大介だ。

「それってさ、やっぱ姉貴の祖父さんのセリフだよな。孫にも衣装って」

「兄ちゃん……馬子の字、間違ってると思うぜ。いくらスポーツ推薦でも、馬鹿すぎたら落ちるんじゃね？　ことわざ辞典、貸してやろうか？」

　日向子が指摘する前に、小五の弟からツッコまれ、大介は「うるせぇ！」と怒鳴って部屋から出て行ってしまう。

「晴斗、受験生はナーバスなんだから、容赦なしにツッコんじゃダメよ」

「へーい。あ、そうだ！　姉ちゃん、見た目だけは、どっかのお嬢様みたいだから、安心して行ってこいよ！」

　晴斗は親指を立て、笑いながら出て行く。

「だから……それって褒めてないから」

　大きなため息をつきつつ、日向子はひとりごちた。

　再び、スタンドミラーに映る自分の姿に目を向け……淡いピンク色のシルクジョーゼットのトップスに手をやる。

　しっとりしていて、それでいてさらりと肌を滑る感覚。ポリエステルのサテンと見た目は大きく違わないが、触れると全然違う。

　ハイウエストの黒いスカートもシルクだった。スタイルよく見えるタイトなラインではあるが、ヒップの部分をゆったりと取ってあるので、歩くのがギリギリというほどきつくはない。

　日向子はスカートの裾を少しずつ持ち上げた。

　すると、初めて身につけたガーターベルトがスタンドミラーに映った。スカートの色と同じ、ガーターベルトとストッキングも黒だ。

　もちろん黒のショーツも……外商おすすめのプライベート用最高級品だった。

　ほんの少し、日向子は身体にしなを作るようにして、片足を前に出してみる。

「ちょっとくらい大人っぽく見えたらいいなぁ、なんて……。うーん、あんまり変わらないかも……。まあ、いいか。だって、見せて歩くわけじゃないもんね」

　声に出して自分を納得させつつ、千尋なら褒めてくれるのではないか、なんて考えも浮かんでしまう。

（やだ、もう、わたしったら。だから、誰にも見せないの！　沖さんにだって、見せるわけじゃないんだからねっ）

　そのとき、背後に人の気配を感じた――。

「へぇ。金かけたら、あんたも結構イケるんじゃない？」

　振り返る寸前、スタンドミラーに映る拓郎の姿を目に留める。日向子は慌ててスカートの裾を下ろした。

「し、失礼じゃないですか？　ノックもせずに、入ってくるなんて……」

「ドアが開きっ放しだったからさ。なにかあったんじゃないかなぁって、あんたのことを心配して入ってきてやったんだぜ。そんな目で見るなよ。マジ、親切心からだって」

（晴斗ったら、どうしてちゃんと閉めて行かないのよ）

　思わず恨みごとを言いたくなるが、ちゃんと確認して施せ錠じょうしなかった日向子にも責任はある。

　千尋とのデート……いや、ディナーに心を奪われ、うっかりしていた。

　日向子は深呼吸して振り返り、拓郎のことをまっすぐ睨んだ。

「それはどうも……ありがとうございます。でも、なにもありませんので、どうぞお引き取りください」

　とても親切心には思えなかったが、余計なことを言って怒らせるのも面倒だ。おとなしく出て行ってくれるなら、それが一番だと思い、日向子は頭を下げる。

　だが、下した手てに出た日向子を軽く見たのか、拓郎は大股で室内を横切り、すぐ傍まで近づいてきた。

　あっと思った瞬間には目の前にいて、ふいに腕を掴まれる。

「なっ、なにを……やっ」

「さっきのガーターベルト、色っぽかったぜ。なあ、あんな秘書なんかやめて、俺にしとけよ。一年経って社長を辞めても、ここで暮らしていいからさ」

　拓郎の手を振りほどこうとしていたとき、思いがけない言葉を聞いて、日向子の動きが止まった。

「どういう意味ですか？　一年間は頑張ろうと思ってますけど、一年経ったら絶対に社長を辞めると決めたわけじゃありません」

　社長になることを引き受けたとき、取り決めたことがある。

　遺言書にあった一年間は社長を続け、望月邸で暮らす。だが一年後、日向子が自らの意思で経営権を手放すと決めたときは、重役会議で決めた人物に無条件譲渡し、望月邸から出て行く。その際には、日向子が一年の間に働いて得た収入以外、祖父の遺産はすべて置いて出る、と。

　そのとき千尋から、最低でも数十億円の資産は受け取る権利がある、と説明を受けたが……日向子は断った。

『お金はないと困りますけど、何億もの大金は必要ないです。困ったときには誰かが助けてくれましたし……。だから、もしお金を受け取らないといけないなら、親を亡くして困っている子供たちのために寄付してください』

　一社の社長職だけで、一カ月の給与がこれまでの年収に匹敵するくらいだ。いろいろ経費がかかったとしても、節約すれば一年間でもかなりの額の貯金ができるだろう。それは、弟ふたりを大学まで行かせ、日向子自身、行政書士や司法書士の資格を取ることに専念できるほどの金額になるはずだ。

　だが辞めることを前提に働くのは、祖父の遺志に背く気がする。大勢の社員にも失礼だろう。

「それに、このお屋敷を出ると決めたわけでも……」

「沖の野郎がお袋に言ったんだぜ。あんたに相続放棄されるほうが困る。一年経ったら会社からもこの家からも出て行かせる。一年辛抱すれば、この屋敷は事実上親父のものになるから、そのほうが利口だと思わないか、ってな」

　千尋が明美を説得した手段を聞き、日向子は息が止まった。

（そんなこと、沖さんの本心じゃない、と思う。明美さんの反対を抑えるために決まってる）

　そもそも、明美たちは千尋のことを快く思っていない。奈津江が言っていたように、祖父が実の息子のように目をかけてかわいがっていたからだ。

　千尋は、祖父からこの屋敷の合鍵を預かり、自由に出入りしていた。挙げ句に、祖父から管財人に指名され、祖父亡きあとは不在者財産管理人の立場で日向子を捜し出した。

　血縁者とはいえ法定相続人ではない徳広にすれば、千尋の存在は目の上のたんこぶも同然なのだ。

　一年後、日向子を排除しても、徳広が千尋と手を組むとは思えないし、千尋にとっても得策ではないだろう。

　自分で言うのもなんだが、卵からかえったばかりの雛ひな同然……という日向子のほうが、たとえ一年後でも言いなりにするのは楽なはず。

「それが事実かどうかは、沖さん本人に確認します。とにかく、手を放して……わたしから離れてください！」

　必死で振りほどこうともがくが、拓郎はニヤニヤと笑ったままだ。

　ろくにスポーツもしておらず、貧弱としか言えない拓郎なのに、まったく敵わないことに日向子はショックを受けていた。

「放して、出て行って……そうじゃないと、大声出しますよ！」

「ああ、ちょうどいいや。みんなにさ、俺たちが男と女の関係だってトコ、見てもらおうぜ」

　そのいやらしい言い方に日向子はゾッとする。

　弟たちの前でそんなふうに言われたくない。それだけじゃない。千尋の耳に入るのだけは嫌だった。

「わ、わたしに、変なことをしたら……この家を、出て行ってもらいますよ。そ、それに、会社だって……」

「親父をクビにする？　へぇ、大勢の重役の前で言うんだ。俺にレイプされましたって。みんな詳しく聞きたがるだろうなぁ。沖にはさ、俺から話してやるよ」

　腕を掴む力がさらに強くなり、拓郎の身体が近づいてきた。そして、彼の手がスカートの裾に触れ――ガーターベルトが見えそうになった、そのときだ。

　拓郎の背後に影ができ、大きな手が金髪を鷲掴みにした。

「ぎゃっ！　は、放せ、痛い、痛いって、放してくれーっ」

　突如、叫び始めた拓郎を見て、日向子は唖然とする。

　彼女の腕を掴んでいた手も捻り上げられ、あっという間に日向子から引き剥がされた。

「私になにを話してくださるんです？　なんなら、この場でお聞きしますよ」

「沖さん！」

　千尋の姿に日向子は目を見開いた。

「玄関で晴斗くんから、あなたが服選びに迷っているから協力してやってほしいと言われまして、私でお役に立てればと思い、上がらせていただきました。ですが……どうやら、別の意味でお役に立てたようですね」

　拓郎を取り押さえたまま、千尋は日向子に笑顔を見せた。

　押さえ込まれた拓郎のほうは、ジタバタと暴れながら「放せーっ、放せーっ」と何度も叫んでいる。

「言うまでもありませんが、二度と日向子さんに近づかないように。もし、先ほど口にしたようなことを彼女にしたときは――」

　次の瞬間、千尋の顔から悠々としたいつもの表情が消えた。

「貴様の人生は終わったと思え。私を本気で怒らせるな。――わかったな？」

　日向子の知る限り、千尋が穏やかな口調を崩したことはなかった。日向子を訴えると脅したときですら、余裕の笑みすら浮かべていた。

　それが――氷点下のような冷ややかな声で、拓郎を恫どう喝かつしたのだ。

　そんな千尋に日向子は驚きを隠せない。

　だが彼女以上に驚愕の顔をしているのが拓郎だった。彼は顔面蒼白になり、声も出せずにひたすら首を縦に振っている。

　千尋は逃げ出そうとする拓郎の動きに合わせるように、パッと手を放した。すると、拓郎は弾かれたように前のめりに床に倒れ込み……そのまま、床を這って部屋から逃げて行った。




　日向子はしばらくの間、呆然と立ち尽くしていた。

「大丈夫ですか？」

　いつの間にか、目の前には千尋がいて、日向子の顔を心配そうに覗き込んでいる。

「はい……大丈夫で、す。あ……いえ……あの」

　拓郎の卑ひ猥わいな言動に、頭の中が真っ白になっていたが、ようやく落ちつきを取り戻しつつあった。

　すると、やはり気になるのは拓郎が言っていたことだ。

『一年経ったら会社からもこの家からも出て行かせる』

　千尋は本当に、そんな言葉で明美を説得したのだろうか？

　だが、事実かどうかはともかく、実際にその通りにすることは簡単だろう。

　日向子は千尋を全面的に信頼していて、あらゆる手配を一任している。相続に関する書類も、一応は目を通したが、千尋の言う通りにサインしたといっても過言ではない。

（騙す気になれば、簡単に騙せると思う……でも）

　初めて顔を合わせたとき、千尋は日向子と母のことをひどく誤解していた。事務所の屋上では、思わず彼を叩いてしまったくらいだ。

（でも……あれってひょっとしたら、飴とムチの、ムチだったのかも？）

　千尋なら、それくらいの計けい略りゃくは使いかねない。だが決して、私利私欲や悪意で動く人には思えないのだ。

「本当に大丈夫です。でも……ガーターベルトをつけたのは初めてだったのに、その姿を拓郎さんに見られてしまったのが、ちょっと……悔しい、かな」

　千尋のことを思いながらしゃべっていたため、気がついたらガーターベルトのことまで口にしてしまっていた。

（わたしったら、〝初めて〟なんて、余計なことまで口走っちゃった）

　日向子は思わず、頭を抱えてしゃがみ込みたくなる。

　だが、千尋の返事も相当なものだった。

「それは、私も悔しいです」

　真剣な顔で答える彼を見て、日向子はどんな顔をしていいのか困ってしまう。

　日向子が黙っていると、千尋はさらにとんでもないことまで言い始めた。

「あなたがガーターベルトを身につけたところなんて、私が最初に――いえ、独占しようと思っていたのに。あんな男に先手を取られてしまうとは」

「ど、独占、ですか？　それは、その……」

「あなたは私のモノなのだから、当然のことでしょう？」

　ここは『はい』と言って頷くべきところなのか。だが『それはちょっと』と言う勇気もない。

「と、当然……ですか？」

「私に見せてくれるために、美しく着飾ってくれたのでは？　その中に、ガーターベルトも入っていると思うのですが」

「それは……そうなんですけど」

　つい、頷いてしまった。

　すると、千尋の手が両肩に置かれ、そのまま、スタンドミラーのほうを向かされた。

「私にも、見せていただけますか？」

　仰天しすぎて、頭が上手く回らない。

「見せるって……な、なにを」

「もちろん、ガーターベルトですよ」

　千尋の言動は、よく考えれば拓郎と変わりない。だが、好意のあるなしで、言われるほうの気分はまるで違ってくる。

（まあ、当たり前のことではあるのよね。愛し合う行為も、愛がなきゃ触れただけで犯罪なんだもの）

　鏡に映る日向子の顔は、恐怖に怯えていた数分前とは違って、ときめきを露あらわにしていた。胸の鼓動もトクトクと、次第に速まっていく。

　心の中では『そんなことできません』と言うつもりが、口から出た言葉は――。

「ちょっと、だけ……ですよ」

　小さな声で呟き、自らの手でスカートの裾を少しだけ持ち上げていた。

　光沢のある黒いシルクのストッキング、ガーターを留める部分はレースになっている。

　直後、耳の後ろでフッと笑う気配を感じた。

「こっ、こういうのって、やっぱりわたしには似合いませんよね……普通のストッキングに着替えて……」

　背伸びしているふうに思われ、笑われたのだと思った。

　日向子は慌ててスカートの裾をもとに戻し、笑ってごまかそうとした。

　ところが、そんな彼女の手首を千尋が掴んで止めたのだ。

「いいえ、そうではありませんよ。ただ――」

　そこまで言うと、彼は日向子の手首を放し……なんと、ガーターの留め金に手を伸ばした。

「沖さん、な、なにを!?」

「これは逆です。ガーターベルトを身につけるときは、ストッキングを留めてから、ショーツを穿くんですよ」

　千尋は留め金をパチンと外し、指先で黒いレースのショーツを少しだけ持ち上げ、その下を通して、再びガーターを留めた。

　それを四回繰り返したあと、改めて日向子の身体を背後から抱きしめる。

「ほら、これでガーターベルトを外さずに、ショーツだけ脱ぐことができる」

　千尋の爆弾発言に、日向子の頭の中は真っ白を通り越して、七色の閃せん光こうに埋めつくされた感じがする。

（脱ぐ？　脱ぐって……まさか、今夜中に、そこまで!?）

　鏡越しに千尋の視線を感じ、日向子もジッと彼を見つめ返した。

「どうしたんですか、日向子さん？　顔が真っ赤ですよ」

「そ、それは……その、ガーターベルトをつけたままってこと、ですか？　そんなの、恥ずかしいです」

　素肌にガーターベルトやストッキングを身につけただけの格好なんて、初めての日向子にはハードルが高すぎる。それくらいなら、まだ一いっ糸し纏まとわぬ姿のほうがマシというもの。

　そんなことを考えながら口にしてしまったのだが……。

　直後、千尋は日向子を抱きしめたまま、声を上げて笑い始めた。

「あなたという人は――本当にかわいらしい。そうですね、そういったシチュエーションも好みではありますが、私が言いたいのは……逆にすると、トイレが面倒だという意味です」

「……!?」

　とんでもない勘違いに、目の前がチカチカして倒れてしまいそうだ。

　そんな日向子の動揺に気づいたのか、千尋はスッと離れた。

「さて、そろそろ出かけましょうか。あまり部屋に籠こもっていると、誰かが様子を見に来そうだ」

「あのっ！」

　思わず、彼を呼び止めていた。

　聞きたいことはたくさんあったが、とりあえず、どうしても気になることをひとつだけ口にする。

「沖さんでも、あんな怖い言い方をすることがあるんですね。すっごく意地悪なことを言うときだって、丁寧な言葉遣いなのに……ビックリしました」

「以前話した通り、私は他人の中で育ったもので、つい、こんな話し方になってしまいます。でも、あの手の人間をおとなしくさせるには、わかりやすい恫喝が必要なので……怖がらせましたか？」

　あの恫喝が日向子に向けられたものなら萎い縮しゅくしてしまいそうだが、彼女をかばってのことだ。そんな千尋が怖いとは思わない。

　日向子は首を左右に振った。

「どんなときも冷静な方だと思っていたので……でも、沖さんのことは怒らせないようにします」

　そう答えた日向子に向かって彼は手を差し伸べた。

　恐る恐る彼の手を取ると――千尋は日向子の手の甲にそっと口づける。

「あなたには、私が一番冷静でいられない姿をお見せしますよ」

　千尋の目が信じられないくらい妖しげに見え……。

（これも、わたしの勘違いなの!?）

　思わず、そう叫びたくなる日向子だった。
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「――では次に、新社長のお名前にちなんだ、向日葵の花をデザインに組み入れた新シリーズが発売されるとか。よろしければ、どんな商品になるのか、お聞かせ願えますか？」

「はい……それは……」

　日向子は直前まで必死で覚えた商品説明を思い出そうとする。

　だが、テレビ用の照明機材で照らされ、カメラ越しに視線を感じるうちに、緊張がピークまで達してしまう。

　脳内に保存したはずのファイルがエラーになり、まったく思い浮かんでこない。

　次第に、インタビュアーの女性も不安そうな顔になっていく。

「それは、えっと……すみません、詳しいことはまだ……ちょっと」

「そ、そうですか。でも、きっと、新社長を意識した、若さ溢れるデザインになるんでしょうね」

「は、はい、そうですね。もちろん、望月のクオリティにふさわしい、す、素敵なものを……お届け、できると思います」

　結局、適当にごまかしたようになってしまった。

　そのあとのインタビューも、とてもブランドのイメージアップに繋がるものとは思えない仕上がりになってしまい……。

「――本日は話題の新社長、三輪日向子社長を訪ねてお話を伺いました。どうもありがとうございました」

「ありがとうございました」

　やっと最後のセリフまでたどり着き、日向子はカメラに向かって必死で笑顔を作った。そして、誰にも見えないように、ホッと息を吐いたのだった。




「はい、終了です！　三輪社長、どうもありがとうございました！」

　社長就任から早くも一カ月が過ぎた。

　社員たちは、エレベーターや廊下で日向子と顔を合わせるたびに、『頑張ってくださいね』『応援してますから』と励ましてくれる。ありがたいことではあるが、言わずにいられないくらい頼りないのだろうな、と思うと本当に申し訳ない。

　それは今日のようなインタビューを受けるときに強く感じる。

　質問はあらかじめ決まっていて、その受け答えも暗記するだけだった。それだけなのに、日向子はスラスラと答えることができない。どうにも緊張して、しどろもどろになってしまい、結果、いろいろ端は折しょって答えてしまうのだ。

「社長、向日葵シリーズの資料はお手元にございませんか？　事前にきちんと用意させていただいたはずですが……」

　インタビュアーやカメラマンたち数名のスタッフが社長室から引き揚げるなり、秘書の優奈が厳しい顔つきで近づいてきた。

「……資料は、手元にあります」

「質問と回答例は一緒に用意させていただいたはずです。それなのに、あのような受け答えでは、わたくしが重役から叱られてしまいます」

　彼女の苛立ちがわかるだけに、日向子は頭を下げる以外にない。

「ごめんなさい。じゃあ、今度から資料を見ながら答えても……」

「それはできません。社外秘の資料をマスコミの前に出されては困ります。しっかりと覚えて、ご自分なりの解釈を加えてお答えください。それから、今のようなテレビのインタビューには、もう少し堂々となさってください」

　今日のインタビューは、望月陶器が創業した地方都市のローカルテレビ局からの依頼だった。ニュース番組の一コーナーで放送するという。

　この一カ月、日向子の仕事にはこうしたインタビューが二日に一回は入っていた。テレビ局に限らず、新聞や雑誌、地方の情報誌など様々だ。

　だが、何度経験しても、どれほど事前に練習しても、いざインタビューとなると緊張のあまりスムースにいかない。

　実際のところ、向日葵シリーズの資料も丸覚えしているのだ。筆記テストであれば、満点を取る自信すらある。だが、カメラの前で堂々と説明しろ、と言われたら……。

（無理……絶対に無理。今だって、背中が汗でびっしょりだもの）

　日向子は口を閉じたまま俯いてしまう。

　すると、優奈はため息をついた。

「すでに、民放各局から出演依頼の問い合わせが来ているんです。宣伝効果を考えたら、そちらを受けたほうが……」

「それは……わかっているんですけど。でも、沖さんはまだ先でいい、と」

　つい、千尋の名前を口にしてしまった。

「また、沖さん、ですか？」

　優奈の表情が曇る。

　彼女の言いたいことはわかっていた。日向子は千尋を頼りにするあまり、なにかあるたび、つい千尋の名前を出してしまうのだ。

『沖さんはそうおっしゃってました』

『じゃあ、沖さんに聞いてみます』

　主体性のない、役に立たない社長だと、自分で宣言しているようなものだった。

　だが、自分や弟たちのことならともかく、一企業の社長としての決断はそう簡単にはできない。ひとつの決断が何人も社員の努力を無にしたり、何億円もの利益をふいにしたりすると知ればなおさらだ。

　社長としてなにをすればいいのか、勉強してもわからないことだらけで、周囲の期待に応えられない自分が情けなくなる。

　落ち込む日向子に千尋は、一カ月や二カ月で先代社長のようになれるわけがない、と言ってくれるが……。

　日向子にも、それくらいのことはわかっていた。だが、最低レベルの仕事すらこなせていない気がして、気持ちばかり焦ってしまう。

　いろいろな会議に出ても、ただそこにいるだけ、話を聞いているだけ――まさに、お飾りの社長以外のなんでもない。

「ご存じでしょうか？　社内外でこんな噂が出ております。――新社長は個人秘書に夢中で、すでに彼の操り人形だ。沖さんは財産狙いで会社に残ったのだろう、と」

　優奈の言葉に日向子はショックを受けていた。

　この一カ月で、千尋の存在は日向子の心の大部分を占めるようになった。特に言葉にはしてくれないが、千尋にとっても同じだと思う。

　彼は可能な限り、日向子の傍に寄り添ってくれている。仕事が終わったあとも望月邸に立ち寄り、なぜか、大介や晴斗の勉強までみてくれるのだ。

　だからといって泊まっていくわけではない。日向子が自室に入るのを見届けると、そのまま自宅に戻っていく。

　彼の様子を注意深く見ていると、どうやら拓郎への牽けん制せいらしい。そして時折、思わせぶりな視線を日向子に送ってくる。

　弟たちも交えて、家族のような穏やかな時間を過ごすことも好きだが、もっと情熱的な時間を、ふたりきりで過ごしたいと思っている自分もいた。

　そんな日向子の心情を、彼が気づいていないはずがない。千尋が財産狙いであるなら、とうの昔にプロポーズしているのではないだろうか？

（すぐ、ＯＫしちゃう気がする。社長の椅子だって、一年後には喜んで明け渡すわ。だって、わたしが社長やってるより、沖さんのほうがよっぽど優秀だと思うもの）

　はっきりとは教えてくれないが、千尋は留学したアメリカの大学だけでなく、イギリスと日本の大学も卒業しているらしい。日向子に言っていた弁護士資格も、そのときに取得したもののようだ。とはいえ、弁護士として働いていたわけではないという。

　だが、どちらにせよ、日向子の結婚相手が社長にふさわしい人物なら、代わって社長になってもらったほうが社員たちも歓迎してくれると思っていた。

「あの……もし、ですよ。わたしと、沖さんが、結婚なんてことになったら、それって、問題になるようなことですか？」

　なんの問題もないと言ってくれることを願いつつ……聞いてみた。

　ところが、日向子の期待に反して、優奈は大きなため息をつく。

「問題と申しますか、沖さんの評価が下がることは確かですね。彼は我が社に長年勤めてきたわけではなく、先代社長の個人秘書の息子さんというだけですし……」

　千尋から養父の話を聞いたことがある。

　沖信春は千尋を養子にしたあと、貿易会社を興おこしたが、経営は十年足らずで破たん。妻は実子ふたりを連れて出て行き、やがて離婚したという。

　そのあと、信春と古くから親交のあった日向子の祖父が、彼に援助の手を伸べた。借金を立て替えてくれた上に、個人秘書として雇ってくれたのだ。

　信春が恩に着て、最期まで仕えようとしてもおかしくない。

　それがわかっていたから、千尋は海外での仕事を辞めてまで養父の後を継ぎ、個人秘書として働く道を選んだのだと思う。

　そして祖父は、そんな千尋を息子同然にかわいがっていた。

　ひょっとしたら、千尋を管財人に指名して日向子のもとに向かわせたのは、ふたりの仲が結婚に発展することを期待したのではないだろうか？

（それって、都合よく考えすぎ？）

　その点はともかく……。

　自分と同じで千尋にも両親がいない。そしてどこかの御曹司でもなく、ごく普通の家庭に育ったというなら、結婚を夢見てもおかしくない相手だと思っていたのに。

　千尋のことを尋ねたあと、日向子が口を閉じてしまったことに責任を感じたのか、優奈が落ち込んだ様子で話し始めた。

「申し訳ございません。沖さんの悪口を言うような形になってしまって……。社長はわたくしのことを嫌っておられるでしょうね。でも、憎くて言っているわけではないんです。社長にはとても期待しているから……」

「そんな……嫌ってなんかいません！　藤戸さんには本当に感謝してます。わたしのほうこそ、頼りなくてごめんなさい。でも、一生懸命頑張りますから！」

　日向子が必死で言うと、優奈もようやく笑ってくれた。

「そろそろお昼ですね。社長は今日もお弁当ですか？」

「ええ、望月邸にはシェフの方がいらっしゃるから、なにもできないでしょう？　せめてお弁当くらい、自分で作りたいと思って」

　前の職場のときから、お昼は必ずお弁当持参だった。一番は経済的な理由からだ。

　外食はコンビニ弁当でも結構かかる。それがお弁当なら、おかずは夕食の残りで済む。残りがないときは、梅やおかか、昆布入りのおにぎりを作り、海苔を巻いて食べるだけでも充分に美味しい。

　ところが……日向子は社長になって初めて、ビジネスランチというものがあることを知った。ランチの時間に重役たちを集めて会合を済ませたり、取引先との商談に使ったりするのだ。同じ目的でビジネスディナーもあり……。

（仕事の関係者と昼食も夕食も一緒に食べて、その間に仕事の話までするの？　絶対、消化に悪いと思う）

　だが優奈から、社長ならビジネスランチやディナーは当たり前、のように言われては断ることもできない。

　そんな日向子に助け船を出してくれたのが、やはり千尋だった。

『仕事を学ぶために低姿勢なのはよいことです。しかし、社長はあなただ。藤戸さんにひと言伝えれば済むことですよ。ビジネスランチやディナーをスケジュールには入れないように、と』

　彼はそのことを、優奈の目の前で話してくれた。すると、それから先のスケジュールはすべて変更されたのだった。

「社長はとんでもない遺産を相続されたと聞きますのに……本当に慎ましいというか、堅実というか。きっと、宝くじが当たっても全額貯金されるんでしょうねぇ」

　半ば呆れた様子で優奈はため息をついている。

　たしかに、宝くじが当たったときは、弟たちの将来に備えて、可能な限り貯金に回すだろう。そう思うと、日向子は照れ笑いを浮かべるしかない。

「今日も……こちらで、沖さんと召し上がりますよね？　なにかご用命があればおっしゃってください」

　ついこの間まで、『お茶を淹れましょうか？』と言ってくれた。だが、日向子の我わが儘ままで、優奈のお昼休みを減らすわけにはいかない。聞かれるたびに『自分でやります』と答えていたら、優奈にも日向子の気持ちが伝わったようだ。

「大丈夫です。藤戸さんも、お昼に行ってください」

「承知いたしました」

　優奈は上品な笑みを浮かべると、軽く会釈して社長室から出て行った。

　日向子は「はあぁぁ」と息を吐きながら、ベージュ色の社長椅子に腰を下ろす。ソフトレザー製の椅子がギシッと音を立てた。

　このひと月で『社長』と呼ばれることにはだいぶ慣れてきた。だが、人になにかを命令する、ということには、なかなか慣れない。特に仕事以外のことが難しかった。

『喉が渇いたから自販機でお茶を買いたい』

『どこかトイレに寄ってほしい』

　そんな些細なことに悩む羽目になるとは……。

（社長って、意外と不自由っていうか。なってみなきゃ、わからないことってあるのよねぇ）

　そして、優秀すぎる優奈のことも気にかかっている。

　彼女は頭の天辺からつま先まで、完璧な女性だ。社長秘書と聞くと、誰もが思い浮かべるイメージの女性ではないだろうか。いや、秘書どころか、並んで立っていたら日向子よりよほど社長に見えるくらいだった。

　優奈を見ていると、日向子は気持ちばかり焦ってしまう。

　だが、間違っても彼女のせいではない。問題があるとすれば、それは日向子のほうだ。ごく普通の社長然とした行動が取れず、迷惑をかけていることが心苦しかった。

　そして優奈の言っていたこと――。

『沖さんは財産狙いで会社に残ったのだろう』

　あれは本当なのだろうか。そんな噂になっているのだとしたら、日向子は著しく千尋の足を引っ張っていることになる。

　あの手この手を使って、千尋が日向子に社長業を引き受けさせたのは事実だ。だがすべては、祖父の遺志を尊重するためにやったこと。

　千尋はただ、養父の気持ちを尊重して、個人秘書の役目を忠実に果たしただけだ。

　その後、日向子の個人秘書になってくれたのは、彼が日向子自身に興味を持ってくれたからだと信じたい。

（沖さんにとって、わたしって……足かせじゃないよね？）

　今、千尋は望月商事に出向いている。形式上は、社長代理として会議に出席していた。

　現状で、日向子は望月陶器の社長業を務めるだけで精いっぱいだ。だがグループの社長として、どうしても彼女自身が署名捺なつ印いんしなくてはならない書類もある。そういった書類をそれぞれの会社やときには会議の席で、必要事項を確認、修正し、社長の署名捺印だけが必要な状態にして、日向子のもとに持って帰るのが千尋の仕事だ。

　グループ会社を回る仕事は予想以上に多く、千尋が午前中、日向子の傍にいることはほとんどなかった。だがお昼になると戻ってきて、この社長室で日向子の作ったお弁当を食べるのが日課になっている。

　実は、最初に日向子がお弁当を持ってきたとき、

『お弁当ですか……小学生のとき、給食がなくてお弁当の日があったんですが……その日は昼食抜きでしたね。養母には嫌われていたので』

　あまりにサラッと言うので、思わず叫んでしまったのだ。

『お弁当、作ってきます！　沖さんの分もっ！』

　日向子は二段重ねのお弁当箱をふたつ取り出し、デスクの上に並べて置いた。そして……深いため息をつく。

（わたしにとっては唯一の息抜きなんだけど、沖さんにとっては……押し売りなのかなぁ？）

　もう、吐く息がない……というところまで肺が空っぽになったとき、社長室の隅から振動を伴う低い音が聞こえてきた。

　気配をたどって、日向子は室内を歩き回った。すぐに、ソファの近くに落ちたスマートフォンを見つける。

「これって……藤戸さんのだ」

　艶つやのあるピンク系の色で、クールな優奈のイメージに合わないな、と思ったことを覚えていた。

　撮影があったので、マナーモードにしていたのだろう。電話の相手が切ったのか、留守番電話に替わったのか、すでに振動は止まっていた。

（スマホでスケジュール管理もしてたはずだし、なかったら困るよね？）

　日向子は優奈のあとを追うことにした。

　優奈が社長室を出てから五分も経っていない。

　本社ビル内には社食もあるが、彼女はいつも秘書課の同僚と一緒に、ランチは外に食べに行くと聞いたことがあった。

　エントランスまで下りて見つからなかったら、受付に聞けばわかるだろう。そんな軽い気持ちで、日向子は廊下を歩いて行く。途中、同じ十六階にある秘書課に顔を出すが、優奈はランチに出てしまったと言われ――。

「ついさっきなので、受付に電話して引き止めてもらいましょうか？」

「あ、まだその辺にいるかもしれないから、追いかけてみます。わたしのことは気にしないで。どうもありがとう」

　応対してくれた秘書の女性に笑顔でお礼を言い、日向子はエレベーターに向かった。

　受付もこの時間ならひとりだろう。そんな忙しいときに手をわずらわせるくらいなら、一番手の空いている日向子が動いたほうがいい。

　社長と呼ばれて高給をもらいながら、インタビューを受けたり、書類にハンコを押したりするだけなので、つい、そんなふうに思ってしまう。

（小野寺先生のところで、申請書類の清書をしていたときのほうが、よっぽど働いてた気がする）

　そんなことを考えていたとき、角を曲がった辺りから、女性の笑い声が聞こえてきた。

「やだ、もう、優奈さんたら」

　優奈の名前に、日向子はホッとして歩を緩める。そのときだ。

「本当よ。『藤戸さんには本当に感謝してます。一生懸命頑張ります』――なんて言ってるんだから。困ったもんよ、あの〝素人社長〟にも」

「頑張ってくださいねって言ったら、本気で喜んでますよね？　ホント、おめでたい社長さんですよぉ」

「そうそう、男性社員がチヤホヤしてるのも、全部逆玉狙いってことに、ぜーんぜん気づいてないの。もう、社長の前で、笑いを堪えるのに必死よ」

　日向子は息をすることも忘れていた。

　優奈が話題にしているのは、日向子のことに間違いない。

　だが……これは……。

「ああ、そうだ！　例の噂も本当らしいわよ。社長ったら、マジで沖さんと結婚する気みたい」

「へぇ、でも沖さんって……来る者拒まずで、社内外の女性を食い荒らした挙げ句、ひと晩で捨ててるって聞いたんですけど」

「さあ、どうかしら？　先代社長には上手く取り入ってたみたいだけど……。出世や金には興味がないって顔しながら、望月グループの経営権と何十億って個人資産にはよろめいたようね。あの男もとんだ俗物だわ」

　話題は千尋のことにまで及び……優奈は憎々しげに言い捨てた。

　これ以上は聞かないほうがいい。このまま、静かに社長室まで戻ろう。

　そう思うのだが、日向子の足は一歩も動かない。

「社長のくせに、ビジネスランチもせず、しかも手作りのお弁当なんて、信じられる？　しかも、社員は全員大卒以上なのに、社長が高卒なんてあり得ないわ！」

「なーんにもできないのを、親が死んで弟の面倒をみていたせいって言い訳してるんでしょ？　先代社長は商才があったって聞きますけど、孫かわいさに、最後の最後でボケてくれましたよねぇ」

「ホント、そうよね。テレビで社長就任の抱負を語るより、貧乏ＯＬの節約術でも語ってたほうが似合ってるんじゃないかしら」

「優奈さん、それってウケる！」

　ふたりは楽しくてどうしようもない、といった笑い声を立てた。

　その笑い声に重なってハイヒールの足音が響き……やがて、エレベーターの扉が閉じて、ふたりの気配は消えた。

　どれくらい、その場に立っていただろう？

　背後から別の足音が聞こえ――。

　日向子は誰にも顔を合わせないように、急いで社長室に戻った。
















第九章　偽善者
















　八月、学校は夏休みだが、社長に就任したばかりの日向子に休みはない。

　あの日から一週間――。

　お手本にしたいとまで思っていた優奈の本心を知った日から、日向子は会社にお弁当を持って行くのをやめた。

『やっぱり普通のＯＬってわけにはいかないから……少しずつ、ビジネスランチにも慣れていこうと思って。今まで付き合わせてしまって、ごめんなさい』

　千尋にはそんな説明をしたが、彼が信じてくれたかどうかはわからない。

「社長……そろそろ席を立たれては？」

　そっと耳打ちしてくれたのは千尋だった。日向子はハッとして顔を上げる。

　今日のビジネスランチの相手はニューヨークから来た中堅商社のＣＥＯ、ケネス・ブライアント。彼が来日しているのは、ニューヨークで人気の新ブランドを日本に進出させるためだ。それは、ヨーロッパの伝統的な白磁に、新進アーティストのデザインを加えたテーブルウエアで、日本進出の窓口になっているのが、望月陶器だった。

　ケネスは三十代半ばで独身、金髪碧へき眼がんで身長は一八○センチを超えるイケメンだ。ハリウッドスター顔負けの容姿に、以前の日向子ならボーッと見惚れてしまうところだろう。だが、今の彼女がボーッとなるのは、金髪のイケメンＣＥＯではなく、ふたりの間に立って通訳をしてくれる千尋のほうだった。

　千尋の毅然とした黒髪と黒い瞳からは、抜群の信頼感が漂っている。ビジネスの世界では華はなやかな容姿より有効なのではないだろうか。

　だが、もっと有効な手段……押しの強さがケネスにはあった。

「ヒナコ！　ボクはとってもアナタが気に入りました。ヒナコはとてもかわいいネ！」

　ビジネスの話は英語オンリーだが、女性を口説くのは日本語らしい。

「ねえ、ヒナコ、今夜も付き合ってほしいです……ＯＫ？」

　いったいどこに、どんな目的で付き合ってほしいのか、さっぱりわからない。

　すると、そのことを日向子が問う前に、千尋が口を挟んできた。

「ミスター・ブライアント、申し訳ありませんが、三輪社長のスケジュールは数カ月後まで決まっております。次回、来日のご予定がありましたら、それに合わせてアポイントメントをお取りください」

「キミはセクレタリーでしょう？　ボクはヒナコを、プライベートなデートに誘ってるんですヨ」

　そう言うと、ケネスは千尋を押しのけて日向子の手を取り、手の甲にいきなりキスしてきたのだ。それはあまりに自然な動作で、日向子は呆気に取られてしまう。

「ああ、そうだ！　ボクと一緒にニューヨーク、行きませんか？　ニューヨーク、とーってもアクティブな街。たくさん、ビジネスの勉強ができまーす！」

　彼は青い瞳を輝かせながら言う。

「あ、ありがたい、お言葉なんですが……それはちょっと……」

　さすがにニューヨークまで誘われても、簡単に『ＯＫ』とは言えない。

　日向子が日本語で断ろうとしたとき――千尋が乱暴な動作で、ケネスの手を振り払った。

「では、私も秘書ではなく、プライベートな立場で警告します――」

　そこまで日本語で言うと、千尋はふいに英語に切りかえた

「彼女は私の婚約者だ。気軽に触れてもらっては困る。二度とデートには誘わないように。繰り返すが、これは警告だ」

　英語は得意ではないので、通訳なしに会話する自信はない。だが、意味のわかる単語もチラホラと聞こえ……千尋が口にした内容がなんとなくわかってしまう。

（なんか、言い方がきつい……っていうか、フィアンセって言った？　フィアンセって、婚約者よね!?）

　千尋の警告を受け、ケネスは両手を上げたオーバーアクションで、尻上がりに口笛を吹いた。

「フィアンセ？　ホントーですか、ヒナコ？　アナタは、セクレタリーと結婚するのですか？」

　はっきり『結婚』と言われ、日向子の胸はトクンと高鳴る。

　頷こうとした日向子にストップをかけたのは、一週間前に耳にした、優奈の声だった。

『男性社員がチヤホヤしてるのも、全部逆玉狙いってこと』

『望月グループの経営権と何十億って個人資産にはよろめいたようね』

　日向子はこれまで、人の善意を信じて生きてきた。だが、その前提がガラガラと音を立てて崩れてしまいそうで怖い。

　躊ちゅ躇うちょした日向子の心の内を見抜いたのか、ケネスが軽い口調で付け足した。

「ヒナコはイエスって言いませんね。ホントーにフィアンセなんですか？　ダメですよ、ヒナコ。アナタを狙ってるコンドルには気をつけないと」

　ケネスにまで、千尋が財産目当てだと言われ……その瞬間、日向子の中で抑え続けてきた痛みが堰せきを切って溢れ出す。

「沖さんは、財産目当てなんかじゃない！　信じたいのに、どうしてみんな、信じさせてくれないの？　そんなに、わたしは……価値のない人間なんですか？　わたし、わたしは……失礼します！」

　勢いよく頭を下げ、日向子はホテルの中にあるレストランから飛び出した。そのままホテルのエントランスを出て、方向も見ずに歩き始める。

　外に出た途端、全身から汗が吹き出してきた。太陽がジリジリとコンクリートを照らし、ハイヒールの裏からその熱が伝わってくる。

　ホテルまでは車で来たが、ここから本社ビルまで、徒歩で二十分とかからない。歩いて帰ることは可能だろう。もちろん、正しい方向に歩けばの話だが……。

　そう思って歩みを進めていると、日向子はふいに腕を掴まれた。

「社長！　いや、日向子さん。どこに行くつもりなんです!?」

　ビクッとして振り返ると、思った通り千尋だった。彼ならきっと、追いかけてきてくれる、そう思っていた。

「わたし……本社に、戻ろうと」

「逆です。銀ぎん座ざ方面に向かっておられますよ。社用車を待たせてあります。ホテルに戻りましょう」

　彼の顔を見上げて気がついた。

　いつの間に直したのだろう。今日の千尋は最初に会ったときと同じ、黒縁の眼鏡をかけていた。

「どうして……？」

　千尋の顔を見た途端、考えずに尋ねてしまう。

「日向子さん？」

「どうして、フィアンセなんて言ったんですか？　わたしが、あのハリウッドスターばりのミスター・ブライアントによろめいたら、困るからですか？」

　返事は聞かなくてもわかっていた。

　ケネスから強引に誘われた日向子が、見るからに困っていたからだ。

　祖父に対する忠誠心からか、あるいは、男のあしらい方も知らない日向子を放っておけなかったのか……。

　だが千尋は、日向子の質問に質問で返してきたのだ。

「――誰かに、なにか言われたのですか？」

「どうして、そんなこと」

「この一週間、あなたの様子はあきらかにおかしい。周囲の視線ばかり気にして、ビクビクしているように見える」

　彼の言う通りだったため、日向子は動けなくなる。

「話してください。決して悪いようにはしません。誰かに、ビジネスランチに応じるよう言われましたか？」

「違い、ます。ビジネスランチくらい、社長なら普通のことでしょう？　それとも、沖さんは……わたしにはそれもできないって」

　頭の中がカッと熱くなり、意図せず涙が零こぼれた。一度溢れ出した涙は、なかなか止めることができず……。日向子の頬を、ポロポロと伝い落ちていく。

「私が、ビジネスランチやディナーをスケジュールには入れないように、と口にしたのは、ミスター・ブライアントのような男が出てくることを防ぐためです」

　千尋がなにを言いたいのか、日向子にはわからなかった。

　ケネスがＣＥＯを務める会社と望月陶器は、間違いなく取引を進めている。そんな彼とのビジネスランチに、いったい、どんな問題があるというのだろう。

「トップ同士が顔を合わせて交流を図ることは、珍しいことではありません。だが、彼の場合、あきらかにあなたを狙っていた」

「ア、アメリカの、大きな会社の……ＣＥＯなんでしょう？　だったら、望月家の財産なんて……」

　日向子がそう答えると、千尋は大きなため息をついたのだ。

「金額ではなく、望月グループの経営権を持つ女性を妻にしたら、彼の日本進出は随分と楽になるでしょう」

「あ……ああ、そうなんですね」

　なんの理由もなく、ケネスのような男性が日向子にデートを申し込むはずがない。そのことに気づいたとき、千尋も同じではないか、と思えた。

　千尋のような完璧な男性が、どうして日向子のようなパッとしない小娘にキスまでして引き止めようとしたのか――。

『あんたに相続放棄されるほうが困る。一年経ったら会社からもこの家からも出て行かせる』

　拓郎の言葉など信用できないと思っていたが、事実だったのかもしれない。

　思わせぶりに気を引いて、日向子の恋心を煽あおる。彼女を夢中にさせながら、深い関係になる前にあっさりと突き放す。相続放棄をさせないための誘惑。

　千尋はそれを一年間、繰り返すつもりなのだ。

「も……う、やめてください。一年、ちゃんと……務めますから。出て行くときは、なにもいりませんから……沖さんの、好きにしてくれたら……」

　日向子は思いきり、彼の手を振り払う。直後、目の前がグルグル回り始めた。脚に全然力が入らなくなり、そのまま、膝から崩れ落ちそうになる。

「日向子さん!?」

　どうしたことだろう、千尋の声がやけに遠くに聞こえ――。

　日向子があれ？と思ったときには、目の前が真っ暗になっていた。




　風の音がした。

　たぶん、エアコンから吹き出てくる冷たい風の音だ。エアコンプレッサーの低い音が混じって聞こえ、それ以外はなにも物音がしない。

　日向子が重いまぶたを押し開けると、薄いグレーの天井が目に映った。そこから吊られているのは、アンティーク風の豪華なシャンデリア。蝋ろう燭そくに見まがうような、ＬＥＤの電球がついていた。

（ここって、さっきのホテル？　わたし、ひょっとして、倒れちゃったの？）

　意識を失うなんて、初めてのことかもしれない。家が全焼して両親が病院に運ばれたと聞いたときですら、意識が落ちたわけではなかった。

　千尋の言葉を信じられなくなったことが、こんなにまでショックだったとは……。

　彼のことを考えたら再び泣き出してしまいそうだ。

　日向子は頭を振りながら、ゆっくりとベッドから身体を起こす。

　すると、自分の寝かされていたベッドが、信じられないくらいのサイズだったことを知った。

（ダブルベッド、どころのサイズじゃないよね？　クイーンサイズ？　ううん、キングサイズっていうのかな？）

　目の前には、畳二枚分くらいのミッドナイトブルーのベッドカバーが広がっていて、まるで夜の海にたゆたう気分にさせる。

　部屋の中を見回すと、クローゼットの前に数本、ハンガーが転がっていた。インテリアには統一性を感じず、どこか生活感の漂う部屋だ。

（ここ……ホテルじゃないわ。ということは……）

　そのとき、ドアが開いて千尋が入ってきた。

「気分はどうですか？　軽い熱中症のようでしたが、睡眠や食事はきちんと取っていますか？」

「それは……。どうも、すみません。ご迷惑をおかけして……あの、ここは……ひょっとして？」

「ええ、私の自宅です」

　千尋にさらりと言われ、日向子はやっぱりと思った。

　彼が言うには――ホテルに戻ればケネスとかち合うことになる。日向子を抱き上げた千尋の姿を見たら、よからぬ噂を流すかもしれない。だからといって、本社に戻っても日向子を休ませる場所はなかった。他のホテルを取ることも考えたが――。

「それくらいなら、私の自宅に運ぶほうが早いと思いましたので」

　千尋の自宅は勝かちどきにあるタワーマンションだ。車で十分程度の距離なので、自宅に戻ることを選んだそうだ。

　一度は訪ねてみたいと思っていた千尋の部屋。まさか、こんな状況で連れてこられるとは思ってもみなかった。しかも、彼のベッドに寝かされているのだと思うと、日向子は急に恥ずかしくなる。

「あの……わたしがベッドを使ってたら、気を悪くする人がいませんか？」

「いいえ、特に気を悪くする〝女性〟はいませんので。ああ、ベッドから出ないほうが……」

　千尋の言葉を聞き終える前に、日向子はベッドから下りようとした。だがそのとき、剥き出しの素足が目に入ってくる。

「え？　あ、きゃ、やだっ」

　日向子は驚いて声を上げる。

　だがよくよく見ると、露わになっているのは脚だけではなかった。今の日向子はショーツとブラジャーしか身につけていない。

　大慌てでベッドに引き返し、上掛けに全身を包んで隠した。

「こ、これって、沖さんが？」

　ドキドキしながら尋ねると、彼は「はい」と答える。

「スーツ姿のまま寝かせるわけにはいきませんでしたし、身体を冷やす必要もあったので……」

　Ｃカップの胸を見られてしまったなんて、このまま上掛けに潜って、顔まで隠してしまいたい気分だ。

（上下バラバラだし、普段着用の安物で……って、そんなこと、考えてる場合じゃなかった）

　千尋の熱い視線に、日向子はどこを向いたらいいのかわからない。

「そんなに恥ずかしがらないでください。ただ、脱がせただけですよ。それ以上のことは、意識のない女性にはしません」

　少しずつ、千尋の声が近づいてきて、ギシッとマットのスプリングが軋きしんだ。

　ビックリして彼のほうを見ると、千尋はいつの間にかスーツの上着を脱ぎ、ネクタイを緩めながらベッドに上がってきていた。

「あ……あの、え？　えっと……ど、どうして、沖さんまで、ベッドに……」

「あなたに、ミネラルウォーターを持ってきました。水分を補給したほうがいいと思いまして」

　言いながら、日向子のすぐ傍までにじり寄ってきた。

「それと、先ほどの質問に、正直に答えていただけませんか？　あなたは『信じたいのに、どうしてみんな、信じさせてくれないの』と言われた。その、みんなというのは誰でしょう？」

　千尋に優奈のことを伝えるのは、告げ口をするみたいで気が引ける。

　優奈はあきらかに日向子のことを悪く言っていた。だから、仕返しや悪口とは違う……。そんなふうに思うのだが、日向子にはどうしても、優奈の名前を口にすることができなかった。

　ところが、言い淀む日向子の様子を見るだけで、千尋は驚くべきことを言い始めた。

「なるほど、秘書課の誰かだとは思っていましたが……。その様子だと、藤戸の本性を知ってしまったようですね」

　まさか、千尋のほうから優奈の名前を言い出すとは思わなかった。

「ど、どうして？」

「彼女の本性は女め狐ぎつねですから。要領よく立ち回り、上司に気に入られて出世するタイプです。まあ、それくらいでなくては、社長秘書など務まりませんので」

　当然のことのように言われ、日向子は呆気に取られてしまう。

「なにを言っていたか、容易に想像はつきますが、気にする必要はありませんよ。裏で悪口を言われるのも、上に立つ者の仕事です」

「でもっ！　沖さんまで、ぞ……俗物、とか言われて……。わたしが〝素人社長〟なのは、本当のことですし、お弁当だって……。ご迷惑でしたよね、今日のレストランとか……ランチって思えないくらい、豪華だったし……」

　首が折れそうなほど俯き、日向子はボソボソと呟いた。

　社長命令だから、千尋は従っていてくれたのだろう。そう思うと、申し訳なさに身が竦すくむ。

　そのとき、千尋の手が日向子の頬に触れた。

「……きゃ」

　ヒヤリとして、小さな声を上げる。だが、その冷たさが心地いい。

　彼の脇にはミネラルウォーターの入ったペットボトルが転がっている。掌てのひらが冷たいのは、それを冷蔵庫から取り出して持ってきてくれたためだとわかった。

　すると、ふいに千尋の顔が近づいてきて……。

「あ……あの、お、沖さん」

　彼は頬に手を置いたまま、日向子の額に自分の額を押し当てたのだ。

「手が冷たいせいか、あなたの火照りが治まったのか、よくわからないもので。熱はないようだが……どうしました？　息が荒くなって、頬が赤らんでいますね」

　しれっとした口調だが、心なしか口元が緩んでいる。

（自分が触ってるせいだって、絶対にわかって言ってる。優しいんだか、意地悪なんだか、ホント、なにを考えているのか……）

　なにも答えず、ジッと千尋の目を見つめていると、顔が次第に近づいてきて――。

　ふいに奪うように激しくキスされた。

　頬に触れていた手が後頭部に回され、すくい上げるように上を向かせる。自然と日向子の唇が開き、そこに、千尋の舌先が滑り込んできた。

「あ……ふ……んんっ」

　彼の舌先に歯列をなぞられ、口を閉じたくても閉じられない。

　開いたままの唇から、甘く絡み合ったふたりの吐息が漏れて……思わず、彼のワイシャツの袖を力いっぱい掴んでいた。

　上掛けがスルリと日向子の肌を滑り落ち、白いハーフカップのブラジャーに包まれた胸が露わになる。

　もしこの先まで進むなら、千尋の本当の気持ちを尋ねてみよう。彼が日向子を『フィアンセ』と言ってくれた思いが真実なら、誰になんと言われても千尋を信じたい。

　そう決意したとき、千尋はキスをやめた。

「お……き、さん？」

　彼の名前を呼び、目を開いて見上げる。すると、千尋は思い詰めたような表情で、彼女を見下ろしていた。

「あの……」

　もう一度、千尋の名前を呼ぼうとしたとき、彼はおもむろにペットボトルに口をつけ、ミネラルウォーターを含んだ。そして、再び日向子に覆いかぶさり、唇を押し当てたのだ。

　今度は彼の舌を伝って、液体が滑り込んでくる。

　冷蔵庫から出したばかりのミネラルウォーターが、冷たさや清涼感より、ジュースのような甘さを感じるのはなぜだろう。

　コクン……コクン……と飲み干したあと、糸を引きながらふたりの唇が離れた。

　顔の火照りは冷めたはずなのに、日向子は全身が熱くなり、身の置き場に困り果ててしまう。

　そんな彼女の耳の傍で、千尋が囁いた。

「このまま、私に抱かれてくださいと言ったら……あなたはどうしますか？」

　それは情熱に浮かされたというより、逆に、不自然なほど冷静な声だった。

　日向子はドキドキしながら、思いのままを口にする。

「沖さんが、わたしのことを……あ、愛してくださってるなら」

　千尋の反応を知るのが怖くなり、彼から視線を逸らせた。

「あ、あの……わたしは、あなたのことが好きです……だから、えっと、沖さん？」

　日向子が懸命に思いを伝えようとしたとき――なぜか彼は弾かれたように笑い始めた。

（どうしたの？　いったい、なにがあったっていうの？）

　日向子にはわけがわからない。

　彼女はしばらくの間、呆然として千尋の顔を見つめ続けた。

「あなたは、純粋すぎる……そんなことでは、悪い男に騙されてしまいますよ」

　彼はこれまで、日向子が見たこともないような顔で笑っていた。それはきっと、彼女の知らない男の顔ではないだろうか。

「え？　え？　さ、さっきのって、まさか冗談!?」

　震える声で尋ねるが、千尋は答えてくれない。

　上掛けで日向子の上半身を覆ったあと、彼はベッドから下りて行った。

　無言のまま脱ぎ捨てた上着を拾い上げ、内ポケットからなにかを取り出す。それは一枚の白い紙。

「あの……」

「以前、見せると言っていた〝証拠の書類〟ですよ」

　まさか、こんなときに、こんな場所で見せてもらえるとは思わない。

　日向子はベッドの上に座ったまま、恐る恐る受け取る。すると、そこに書かれてあったのは――。

（念書ってなに？　それに、これじゃ……三百万の領収書も同然じゃない!?）

【念書】と示されたその紙には、日向子が望月賢太郎に必ず会いに行くことを条件に、火事の見舞金として三百万円を受け取ったことが記されていた。署名は日向子が書いたものに間違いなく、拇ぼ印いんまで押してある。

　だが、日向子にはまったく身に覚えのないものだ。

「実に巧妙な文章でしょう？　〝身辺が落ちつき次第〟望月賢太郎氏に会う、と書いてある。それまでは先代社長のほうから連絡はしない、と」

　身辺が落ちつき次第――それは、一カ月後か半年後かわからない、ということ。仮に五十年先でも、身辺が落ちついていない、と言われたら、祖父からは連絡を取ることができないのだ。

　そこまで考え、日向子はハッとして千尋の顔を見る。すると、彼はゆっくりと頷いた。

「先代が、ひと目なりともあなたに会えるように、と……私の養父はその一心で、この念書と引き換えに、三百万を自ら用立てしました」

　千尋の養父は、日向子からの連絡を待ち続けた。しかし三年前、亡くなる寸前にこの念書の存在を祖父に告白したという。祖父は長年勤めてくれた個人秘書の意を汲み、念書の通り、日向子には連絡を取らなかった。

「金を要求されたことで、不信感を持っていたんでしょうね。先代社長に無駄な期待をさせないよう、私の養父が話さずにいたようです。援助の手を差し伸べなかった理由は、その念書に書いてある通りで……」

「違います!!　いえ、これは、たぶん……ううん、間違いなく、わたしの字だと思います。でも、三百万なんて……。火事のあと、何十枚もの書類に名前を書きました！　家の印鑑も燃えてなくなったから、代わりに拇印を押して……保険会社とか、役所とか、警察とか……」

　あのときの日向子は、弟たちを励ましながら、やらなければならないことを、淡々とこなすだけで精いっぱいだった。言われるまま、山のような書類に署名したはずだ。すべての内容を確認し、きちんと理解していたか、と問われたら……。

「落ちついてください。もう、すべてわかっていますから」

「いいえっ！　いいえ、全然わかりません。どうしてこんな書類に、わたしの署名があるのか……わたし、本当に三百万なんてお金」

「だから、全部わかっているんです。火事でたくさんのものを失った姉弟に、親切心を装って近づいた悪党がいたことを――」

　千尋の思わせぶりな言葉は、日向子の心に亀き裂れつを入れた。

　火事のあと、日向子たちを家に置いてくれて、あらゆる手続きを代行してくれた人がいた。父が勤めていた司法書士事務所の所長、内田だ。

「内田先生が？　そんな、まさか……」

「内田には二千万もの借金がありましたが、火事の半年後には完済しています。現在は、事務所の規模は倍になり、新居まで購入している。そもそも、三輪氏所有の土地の売却代金が、子供たちのものになっていないことに驚きました」

　千尋の言葉に、日向子は六年前のことを必死で思い出す。

　あのとき内田から受けた説明は――。

　古い家であるにもかかわらず、漏ろう電でんを予測して対処していなかった父に重大な過失がある、と判断され、賠償責任を負わされたという話だった。父は賠償責任に対応する火災保険に加入していなかったため、土地の売却代金を全額賠償金に当てたという。

『足りなくて怒る人もいたんだけどね。子供たちにはなにも残ってないんだと話して、示談で済ませてもらった。わずかな生命保険まで、取られたら困るだろう？』

　そう言われて、日向子は感謝したことを覚えている。

　四十歳前後だった両親は、まさかそんな事態になるとは夢にも思わなかったのだろう。まだ十代だった日向子に、お金や保険の話などしたこともなかった。

　日向子の話を聞き終えるなり、千尋はため息をついた。

「六年前の火事が、三輪氏の重過失と認められた事実はありません。それどころか、類るい焼しょう損害補償特約に加入していたので、近隣への補償金は保険会社から支払い済みです。それに生命保険も――」

　災害割増特約に加入しており、姉弟が暮らしていくのに充分な金額が支払われているというのだ。

「そんな……馬鹿な」

「裁判所と保険会社を回って確認しました」

　憐れん憫びんのこもった千尋のまなざしに、日向子は言葉を失う。同時に、彼は別の用紙を差し出した。

「詐欺と文書偽造の証拠は揃っています。公訴時効は七年なので、内田を警察に通報します。それと、騙し取った金の返還請求も――これにサインしてくだされば、一両日中に内田の資産を差し押さえますよ」

「そ、そんなことになったら、内田先生は逮捕されるんじゃ？」

「当然でしょう？　弱者を食い物にした、最低な犯罪者ですよ。裁かれてしかるべきだとは思いませんか？」

　千尋の言うことは間違ってはいない。

　だが、三月の寒空の下、日向子たちが着るものもなく、お腹を空かせて寒さに震えていたとき、助けてくれたのは間違いなく内田だった。それがたとえ偽善であったとしても、あの温もりだけは、今でもしっかりと覚えている。

「両親が残してくれたものは、弟たちが受け継ぐべきです。あと、広くはなかったけど、三輪の父が生まれ育った土地も。それだけ、返していただけるなら……」

　どうしても恨みごとを言う気にはなれず……日向子は涙を浮かべたまま、内田のことをかばっていた。

　すると、ふいに千尋の表情が変わった。

「なぜだ!?」

　声を上げて怒鳴られ、日向子は息を止めて千尋の顔を見る。

「な、ぜって……言われても」

「あなたと望月家の関係まで話していたのだから、内田はご両親から信頼されていたはずだ。彼はその信頼を裏切った。いいですか？　あなたは六年前、大学を諦める必要などなかったんだ！　そのすべてを、内田が私利私欲で奪った！」

　その瞬間、日向子は口元を押さえていた。

　内田は父の雇用主で、両親から悪い話など聞いたこともない。日向子の中では常に〝優しいおじさん〟だった。だからこそ、彼女は無条件で内田を信じたのだ。

　だがそれと同時に、火事の賠償責任や両親の保険に関して疑問を感じたこともあった。それでも内田の善意を信じ、委ねる決断をしたのは日向子だ。

「わたし……わたしの、責任ですよね？　わたしが、もっとしっかりしていたら。わたしのせいで、大介や晴斗に、しなくてもいい苦労をさせて」

　日向子が自省の言葉を口にし始めると、それ遮るように、千尋はベッド脇に立ったまま、彼女の両肩を掴んで揺さぶった。

「どうして、そんな甘い考えになるんだ!?　これほどまでコケにされて……怒りと憎しみしかないだろう？　内田を罵り、地獄に突き落としてやりたいと思うはずだ！」

　その攻撃的な言い方に、日向子は震えながら首を左右に振った。

　内田にも事情があったはずだ。心からの謝罪と、二度と同じことをしないと約束してくれるなら……刑務所に入れるようなことまではしたくない。

（それって、考え方が甘いの？）

「沖さん、あの……いろいろと調べてくださって、ありがとうございました」

　日向子が震える声でお礼を言うと、彼は目を閉じ、頭を振った。

「いえ――あなたのためではなく、私は、養父を騙した相手をはっきりさせたかっただけです。だから、これでおしまいにしましょう」

「……え？」

「私はね、自分より強い者には平伏して従うくせに、弱い者は平気で踏みつける。そういう輩やからを見ると、全力で叩き潰してやりたくなるんです。あなたの本性が読めなかったので離れずにいましたが……。もう、用はない」

　千尋は、なにを言おうとしているのだろう？

　嫌な予感がして、日向子は彼を見ていられなくなる。

「今月いっぱいで、あなたの個人秘書を辞めさせていただきます」

「そ、そんな……契約書を交わして」

「無期限ということは、いつでも解約可能ということです。優しいあなたのことだ。私を罵ったりはしないでしょう？」

　逆手に取られた気がして、日向子は泣き出してしまいそうだ。

「じゃ……期限を決めなかったのは、最初から、そのつもりで？」

　返事の代わりに千尋はフッと笑った。

「ああ、それから、解約の申し出は一カ月前にすべきことですので、その点は私のペナルティです。代わりに契約金は一円も払っていただかなくて結構ですよ」

　言いながら、彼はペットボトルを日向子に握らせ、ベッドから離れていく。日向子はそれを握りしめたまま、慌てて彼を追おうとした。

「わたしが……わたしの愛情が、欲しいって、自分のモノにしたいって、そう言ってくれましたよね？　さっきだって、ミスター・ブライアントから守ってくれたんでしょう？」

　優しくしてくれた全部が嘘だとは思いたくない。だが――。

「あなたを自分のモノにしたいのは本心です。無む垢くで純粋なあなたを、ボロボロになるまで抱き潰してやりたい。もちろん、そこに愛はない。あなたは信じないかもしれないが、愛は金で買えるんですよ」

　日向子は千尋の言葉に打ちのめされ、ひとり、寝室に佇んでいた。
















第十章　甘くて苦い夜
















「ヒナコ、会いたかったでーす！」

　パーティ会場のライトに照らされ、金髪をキラキラと輝かせながら、ケネス・ブライアントは日向子を出迎えてくれた。

　彼は昼間のことなど忘れたかのような、明るい笑顔だ。

「ミントグリーンのパーティドレスがとってもキュートですネ」

「どうも、ありがとうございます」

　総レースのタイトスカートドレスは、今夜のパーティに着てくる予定の服装だった。

　まだ、夢を見ているようだ。

　日向子は千尋から六年前の真相を聞いたあと、今日の仕事をキャンセルするため、会社に連絡を入れた。すると、すでに千尋から連絡が入っており、今夜のパーティも含めてキャンセルになっていたのだ。

（今月いっぱいって言ってたくせに、パーティのエスコートもしたくなくなったから、勝手にキャンセルしたのかな？）

　ここは汐しお留どめにある財閥系、七なな星ほしグループの経営するホテルだった。

　パーティ会場からは地上百メートルの夜景が望める。素晴らしい景色だが、ほんの数時間前、千尋のタワーマンションでおよそ二倍の高さから夕暮れの都心を眺めたばかりなので、感動も薄れてしまう。

（っていうより、夜景に感動してる場合じゃないし……）

　親しげに肩を抱いてくるケネスの手を、どうやって振り払おうか考えていたとき、声をかけられた。

「これはこれは、望月の新社長じゃありませんか？　今日は出席できないと連絡を受けて、残念に思ってたんですよ」

　今夜のパーティの主催者にあたる、『七なな星ほし銀ぎん行こう』の新頭取、片かた岡おかだった。

　正式な就任パーティは二カ月前に行われたという。今回は親しい取引先との顔繋ぎという意味合いが大きく、親睦会や懇親会の趣だった。

　七星銀行は、望月陶器だけでなく、望月グループ全体のメインバンクだ。

　新頭取の片岡は五十代前半、見た目はとても若々しい。口ぶりは爽やかで、女性の地位向上にも積極的に見えるが、それは表向きの顔……という印象の男性だ。

「恐れ入ります。その……同伴者の都合がつかず、お断りさせていただいたんですが、こちらのミスター・ブライアントにお誘いいただきまして……」

　すると、片岡の意識はあっという間にケネスへと向いてしまう。無視されたようで切ないが、今夜ばかりはホッと胸を撫で下ろした。

　千尋から、父の上司である内田の不正を聞かされたとき、日向子はとっさに怒りより疑問しか湧いてこなかった。だが彼は、そんな日向子に不満を覚えたのだ。

（でも、それだけで個人秘書を辞めるなんて……普通しないよね？）

　彼は日向子のことを『もう、用はない』と切り捨てた。ということは、最初から目的を持って日向子を誘惑したのだ。養父、信春を騙した人間を〝全力で叩き潰す〟ために。

　その反面、千尋が日向子を抱きたいのは本心だとも言っていた。

『無垢で純粋なあなたを、ボロボロになるまで抱き潰してやりたい』

　それは日向子に対して欲望だけ感じている、ということなのだろう。『もちろん、そこに愛はない』のだから。

　内田のことはショックだったが、千尋が個人秘書を辞めると言い出したせいで、それ以前のことはどうでもよくなってしまった。

　本音を言えば、パーティなんかに出ている気分ではない。千尋がキャンセルしてくれたのをいいことに、早めに望月邸に戻り、弟たちに内田のことをどう話すか考えるつもりだった。

「どうしました？　ヒナコ、顔色、よくないです」

「いえ……大丈夫です」

　本当はあまり大丈夫ではない。

　優奈のことがあってから食欲は落ちる一方だ。夜もあまり眠れず、不慣れな社長業では緊張が続き、夏の暑さもあって、日向子の体力と精神力は限界ギリギリだった。

　しかも今夜は、たったひとり――。

　社長になって、こういったパーティに出席する機会は何度もあったが、そのときは必ず、千尋が傍にいてくれた。

　だが、今、日向子の隣にいるのは……。

「はい、どーぞ。ドリンク、持ってきてもらいました。とっても甘い、美味しいジュースです」

　今夜のパーティのドレスコードだと、女性はフォーマルに近いエレガンスな服装に身を包んでいる。男性はダークスーツがほとんどだ。

　そんな中、ケネスは光沢のあるパープルのスーツを着て、ピンク色のアスコットタイを結んでいる。

（アメリカのＣＥＯって……自由でいいなぁ）

　日本だと、少しでも社長の枠からはみ出すと、周囲から眉をひそめられるのだ。

　日向子は手渡されたグラスを見つめ、涼しげなブルーのドリンクに引き寄せられるように、少しだけ口をつけた。それは思ったよりも甘く、スルスルと喉の奥に流れ込んでいく。

「ヒナコ、あのタイガーシャークは、ホントーにフィアンセですか？」

「は？　タイガーシャーク？」

　タイガーシャークといえば、イタチザメのこと。いわゆる獰どう猛もうな人食いザメと呼ばれる一種だ。

　そして、フィアンセ云うん々ぬんとなれば、間違いなく千尋のことを言っている。だが、千尋を表する言葉が、どうしてイタチザメなのだろう？

「そう、カレはオフショアのタイガーシャーク。カレの海では戦いたくないネ。でも、ここは陸の上だから」

「……？」

　沖という苗字にかけた、アメリカ人独特のネーミングセンスなのだろうか？

　日向子が首を捻っていると、ケネスが笑いながら言った。

「カレとケンカしましたか？」

「どうして……そんなふうに思うんですか？」

「ヒナコの手にキスしたとき、殴られる、と思いました。カレは独占……力が強い。ビックリです！」

　たぶん、『独占欲』と言いたいのだろう。だがそれは、ケネスの盛大な勘違いだ。千尋が日向子に思わせぶりなことを言いながら、キス以上のことをしてこなかったのは、ただ、日向子の本性を暴くためにすぎない。

「ケンカしてないなら、ヒナコ、ひとりでこられなかったでしょう？」

「いえ、あの……喧嘩じゃなくて、沖さんの都合が悪くなって、キャンセルしたんです。でも、ミスター・ブライアントが、会社のことでとても大事な話がある、と言うので……」

　日向子が千尋のマンションから望月邸に戻るなり、ケネスから電話がかかってきた。会社経由ではなく、どういう手段を使ったのかわからないが、望月邸の番号を調べてかけてきたのだから恐れ入る。

　彼に思わせぶりなことを言われ、断るに断れなかった。慌てて着て行く予定のドレスに着替え、タクシーでここまで来たのだ。

　呼び出された先がケネスの滞在するホテルだったら、日向子は応じなかっただろう。

（もともと出る予定だったパーティだもの。あとで出席したことを知られても、誰にも文句は言われないよね？）

　文句を言いそうな相手が誰か……。

　日向子は頭の中に浮かんだ千尋の顔を慌てて打ち消す。

「ミスター・ブライアント、我が社との提携に問題があるなら、どうぞ話してください。もし、込み入った話であれば、通訳を頼みますので」

　七星グループの経営するホテルなら、どのホテルも従業員の採用に英会話は必須だったはず。頼めば、通訳も務めてくれるだろう。

　日向子が真剣な表情でケネスの目を見ると、彼は降参のポーズをした。

「ＯＫ、ＯＫ。〝Mergers and Acquisitions〟わかりますか？」

「え？　えーっと……」

「Ｍ＆Ａのことです。ＯＫ？」

「あ、Ｍ＆Ａ……それって、買収？」

「そう、それ、バイシュンですネ。望月が……んー、そうそう、乗っ取りだと聞きました」

　日本語としては完全に間違っているが……ケネスの言いたいことはわかった。

　だが、日向子が社長に就任したころ、千尋から教えてもらったことがある。

　望月グループは敵対的買収のターゲットにされにくい会社である、と。

　なぜなら、グループ各社の筆頭株主が望月陶器で、その望月陶器の株の九割を日向子が所有しているためだ。

　日向子が祖父から相続した株式を売らない限り、乗っ取られる心配はない。

　そのことを思い出し、日向子はホッとしながら答えた。

「それはあり得ません。わたしが株を売らない限り、絶対に買収はできません。だから、安心して提携を結んでください」

　ケネスの顔を見上げて、ニッコリ笑おうとしたとき――。

　どうしたことか、彼の顔が二重に見えたのだ。足元もふらついて、日向子は目元を押さえる。

　落としそうになったグラスをケネスが持ってくれ、ついでのように、肩を抱いて支えてくれた。

「どうしました、ヒナコ？」

「ちょっと、やっぱり今日は調子が悪いみたいで……すみません、タクシーまで送っていただけますか？」

「いいですよ。行きましょう、ヒナコ。歩けますか？」

　ケネスは快諾してくれて、ふらつく日向子の腰に手を回した。

　だが、必要以上にケネスに触れられたくはない。日向子はその一心で、床だけ見て一歩一歩前に進む。

　ケネスは自分の秘書や会場の支配人になにか話していたが、英語だったため日向子にはよくわからず……。なにも疑うことなく、エレベーターに乗り込んだ。




　エレベーターが止まるなり、日向子は外に出た。

　息苦しくて、目の前がクルクル回る。それは、お酒を飲んだときの症状にどこか似ていて……。

（あのグラス……ひょっとして、ジュースじゃなくて、アルコールが入ってた？）

　日向子はお酒に弱い。ウイスキーボンボン一個で顔が真っ赤になるくらいだ。

　これまで働いていた環境では飲みに誘われることもなかったし、お酒が飲めなくて困ることもなかった。

　だが、グラスにたいした量は入ってなかったし、日向子が飲んだのはさらにその半分程度。

「大丈夫ですよ、ヒナコ。もうすぐ、です」

「あ、ありがとうご、ざ……」

　そこまで言って顔を上げたとき、日向子の足が止まった。

　結構長い時間エレベーターに乗っていたように思う。てっきりタクシー乗り場のある一階まで下りたのだとばかり思っていたが……。エレベーターは下りていたのではなく、上がっていたのだ。

　日向子の目に映る光景は、一階のエントランスではなく、三十八階のナンバーと狭い通路、そして開かれた客室のドアだった。

「わたし……タクシーまで、送ってくださいって……」

「少し休んでから、帰ったほうがいいと、マネージャー言いました。ボクもそう思う。プレミアムスイート、用意しました」

　開いたドアに向かって、引きずられるように連れて行かれる。

　このまま部屋の中に入ってしまったら……それは、フワフワした頭でもわかることだった。

「お、大きい声、出しますよ……手を放して」

「プレミアムフロア、誰もいません。ボクたちだけです」

　これを用意周到と言うのだろうか？　それとも、日向子に隙がありすぎるのか。

　ろくな抵抗もできないまま、日向子はドアの中に引っ張り込まれてしまう。

「あれ……ジュースじゃ、ないですよね？　それって、わざと……まさか、アルコール以外にも、なにか入ってたんですか？」

　相手は取引会社のＣＥＯ。銀行頭取が主催する有名ホテルのパーティ会場で、危険なことがあるとは思いもしない。だが、今となっては……渡されたドリンクに、迂う闊かつにも口をつけてしまったことが悔やまれてならない。

　日向子の目の前で、開いていたドアがゆっくりと閉まっていく。

「や……放して……沖さん、沖さん」

「ヒナコ、かわいいネ。タイガーシャークはいらなくなったオンナは捨てます。でも、ボクはヒナコを捨てません」

　ケネスが話しているのは日本語のはずなのに、なにを言っているのか、さっぱりわからない。

　そのとき、ケネスの唇が頬に触れて……日向子は全身が総毛立つ。

（いや……いや、沖さん、助けて……沖さん）

　刹せつ那な――閉じかけたドアが開き、そこから流りゅう暢ちょうな英語が聞こえてきた。

「タイガーシャークの獲物を横取りか？」

　千尋の声だった。

　日向子は力を振り絞り、ケネスを押しのけて千尋の腕に飛び込む。

　直後、日向子は彼から〝用なし〟の烙らく印いんを押されたことを思い出した。

　突き放されることを覚悟したとき、千尋は逆に、日向子の身体を力いっぱい抱きしめたのだ。

　すると、ケネスも英語で話し始めた。

「おいおい、こっちを睨まないでくれよ。もう、いらないと思ったんだ。獲物は深追いしない主義と聞いてたから」

「私の手から逃げ出した獲物は追わない。だが、奪われた獲物は……マリアナ海かい溝こうの底まで追いかけても、取り戻す主義だ」

　そんなやりとりが頭の中に響く。

（獲物？　いや、エサってこと？　これって、イタチザメの話？）

　ケネスが横をすり抜けて行くのを感じたとき、日向子はさらに力を込めて、千尋のスーツにしがみついた。

「ヒナコ、ボクはジュースにドラッグなんて入れてません。あれは、ホワイトラムがベースの、ただのジュースです」

　どちらかといえば、千尋に向けての言い訳のようだ。

　しかし、ホワイトラム、となると……。

「ミスター・ブライアント。ホワイトラムの入ったジュースはありません。それを言うなら、カクテルです」

　日向子に代わって、千尋はため息をつきながら言う。

「日本語、むつかしいです。ごめんなさい、の代わりに、ヒナコはこの部屋で休んでください」

　ケネスはそこまで日本語で言うと、ふいに英語に切りかえる。

「例の件、彼女はまったく気づいてない。だから、一番美味しいところは君が食べたらいい。二番目でも三番目でもいいから、こっちにも回してほしいな」

「なにを言っているのか、わからないな。それより、君は私の警告に従わなかった。そのペナルティについて話をしようか？」

　英語でも軽口を叩いていた様子のケネスだったが、千尋の返事を聞いた瞬間、彼の気配が変わった。態度を豹ひょう変へんさせ、日向子にはまったく理解できない早口の英語でなにやら捲し立てると、あっという間に部屋から飛び出したのだった。

　千尋に抱きついているうちに、日向子は落ちついてきた。めまいも少しずつよくなり、思いきって彼から離れようとする。

「すみません……ご迷惑をおかけしてしまって……あの、もう」

　大丈夫だと告げて、改めてお礼を言おう。

　日向子がそう思ったときだった。

　千尋の左手が、脚の裏に回され……ひと息に抱え上げられた。

　彼は、灯りが点いたままのリビングにつかつかと入っていき、Ｌ字型に置かれたベージュのソファの上に日向子を転がした。

　モノトーンと赤でコーディネートされた印象的な部屋だった。白い天井と大きな窓に下がった漆しっ黒こくのカーテン。照明を消して窓際に立てば、シックな内装とのコントラストに美しい夜景が引き立つことだろう。

　日向子が、ソファの横に置かれた赤いテーブルに目を留めたとき、千尋が眼鏡を外してその上に置いた。

　ネクタイは取り換えていたが、スーツは昼に見たときと同じだ。だがそれよりも、千尋が日向子の前で自ら眼鏡を外したのは、初めてのことではないだろうか。

　心臓の鼓動が駆け足するように速くなっていく。

「あ……の、沖さん？」

「言ったはずですよ。そんなことでは、悪い男に騙されてしまいますよ、と」

「わ、悪い男って言っても、ミスター・ブライアントは取引先のＣＥＯでしょう？　会社のことで大事な話があるって言われたら、断れないし……。パーティ会場なら、人目もあるので、だい……んっ」

　いろいろと釈明しながら、日向子が身体を起こそうとしたとき、千尋が覆いかぶさってきた。そのまま唇を重ねられ、再びソファの上に転がる羽目になる。

　キスが深まるごとに、普段の彼からは想像もできないほどの秘めた情熱を感じる。

　日向子の弟に向ける〝無私の愛情〟が欲しい、と言い、日向子を身体ごと自分のモノにしたい、と言う。

　日向子のほうは、〝千尋〟という名前に課せられた重みを聞かされたとき、彼を抱きしめて守ってあげたいと思った。〝無私の愛情〟に条件などないのだから。

　だが、日向子の思いとは逆に、千尋は険しい目をしていた。

「あなたは一度、痛い目に遭っておいたほうがいいのかもしれない。そう思って、黙って見送ろうとしたのに……どうして、私の名前を呼んだんです!?」

　彼は苛立たしげに言う。

　どうしてと言われても、気づいたら、千尋の名前を呼んでいただけだ。

「そ、そんなことを言われても……。でも、わたしが、ここに来たことは……どうして？」

「私をだし抜けるとは思わないでください」

　傲慢な言葉なのに、千尋から聞くとホッとする。心のどこかで、彼ならきっと自分の傍にいてくれる、そう信じていたのかもしれない。

　千尋の顔を見ているだけで嬉しくて、日向子は頬が緩んでいた。

「なにがおかしいんです？」

「沖さんは……冷たく見えて、優しいなぁって」

　ふいに、彼は狼うろ狽たえたような顔をした。そして、舌打ちが聞こえた直後――日向子の首筋に口づけを落としたのだ。

「え……あ……ぁっ」

　ぬめやかな舌先が素肌に触れる。

　日向子の肌を味わうように、千尋はゆるりと舐めたあと、強く吸いついた。

「あなたは……無防備にも、ほどがある。男を煽ればどんな目に遭わされるか……私が教えて差し上げましょう」

　言葉遣いこそ変わらないが、それはいつもの千尋の声音とは違った。

　驚いて彼の顔を見ると、そこにはただの情熱ではない、情欲を露わにしたまなざしで日向子を見つめている千尋がいた。

　背中の辺りをまさぐられ、ファスナーが下ろされた。ドレスが脱がされていき、同時にブラジャーの肩紐まで外されてしまう。

　煌こう々こうとした灯りの下、白はく桃とうのようなふたつの胸が零れ出た。

　日向子は羞しゅう恥ちに全身がカッと熱くなる。

（灯りを……消してって、言わなきゃ）

　その言葉を口にする前に、千尋の手が日向子の胸に触れた。その指先は思いのほか優しく、強ばっていた日向子の身体を、ゆるりゆるりと揉みほぐしていく。

　やがて桜色の先端が硬く尖り、千尋の口に含まれた瞬間――。

　日向子の肢し体たいがピクンと震えた。

「柔らかな胸だ。ここを、私以外の男に舐めさせたりしていませんね？」

　双そう丘きゅうを左右から押し寄せ、谷間に口づけながら千尋は囁く。

　日向子にはとても答える余裕はなく、ただひたすら、コクコクと頷いた。

「信じてあげましょう。……今日も、ガーターベルトを？」

　今度はミントグリーンのドレスの裾を捲りながら、千尋は尋ねてくる。

　日向子が返事に戸惑っている間に、彼の手はガーターベルトのレースを撫でさすっていた。

　太ももに千尋の指先が触れ、腰の辺りを撫で回す。その指がショーツにかかり、スーッと引き下ろされていく。

「あ……沖さ……ん、それは、やっ、ま……って」

「いい子だ。教えた通り、きちんと身につけているんですね。ほら、これなら、脱がせるのも簡単でしょう？」

　言いながら、彼はつま先から白いレースの塊をスルリと抜き去った。

　それを自分の目で見た途端、スースーする脚の間が恥ずかしくて、思わず身を捩よじっていた。

「あのっ……今日は、ここまで、とか？」

　日向子がそんなことを叫んだとき、千尋はふわりと笑った。

「残念ながら、男をいったんその気にさせたら、この程度では引き下がってくれませんよ」

「でも、シャ、シャワーも……浴びて、な……あぅ」

　千尋の指先が日向子の秘められた場所に触れ、掠めるように上下した。

　ゆっくり、ゆっくり何度も往復して、そのたび、痺れるような快感が大きくなっていく。やがてその場所から、小さな水音が聞こえ始め……。

　彼の指が花びらを掻き分け、中心に触れた途端、日向子は下肢を戦慄わななかせた。

「あ、ぁ、ぁ……んーっ！」

「あなたは、とても敏感な身体をしている。もう少し先まで進められそうだ。日向子さん、指……挿いれますよ」

「……え？」

　言われたことがよく理解できない。

　日向子が荒々しい息を整えていると、千尋は長い指を蜜の溢れる泉へと沈めていった。

「や、やだ、沖さん……そ、れって、怖い……です」

「大丈夫。処女膜は傷つけません」

　千尋の口からとんでもないセリフが出て、日向子は固まってしまう。

（しょ……処女……って言った？）

　当然、気づかれているとは思っていた。だが、改めて言われると、どんな顔をしたらいいのかわからない。

　そのとき――日向子は躰の中に違和感を覚えた。

　反射的に閉じようとした脚を押さえ込まれ、思わず、キュッと下肢に力を入れてしまう。すると中の指が動き、内側をぐるっと掻き混ぜられ……。

「きゃっ……あ、あぁ……ゃっ」

「怖くはありませんよ。気持ちよくしてあげるだけです。ほら、力を抜いて」

「で、でも……でも、こんなっ……こ、と……はぁぅ」

　千尋は指を動かすのをやめようとしない。

　浅い部分をゆっくりと愛あい撫ぶされ、日向子の躰はとろけてしまいそうだ。

「私のことが好きなんでしょう？　抱かれてもいいと、そう言ってくれたじゃないですか」

「そ、それは……」

　今日の昼間、千尋のマンションの寝室で尋ねられた言葉を思い出す。

『このまま、私に抱かれてくださいと言ったら……あなたはどうしますか？』

　彼の問いに日向子の答えは……。

「沖さんが、わたしのことを愛してくださってるなら、って言いました。だって、わたしの思いだけで、あなたを縛ることなんてできないから」

「……たった一度のセックスで？」

　千尋は、一度だけ日向子を抱きたい、と言ったのだ。それを、永遠のように思い込んでしまった。

　ショックを受けつつ、それでも、自分の気持ちをはっきりと告げる。

「い、一度じゃ、嫌です！　それに、たった一度でも、赤ちゃんができるかもしれないじゃないですか!?」

　日向子の言葉に彼はプッと吹き出した。

「それは、あなたのお母さんの実体験ですか？」

「学校の先生が言ってました！　百パーセントの避妊はないから、女の子は身体を大事にしなさいって」

　千尋は目を見開いたあと、日向子の中から指を抜いた。

「……ぁっん」

　思わず甘い声が漏れ、日向子は恥ずかしくなる。

「わかりました。じゃあ、失敗してあなたを妊娠させたら、責任を取って結婚すると約束しましょう」

　彼はぶっきらぼうに条件つきの求婚をして、日向子の脚の間に割り込んできた。

「沖さんっ！　それって……愛の言葉じゃないです」

「愛なんて、いくらでも嘘をつけるんですよ」

　そう答えながら、千尋はズボンのベルトを外していく。

「わたし……わたしは、沖さんが言ってくれるなら……信じます」

　いくらでもつける嘘をつかず、愛はないが日向子が欲しいと言って憚はばからない。そんな千尋の言葉なら、信じられると思った。

　その思いが伝わったのかどうかはわからない。だが、千尋はゆっくりと身を屈め、日向子と唇を重ねようとして――。

　直後……備え付けの電話がけたたましく鳴り始めた。

　それはわずか数秒で、ふたりの間に漂う甘やかな空気を消し去った。




　地下の駐車場から車でホテルをあとにする。

　日向子が乗っているのは会社のリムジンではなく、千尋が運転する彼の車。そのため、いつもの後部座席ではなく、助手席に座っていた。

　男性が運転する車の助手席に座るなど、日向子の人生で初めての経験だ。

（沖さんと出会ってから、初めてのことばっかり。スイートルームでも、あのままだったら……しちゃってたよね、初体験）

　あの電話に救われた、と言うべきなのだろうか？　それとも、あの電話さえなければ……。

　電話はホテルの支配人からだった。ケネスは日向子に部屋を取ってくれたようなことを言っていたが、最後に千尋が怒らせたことで、キャンセルを申し出たらしい。

　支配人の声を聞き、千尋も我に返ったようだ。電話のあと、急速に冷静さを取り戻し、ベルトを締め直していた。日向子も慌てて化粧室に飛び込み、ブラジャーをつけ直して、ドレスも整えたのだが……。

　その最中に千尋がやって来て、彼女の忘れ物をドアの隙間から手渡してくれた。

（ショーツ忘れてどうするのよ！　それを沖さんに拾ってもらうなんて！　でも……脱がせたのは沖さんなのよね）

　チラッと運転席を見て、ハンドルを握る彼の指にドキッとする。ソファの上でいろいろされたときのことが頭に浮かんできて、日向子は力を入れて膝を閉じた。

「どうしました？　ああ、途中で終わってしまいましたからね。私の指が恋しいですか？」

「そんなことは……」

　ない、と言いきれなくて、日向子は慌てて話を逸らす。

「あのっ！　沖さん、車を持ってらしたんですね。左ハンドルの外車なんて、初めて乗りました」

「いつものリムジンも外車ですけどね。右ハンドルですが」

「そ、そうでしたっけ？　でも、この車、後部座席がないんですよね？　お友達を乗せるときに困りませんか？」

　日向子の場合、弟ふたりと一緒に移動することを考えるので、ふたり乗りの車は絶対に選ばないだろう。だが独身男性なら、デートくらいにしか使わないのかもしれない。

　我ながら余計なことを聞いてしまった、と後悔したが……。

「人を乗せる？　そういえば、帰国した三年前に購入した車ですが、人を乗せたのはあなたが初めてです」

　さりげなく言われ、日向子にときめくな、というほうが無理だろう。

　駐車場で見た車のボディは、黒に近いグレーメタリックだった。派手なスポーツカーの割に、落ちついた色合いは千尋らしいと思った。

　だが、車に乗り込んだとき、日向子は息をのんだ。

　車内のシートはなんと真紅。彼のイメージとは全然違う。これが千尋のチョイスなら、彼は額面通りの男性ではないのかもしれない。そんな思いがフッと頭に浮かんだ。

　なにげなくハンドルを見つめていると、真ん中に猛もう獣じゅうのエンブレムがあるのに気づき――。

「あ、タイガーシャーク！」

　ケネスに言われて疑問に思っていたことが口から零れる。

「……この車はジャガーですが」

「乗ったことがなくても、それくらい、わたしだって知ってます。そうじゃなくて、思い出したんです。ミスター・ブライアントが沖さんのことをそう呼んでいましたよね？　いったい、どういう意味なんですか？」

　日向子が問いかけると、数秒後に千尋がポツリと答えた。

「イタチザメではありませんか？」

「いえ、ですから、そういう意味じゃなくて」

「彼は他に、どんなことを言ってましたか？」

　少し考えて、日向子はひとつのことを思い出した。

「オフショアのタイガーシャーク――そんなことを言ってたと思います。オフショアは沖合って意味もありましたよね？　そうそう、彼の海では戦いたくない……とも。これって、アメリカンジョークですか？」

　千尋は無言のまま少し走らせ……唐突に、車を路肩に寄せて停車した。

　日向子はなにか悪いことを聞いてしまったのかと思い、不安で胸がいっぱいになる。

「あの……沖さん？」

「すみません。本当は渡そうと思っていたものがあって、望月邸に伺いました。そこで奈津江さんから、外人男性から電話で呼び出されたと聞いて……」

　家にかかってきた電話を取り次いでくれたのが奈津江だ。そして家を出るときも、奈津江に行き先を伝えて出てきた。彼女に聞いたと言うなら、パーティ会場であるホテルにやって来てもおかしくない。

　だが、都合よく話を逸らされたと思うのは、気のせいだろうか？

　そのとき、千尋はグローブボックスから一通の封筒を取り出し、日向子に差し出した。

「これは？」

「今日の午後、内田のところへ行ってきました。彼はすべての罪を認め、あなた方から不当に奪った財産を返還する旨、書類にサインしました――」

　千尋の仕事の速さにビックリしつつ、日向子は封筒の中身を取り出す。

　そこには彼が言った通りの書類があった。返還に充当する資産のリストには、内田の所有する不動産、有価証券から預貯金まで、ずらっと書かれてある。

　その中には妻名義のものまであった。それは、内田の妻も詐欺行為に加担していた、ということに他ならない。

「これって、住む家も預貯金もなくなりますよね？　事務所を続けていくこともできなくなるんじゃ……」

「その代わり、こちらから警察に突き出すことはしません。日向子さん、これは望月家の財産を相続した件とはまったく別のことです。内田は三輪夫妻の死を利用して、詐欺を行った。それは許されない罪なんです」

　そう言われたら……なにも言い返すことができない。

　内田はすべてを失うが、それはもともと日向子たちの両親が、三人の子供に遺したものだ。盗んだものは返さなくてはならない。

　千尋には『怒りと憎しみしかないだろう』と言われたが、そのどちらの感情も湧いてこない。日向子の中にあるのは、残念な思いと悲しみだけだった。

「ただし余罪があれば、警察に目をつけられる可能性もあります。他でも詐欺行為を働いていれば、あなた方の一件がなくとも、逮捕や起訴は免れないでしょう」

「そう……ですか」

　六年前、百万円程度のお金しか残らなかったと言われ、小学生と幼稚園の弟を連れて途方に暮れたときのことを思い出す。

　それでも内田夫妻には感謝の思いでいっぱいだった。

　奪われたものを取り返すだけなのに、日向子は自分が強欲な人間になってしまったみたいで、どうにもやりきれない。

　そんな日向子の表情を見て、千尋が嘆たん息そくとともに口を開いた。

「悪党を懲らしめたつもりでしたが、どうやら私のしたことは、余計なことだったらしい」

「そうじゃありません！　本当に、そんなこと思ってませんからっ!!」

　とっさに叫んだあと、彼女は居住まいを正して千尋と向き合った。

「弟たちにも、本当のことを話します。わたしがボンヤリしているせいだって怒られるかもしれないけど、でも――両親はちゃんとわたしたちのことを考えてくれてたって……喜ぶと思います。高校も大学も堂々と行くことができる。沖さんのおかげです。本当にありがとうございました」

　そう言って、深々と頭を下げる。

　ところが、そんな日向子の耳にとんでもない言葉が聞こえてきたのだ。

「この場で、あなたを抱きしめたい」

「……は？」

　ただでさえ目立つ車なのに、それを路肩に停めた状態で……というのは、さすがに無謀だろう。

　日向子がそのことを口にする前に、千尋は覆いかぶさってきた。

「お、沖さんっ！　ここでは無理です。わたし、こんなところで……たとえ、ショーツだけでも脱げませんっ！」

　キスだけで彼の言いなりになってしまうかもしれない。それが不安で、日向子は慌てて叫んでいた。

「……ご期待に添えなくて申し訳ありませんが、さすがにここでは、抱きしめるだけで勘弁してもらえますか？」

　千尋の『抱きしめたい』は言葉通りの意味だったと知り、日向子は穴を掘って埋まりたくなる。

　だが、彼は呆れている様子もなく、切なく絞り出すような声で囁いた。

「羨ましい……大介くんと晴斗くんが……」

「沖さん？」

「養父が亡くなったとき、私は帰国しませんでした。手の離せない仕事もあり……そのときですよ、乗っていた飛行機が墜落しそうになったのは」

「つ……墜落って？」

　それは千尋が、アメリカ国内を移動する飛行機に搭乗中の出来事だった。離陸直後にバードストライクでエンジンが停止した。しかも、飛び込んだ鳥が大型だったため、機体への衝撃も大きく、機内は騒然となった。

「最悪のケースを考え、乗客たちは家族や恋人に向けて、最後のメッセージを書き残そうとしていました。私も手帳を取り出したんですが……」

　千尋はなにも書けなかったという。なにかを伝えたい人も、もう一度会いたいと思う人も、頭に思い浮かべる人間のひとりもおらず、愕然としたのだ。

「三十年間生きてきて、私がそこで死んでも、悲しんでくれる人のひとりも思いつかなかった。結局、谷底に突き落とされたまま、私の人生は終わるのか、と」

「わたしが……わたしが、悲しみます。わたしがあなたを見ています！　だから、忘れないで……思い出してください。どうか……どうか……」

　千尋の告白に、日向子のほうが泣き出していた。

　愛してもらえなくてもいい。だが、千尋のことを心から思う日向子の存在だけは、忘れてほしくなかった。

　その思いだけで口にした言葉だったが……。

「わかりました。では、もしものときは、あなたの顔を思い出すことにします」

「ええ……え？　いや、あの、ちょっと待って。〝もしものとき〟は、ないほうがいいですよね？」

　深く考えてなかったが、千尋が危険な目に遭わないほうが断然いい。

「では、答えてください。――私があなたの秘書を辞めても、そう思ってくれますか？　そして、あなた以外の女性と結婚したとしても」

　千尋には傍にいてほしい。

　ずっと日向子を支えてくれると、そう思っていた。

　他の女性と寄り添う千尋を見るのは、きっと拷問だろう。

　だがそれでも……日向子にはもう、千尋を嫌いになることなどできそうにない。

「当たり前じゃないですか。傍にいても、いなくても、好きなものは好きなんです。そして好きな人には、幸せになってほしい」

　ほんの少し身体を離し、日向子は手を伸ばして千尋の前髪にそっと触れた。

「沖さんは知らないでしょう？　お金は使ったらなくなるけど、愛情って愛すれば愛するほど増えるんですよ。これは、母に教わりました」

　日向子が伸ばしていた手を千尋は掴み、そのまま、掌に唇を押し当てた。

　言葉はなにもない。ただただ彼は、日向子の掌に頬ずりをして、何度もキスを繰り返した。

　ふたりは見つめ合うだけで、自然に唇が引き合うように重なる。それは次第に、熱烈なキスへと進み……。

　警ら中の警察官に、運転席の窓ガラスをノックされるまで続いたのだった。
















第十一章　まさかの乗っ取り
















　未処理のケースに入った最後の契約書に、日向子はサインして代表者印を押す。

「えーっと、これで望月商事から回ってきた書類は、終わりですね」

　日向子は大きく息を吐くと、処理済みのケースを優奈に渡した。

「はい、お疲れ様でした。時間通りですね。担当の方もそろそろ来られるでしょう」

　優奈はニッコリと笑ってケースごと受け取った。そのまま社長室と繋がっている秘書室に向かうのかと思ったが、優奈は足を止めて日向子のほうを見た。

「今日のお昼はお弁当を持ってこられたんですね。久しぶりのことで、気が利かず、申し訳ございません」

「お茶は自分で淹れるから、気にしないでください。それと……これからも、ビジネスランチのないときはお弁当にしようと思ってます」

「よろしいと思いますよ。昨日は午後の予定をすべてキャンセルされたので、わたくしも心配しておりました。でも、今日の社長は心なしかお元気そうで……。なにか、楽しいことでもございましたか？」

「楽しいことっていうか……」

　日向子は少し迷ったが、思いきって口にしてみる。

「わたしは、祖父から指名されただけの〝素人社長〟だから、一年でクビになるかもしれません。でも一年……違った、残り十一カ月、やれるだけのことはやろうと思っています。だから、それだけはわかってください！」

　そのとき、優奈の顔から微笑が消えた。訝しむように目を細め、目尻をつり上げる。

「まあ、いけませんわ。社長ともあろう方が、盗み聞きだなんて」

　悪びれることなく言い放つ優奈の顔は、これまで以上にキラキラと輝いて見えた。

（沖さんの言った通り、これが藤戸さんの本性ってこと？）

　日向子が言い返せずにいると、どうしたことか、優奈はつかつかと戻ってきたのだ。そして、書類の入ったケースを社長のデスクにコトンと置く。

「わたくし、この通り美人ですし、国立の女子大を首席で卒業しました。学生時代には留学経験もあり、英会話も完璧だと自負しております」

「すごいですよね！　あ、でも、それならどうして望月陶器に？」

　望月陶器は老舗の優良企業だ。もちろん、大勢の就職希望者がいる。だが、国立の女子大を首席で卒業するような人が選ぶ企業だろうか？　彼女の自慢が英語力だというなら、尚のこと、それを存分に使える分野とは言いがたい。

　日向子は疑問をストレートに尋ねただけだが、優奈は口をへの字にした。

「なにもかもが普通の社長と違って、優秀なわたくしは妬まれることが多いんです。気を許す相手などおりませんわ。人の足を引っ張って、蹴落としていかないと、逆に足を引っかけて転ばされるんです！」

「ご、ごめんなさい、意味がよく……」

　どこが答えになっているのだろう？

　日向子は首を捻る。

「ですから、財閥系の一流商社に採用されたんです。そこを……蹴り出されたんですわ！」

「け、蹴りって」

　あまりの言い様に日向子は開いた口が塞ふさがらなくなった。

　優奈が渋々話してくれたところによると――彼女は五大商社のひとつ『七なな星ほし商しょう事じ』に総合職で採用された。だが、控えめな性格とは言いがたい彼女は、同僚とぶつかり、上司にも嫌われ、後輩とも揉めるようになり……。三年目を迎える前に、辞めざるを得なくなってしまったという。

　退職後、望月商事の中途採用の試験を受けたが不合格。そのとき、優奈は先代社長に声をかけられた。望月陶器に中途採用され、秘書課に配属されたという。

「先代社長は厳しいけれど、きちんと評価してくださる方でしたわ。やりたくないことはやらなくていい、だが、働きやすい環境は自分で作れ、と。それからは、誰にも手の内は明かさないようにしてまいりました」

　初めて、優奈の心の声を聞いた気がする。日向子はそのことに感動を覚えていた。

「三輪社長にも感謝しておりますのよ。コピーとお茶くみしかできない女の子でも、わたくしなら一流の女社長に変身させてみせます――そう言って、今の地位を掴んだのですもの」

「そうだったんですか……それは、どうも、ありがとうございま……」

　とりあえずお礼を言おうとしたのだが、その瞬間、優奈の目がクワッと見開いた。

「そこは、お礼を言うところではありませんわ！」

「ご、ごめんなさ……」

「ですから、秘書ごときに簡単に謝らない！」

　なにを言っても怒られそうなので、日向子はギュッと口を閉じる。

　そんな日向子を横目で見つつ、優奈は大おお仰ぎょうな動作で頭を抱えたのだった。

「ああ、それなのにっ。得体の知れない個人秘書に骨抜きにされて……まあ、カモがネギを背負って歩いてるような社長ですから、仕方がないのかもしれませんけど」

「あ、それは……沖さんには、フラれたと思います、たぶん」

　千尋が気のある素振りをしたのは、六年前の真相を知るため。養父を騙した相手を見極めるためだった。

　そのことを説明しようかと思ったが、それだと、内田の犯罪まで話さなくてはならなくなる。

「その……カモ鍋はあまり、お好きじゃないっていうか……。沖さんは、わたしの背負ってるネギには興味がないみたいです」

　日向子はなんとなく、抽象的な説明でごまかした。

「へえ、望月グループなら結構な価値ですのに……意外ですわね。そうでなくとも、社長にはご執しゅう心しんのようでしたわ」

　しんみりと言われたら、日向子としては笑うしかない。

「ご執心なんて、そんなことないですよ。この一週間、藤戸さんみたいなクールでデキる女路線を目指して頑張ったんですけど。でも、眠れないし、ゴージャスなランチも美味しくないし、で……背伸びはやめました。ランチはお弁当を食べながら、一流の女社長を目指すことにします！」

　すると、優奈は急に真剣な顔をして、日向子のすぐ傍にやってきた。

「目指すのは勝手ですけれど……それはともかく、沖さんはパスして正解ですわ」

「えっ!?」

「わたくし、聞きましたもの。あの男、言い寄ってくる女にどういう仕打ちをしているか。――社長もお聞きになりたいかしら？」

　日向子はコクコクと首を縦に振る。

　優奈はまるで怪談でもするような低い声で、思わせぶりに話し始めた。

「あの男、初っ端から、女をホテルのスイートルームに連れ込むそうですわ」

　スイートルームという単語に昨夜のことを思い出し、ドキンとしたが……。

　昨夜、日向子を連れ込もうとしたのはケネスのほうだった。千尋は彼女を助けるために、飛び込んできてくれたのだ。

　日向子が昨夜のことに思いを巡らせていると、優奈の声が聞こえてきた。

「するといきなり、服を脱いで裸になれ、と――」

　にわかには信じられなかった。さすがに、日向子もそれは言われたことがない。

　だいたいの女性は、そう言われたとしてもすぐに脱ぎ始めたりはしないだろう。ただ問題は、そのデートに漕ぎつけるまでに、『沖さんのためならなんでもします』というようなことを、誰もが言っていることだという。

「馬鹿な女が多いから、男をつけ上がらせるんですわ！」

　優奈は怒りながらも、千尋に手ひどくフラれた女性たちのことを嘲笑っている。

　しかし、日向子には怒ることも笑うこともできそうにない。

（だって……絶対、わたしも言うと思う。なんでもしますって）

　その直感には、確信めいたものを感じる。

「女が断ると、あの男は何百万もの札束をベッドに放り投げて、脱ぐように迫るそうですわ。怒って出て行く女は、嘘つき呼ばわりして――」

　だが、そこで脱ぎ始める女性も少なからずいる。そんな女性たちが裸になったとき、千尋は『金のために裸になる、汚らわしい女だ』と侮蔑の言葉を投げつけ、そのまま置き去りにするという。

　そんな目に遭わされた女性は、千尋には二度と近づこうとしない。中には、弄ばれて捨てられた、といった噂を流して、辞めていく女性もいた。

　日向子はその話を聞いたとき、家政婦の奈津江から聞かされた話を思い出した。

　きっと通いの家政婦たちも、穏やかな気性の彼に憧れ、デートの約束を取りつけたものの……その豹変ぶりにショックを受け、辞めていったに違いない。

（悪い男っていうか……でも、本当に悪い男なら、手を出すと思うんだけど）

　きっとなにか事情があるのだと思う。

　千尋をかばいたい反面、なにもそんなひどい仕打ちをしなくても、と思わなくもない。

「秘書課も何人かやられて、だから詳しく知ってますの。これはわたくしの勘ですけれど、沖さん、女からひどい目に遭わされた過去でもあるんじゃないかしら？」

「そうですよね！　沖さんは悪い人じゃないと思うんです」

　日向子が同意すると、優奈は社長のデスクをバンと叩いた。

「違うでしょう!?」

「え？　えーっと……」

「女を精神的に叩きのめして、優位に立とうなんてする男は、歪んだ性癖の持ち主に違いないわ！　聞く限りだと、誰ともセックスしてないみたいだから……ＥＤかもしれませんわね」

　優奈の発想の飛躍に、日向子はついていけない。

　そういえば、エレベーター前で後輩と話しているのを聞いたときも、彼女は千尋のこと唾だ棄きするように言っていた。

『先代社長には上手く取り入ってた』

『あの男もとんだ俗物』

（藤戸さんって、どうしてこんなに沖さんのことを嫌ってるの？）

　胸に浮かんだ疑問を口にしようとしたとき――。

「お待ちください！　勝手に入られては困ります!!」

　ドアの向こうで叫び声が上がった。

　優奈の表情が一瞬でオフィシャルなものに変わった。

　秘書の仮面をかぶった瞬間を目にしたようで、日向子は改めて感心する。

「来客……招かれざるお客様のようですわ。社長、暴漢の類なら、すぐさま秘書室に入り、反対側のドアからお逃げください」

「わ、わかりました。そのときは、藤戸さんが先に行ってくださいね」

　最初に案内してもらったが、秘書室は優奈のテリトリーに思え、あまり出入りしたことがない。

　ところが、日向子の返事を聞くなり、秘書の仮面に亀裂が入った。

「そうではなくて、社長おひとりで逃げるんです！　わたくしには、ここに残る義務がありますから」

「そんなのはダメです。藤戸さんになにかあったら、どうするんですか？」

「わたくしには、社長秘書としてのプライドがあります。とにかく、秘書に代わりはいくらでもおりますが、社長の代わりはいませんので……」

　その言葉を聞いたとき、日向子は我慢できずに怒鳴ってしまう。

「なに、馬鹿なことを言ってるの!?　秘書の代わりはいても、藤戸さんの代わりなんていません！」

「……社長」

　ついつい、弟を叱りつけるように声を荒らげていた。

　謝ったほうがいいのだろうか、と思ったが、さっきは謝ったことで余計に怒らせてしまった。

　そう思った直後、ドアが思いきり開いた。そこにはスーツ姿の中年男性がひとり。

（だ、誰？　社内にいたっけ？）

　細身というより、針金のようだ。刺とげ々とげしい感じも、針金の先端を思わせる。

　全体に重役の雰囲気は漂わせているが、さすがに望月陶器の重役なら会議で何度も顔を合わせているので、まったく見覚えがない、ということはないだろう。

　そのとき、隣の優奈が呟いた。

「専務……望月商事の南原専務ではありませんか？　どうして専務が社長室に乗り込むような暴挙を？」

　日向子は、〝南原〟という名前に聞き覚えがあった。誰だったかしばらく考え、フッと頭に浮かんだのが……最近では日向子に近づこうともしない、拓郎の顔――。

「あの……ひょっとして、明美さんのご主人、徳広さんですか？　祖父のいとこだったか、はとこだったか……あ、亡くなった父のはとこでしたっけ？　とにかく、はじめまして、三輪日向子です」

　信じられないことに、住民票の上では同じ望月邸に暮らしながら、この徳広とは〝はじめまして〟だった。

　よくよく見てみると、顔の造作も背が高いところも拓郎にそっくりだ。わざとらしく顎を上げて、威嚇するように見下ろしてくる仕草もまったく同じだった。

「とぼけるな！　先代社長の財産を根こそぎ相続しながら、なんという真似をしてくれたんだ!?」

　まさに怒り心頭に発するという印象だ。しかし、祖父が亡くなるなり、妻子の住む家に帰ってこなくなった人に怒られる覚えはない。

　それを口にするより先に、優奈のほうが前に出た。

「南原専務、少し失礼ではありませんか？　まずはお引き取りになって、冷静さを取り戻されてから、再度お訪ねください」

　優奈は引き下がらないなら、警備員を呼ぶぞと言わんばかりだ。

　だが、よほどのことらしく、徳広は引き下がらなかった。

「そんな澄ましている場合か!?　この小娘は先代社長と社員を裏切り、望月陶器の株の半分近くを譲渡しているんだぞ。それを買い占める動きが出ているんだ！」

「そんなこと……なにかの間違いですわ」

　優奈はそう言うと、彼女らしくない不安そうな顔で日向子を見た。

　だが日向子は、小野寺の事務所に千尋が訪ねてきた日のことを思い出す。

　あのとき千尋は、相続税がかなりかかるため、資産の中から処分可能なものは処分せざるを得ない、と話していた。それに伴い、株式も全体に影響のない程度を売却する、という話もあとから聞いた。

「株の売却は相続税を払うためです。でも、半分近くなんて……財務の専門家に任せていますから、そんな買い占められるようなことは」

　もしそんな危険があるなら、千尋が教えてくれるはずだ。

　だがそのとき、ケネスから望月グループがＭ＆Ａのターゲットになっている、という話を耳にしたことを思い出す。あのときは笑って否定したが……。

「あの男はどこにいる？」

　ふいに、徳広は社長室を見回し、誰かの姿を探し始めた。

「あの男って……個人秘書の沖ですか？　彼なら、今日は本社ビルには顔を出していません。わたしでは目の行き届かない仕事を任せていますので」

　日向子は一応、社長らしく答える。

　ところが、徳広は日向子のことを、かけらも社長として扱わなかった。

「ほう、好き勝手にやらせた挙げ句がこれか？」

「これって……いったい、沖さんがなにをしたって……」

　直後、廊下のほうから大勢の足音が聞こえてきた。唖然としていると、望月陶器の重役たちまでが、社長室になだれ込むように入ってきた。

「社長！　取締役会の承諾もなしに、自社株を一部重役や子会社に譲渡するとは……いったい、どういうことですか!?」

　怒鳴りながら尋ねられても、どういうことか、日向子のほうが聞きたいくらいだ。　さらには――。

「それに、社長の個人秘書が関係している、と重役宛てにメールが届いてるんです！」

　怪文書まで届いているようで、余計にわけがわからなくなる。

「社長！」

「社長!!」

　何人もの重役たちからそう連呼され、日向子は言葉を失った――。




＊　＊　＊




　翌日、本社ビルの大会議室で緊急取締役会が開かれた。

　望月陶器だけでなく、グループ関連会社の重役たちもずらりと顔を揃えている。

　約六十名はいるだろうか。中央に置かれたＵ字型のテーブルだけでなく、壁や窓に沿って三方に置かれたテーブルまで、順に人で埋まっていく。

「定員六十三名の大会議室が埋まることなんて、さすがにないと思っておりました。でも……席が足りてよかったですわ」

　優奈はそう言いながら、日向子の前にも冷たいお茶のペットボトルを置いていく。

　通常の会議なら秘書がお茶やコーヒーを淹れるのだが、今回は緊急なので、それぞれの席にペットボトルが並んでいた。

　日向子はそんな中、代表取締役社長と書かれた席にボンヤリと座る。

（なんでこんなことになっちゃったんだろう？）

　昨日、あれから千尋とはまったく連絡が取れなかった。教えてもらったばかりの自宅マンションにも立ち寄ったが、深夜まで待っても帰ってこなかったのだ。

　そして今朝、日向子は出社するなり、緊急取締役会が開かれることを教えられた。

　その前に、千尋に会いたい。

　今回のことに千尋がどう関係しているのか、直接会って聞かせてほしかった。

　しかし、日向子が心細さで倒れそうになりながら社長室に入ったとき――デスクの上に白い紙が置かれていた。

　それは、千尋と交わした契約書。

　彼女が幸せな未来を夢見た一枚の紙は、ふたつに裂かれていたのだった。




　緊急取締役会が始まる前、絶望的に落ち込む日向子に『個人的にまとめた情報ですが』と前置きして、いろいろ説明してくれたのは優奈だった。

『どうやら、半数以上の重役が加担しているようです――』

　望月グループは同族経営を維持してきた。だが、時代の流れもあり、先代社長のころには血縁による求心力がなくなってきていたのだ。大方の意見として、次の社長は望月家以外の人間が選ばれるだろう、と噂されていたのだが……。

　そこに突如、先代社長の遺言により、二十四歳の高卒で一般事務しかできないような女が社長になった。

『重役たちはわざと、重要な会議にも社長を出席させませんでした。社長に与えた仕事は、会社の広告塔としての役割のみ。ビジネスランチも……若くてかわいい女社長をモノにする機会だ、と取引相手には伝えていたようですよ』

　ケネスがあんな態度に出た理由がわかり、日向子は気が抜けてしまう。

『馬鹿にしているとわざと怒らせ、社長から出て行くことを期待していたんですわ』

『え？　でも、わたしが一年頑張らないと、会社が潰れるんじゃなかったの？』

『それを待っていたんです。同族経営に反対する人たちは、望月グループを潰して、新しい会社の経営権を握るつもりだったんですから』

　そのため、日向子の持っていた株式の半分近くが、同族経営に反対する重役と『フルムーンエンジニアリング』――ＦＥと呼ばれる子会社に譲渡されていた。

『望月陶器の重役の過半数が、同族経営の反対派だったんですもの。譲渡は適法、譲渡された価格にも問題はなさそうなので、株主総会を開いても無駄ですわね』

　優奈の説明はわかりやすいが、最悪のことでも遠慮なしに言ってくれる。

『じゃあ、これからどうなるの？』

『今はまだ、社長が筆頭株主ですけれど、譲渡された株がまとまると……大変なことになりますわ』

『どれくらい、大変？』

『会社が乗っ取られるので、首脳陣は総入れ替えですわね。早く言えば、社長はクビです。もっと言うなら、一世紀に亘る望月のブランドが消えてなくなる、というくらいの大変さです。おわかりいただけまして？』

　こんなことなら日向子が相続せず、普通に売却されていたほうがよかったのではないか、と思うくらいの大変な事態だ。

『もうひとつだけ……それに沖さんは、どう関係していたの？』

『さすがのわたくしにも、そこまでは……。でも、速攻で消えるくらいですから、株式の譲渡に関わっていた可能性は大ですわね』

　優奈の言葉にひと言も返せなかった。




　いざ、会議が始まろうとしたとき、いかにもエリートといった一団がぞろぞろと入ってきた。一瞬で会議室内がざわめく。

　日向子は遅れてきたどこかの重役かと思ったが、どうやら、そういうことでもないらしい。

　すると、一団から抜け出たひとりの男性が、日向子に向かって歩いてきた。

　男性は四十代半ば……五十代にはなっていないように思う。仕立てのいいスーツを着た、上流階級の紳士にしか見えない男性だ。

「嘘だわ……どうして、七星グループの人間がここにいるの？」

　後ろで優奈が小さく呟いた。よほど意外だったのか、心底驚いた声だ。

「な、七星？　七星って、汐留にあるホテルの？」

「ええ、ロイヤルスター系列のホテルも七星の所有ですわね。あと、わたくしが以前勤めていた、七星商事も。彼は、そこの副社長で、創始者の直系、征まさ木き博ひろ司しですわ」

　桁違いに大きな会社の副社長。それも、創始者である征木家の現当主が現れ、戸惑っていたのは日向子だけではなかった。望月グループの重役たちも、わけのわからない事態に混乱している。

　そんな中、征木は日向子の目の前に立つと、微笑みながら会釈した。

　思いがけず人懐こい笑みを向けられ、日向子は急いで立ち上がった。彼と同じように笑顔で返したあと、丁寧に頭を下げる。

「はじめまして、三輪日向子社長。私は七星商事の副社長をしている、征木と言います。いやぁ、君は想像した通りの女性だな。頼りなげなところが男心をくすぐり、清潔で裏表のないところが女性にも人気だと聞いてますよ」

「それは、どうもありがとうございます。でも、今日はこれから重大な会議がありまして……。なにかお話がありましたら、のちほど……」

　そこまで日向子が返したとき、後ろから背中を小突かれた。振り向くと、優奈が険しい顔をしている。

「七星の副社長が、偶然入ってきてしまった、とでも？　そんなわけがないでしょう!?　しっかりしてくださいっ！」

　小声で叱られ、ようやく日向子もピンときた。

「あの……まさか、今回の件に七星グループが関係してるんですか？」

　日向子がストレートに質問すると、周囲からどよめきが上がった。

（え？　こういう聞き方ってヤバかった？）

　と思っても、後の祭りだ。

　上目遣いに征木の顔を見上げると、彼はどうしたことか、おかしそうに笑い始めたのだ。その表情に既き視し感かんを覚え、日向子はドキッとする。

「ああ、いや、失礼した。君は先代の望月社長にそっくりなようだ」

「そうですか？　祖母の若いころの写真にそっくりだって言われたんですけど。あ、いえ、そんなことより……」

「先代の望月社長は、取引相手にまっすぐ向き合う。そして、粘土のように柔軟に思わせながら、焼き上がった陶器さながら、決して形を変えようとはしない男だ、と」

　征木の気配が、少しずつ変わっていく。

　日向子はその様子を見ていて、次第に怖くなった。

「十三年前に亡くなった父から、そう聞かされました。だから、望月が視界に入っても放っておけ、とね」

　そのとき、征木の声を遮るように、背後から優奈の声が上がった。

「あ……ＦＥはもともと七星の子会社でしたわ！」

　重役たちはなにごとかと思ったようだが、日向子は彼女から聞いた話を思い出す。

「それって、わたしが望月陶器の株を譲渡したっていう子会社？」

「そうですわ。七星はまだＦＥの株を相当所有しているはず。そして、望月がＦＥの株を所有している比率は子会社の中でも低かったはずで……」

　そこまでブツブツと言っていた優奈が、さらになにかに気づいた。

「なんてこと！　今回の乗っ取りは、反対派が反はん旗きを翻ひるがえした内部分裂だと思っていましたけれど……違いますわ、社長！　資金源が気になっていたのです。でも、まさか、七星グループが」

　すると、征木がパンパンと手を叩き始めた。

「これは、驚いた。君は優秀な秘書をお持ちのようだ」

「ちょ、ちょっと、待ってください！　秘書は優秀なんですけど、わたしはあまり優秀じゃなくて……藤戸さん、もうちょっとだけ、わかりやすく説明して」

　日向子は優奈に縋るように言う。すると、彼女は大きく息を吐き――。

「社長から〝望月〟を取り上げた重役の皆様は、慌てて差し出されたＦＥという金庫に収めました。ところが、手元にあったはずの金庫の鍵は、いつの間にか七星の持ち物になっていた――」

　望月グループの子会社であるＦＥだからこそ、反対派の重役たちは譲渡しても大丈夫だと思った。だがＦＥの大口株主には七星グループも多く名を連ねていたのだ。それは、ほんの少し買い占めるだけで、ＦＥが七星グループの傘さん下かになってしまうくらいに。

　そうなれば当然、日向子が譲渡した望月陶器の株式ごと、七星グループに持って行かれることになる。

「征木副社長がわざわざ来られたということは、恐らくＦＥは……」

　優奈がそう呟くと、征木の後ろから秘書らしき男が歩み出て、書面を差し出した。それは、すでにＦＥが七星グループの傘下に戻ったという証だった。

　ＦＥの重役たちは承知しているのか、日向子たちとは視線を合わせようともしない。

　日向子たちの会話は、大会議室の中を波のように広がっていく。あちこちで「こんなはずではなかった」「おまえのせいだ」などと罵り合う声が聞こえ始める。

「ＦＥのトップはすでに、この私が引き継ぎました。専門家に任せたのだが、こんなに簡単な買収は初めてだと言ってましたね」

　征木は高らかに笑う。

　そんな彼を見て、優奈は思いがけないことを言い始めた。

「専門家……まさか、沖さんって、七星の人間だったんじゃ」

「違うわ！　沖さんが祖父の個人秘書になったのは、三年前でしょう？　それも、父親の後を継いで……」

　祖父の個人秘書だった沖信春は、千尋にとって養父にあたる。

　そして、この征木に既視感を覚えた理由は――。

　頭の中で赤信号が点滅し始め、日向子はジッと征木の顔を見つめた。

　すると、彼はニヤリと笑ったのだ。

「ボンヤリしているかと思えば、意外と鋭いところもあるようだ。そうですよ、沖千尋は、私の父がホステスに生ませた婚外子だ。父の遺産をいくらかやって国外に追い払ったんだが、使い果たして戻ってきたらしい」

　作られた微笑みは消え、そこには、鬼の面をかぶったような征木の本当の顔が表れていた。

　その瞬間、千尋が日向子に抱きつき、『羨ましい』と囁いた意味がわかった。

『半分しか血の繋がっていない弟など、見捨てても誰もあなたを責めない』

『あなたを見ていると……その、無私の愛情を手に入れたくなる』

　実の弟を『国外に追い払った』と嘲笑うこの男が、千尋の異母兄だった。彼が、『兄弟などいない』と答えたはずだ。

　千尋の姿が六年前の弟たちに重なり、日向子は彼を思って涙が浮かんでくる。

「しかし、あんな男に騙されるとは……。望月の先代社長も、たいした人物ではなかったらしい。だが、君には気の毒なことをしたね。それとも、いい思いをしたのかな？」

　征木の言葉に、日向子は身体がカッと熱くなった。

　そんな日向子の背後では、重役たちが列をなして優奈に近づいていた。

「君は優秀そうじゃないか、なんとかしてくれ」

「買収を防ぐ手立てはないのか？」

　などと口々に詰め寄っている。

　七星商事時代の優奈なら、そんな重役たちを突き放しただろう。だが今の彼女は、望月グループに――というより、先代社長に対する恩義を感じているのかもしれない。情けない重役たちに向かって、仕方なさそうに答えていた。

「すぐに思いつく手段は第三者割当増資ですが……。数十億、いえ、相手は七星ですからね。百億近いお金を右から左に用意してくださる、第三者に心当たりはおありですか？」

　敵対的買収のターゲットになるなど考えたこともなかった望月の重役たちに、こういったケースの危機対応など、準備できているわけがない。

　そんな彼らの様子に、征木は愉快そうに笑った。

「ああ、数日中には望月陶器も私のものになる。この本社ビルも明け渡してもらうよ。それと、重役はほとんど入れ替えることになるだろう。社員もリストラ予定だ。それぞれ準備しておきたまえ」

　直後、征木はクルッと踵を返し、出口に向かって歩き出す。

　ガヤガヤと騒がしかった大会議室が、水を打ったように静まり返った。

「――待ってください！」

　その、不気味な静寂を破るように、声を上げたのは日向子だった。

　背中を向けたまま、征木は立ち止まる。

「沖さんがあなたに手を貸すなんて、絶対にあり得ません。だから、きちんと訂正してください。征木さんが任せた買収の専門家は、沖さんではない、と」

「なんのために？」

　千尋は契約書を破り、望月グループから、そして日向子のもとから去った。

　今となっては、誰が買収を主導したかなんて、どうでもいいことかもしれない。だが、たとえそれでも、黙ってなどいられなかった。

「彼の名誉のためです！　家族や大事な人が疑われたら……絶対に違うと言います。祖父は沖さんを息子同然にかわいがっていたと聞きました。そんな彼が、望月のブランドを潰そうとするはずがありません！　わたしは、彼を信じます」

　日向子の言葉に征木は振り返った。

「馬鹿な女だな。あの男は君をたらし込んで、会社も財産も奪おうとしていたんだぞ。私はそれを阻止してやったんだ。感謝してほしいくらいだ」

「いいえ！　沖さんはいつだって、わたしを助けてくれました。今度だって、きっと……」

　日向子を見捨てるはずがない。

　千尋は言ったのだ。

『私を信じて、無私の愛情を与えてくれるなら……』

　大きく深呼吸して、日向子は征木を真正面から見据えて言う。

「望月グループは、あなたになんか渡しません！　みんなで考えて、なんとかして守ってみせます。それに沖さんだって、きっと手を貸してくれるはずです。だって彼は、わたしの〝天〟ですから！」

　日向子は思いきり叫んだ。

　だが……大会議室の全員がポカンとした顔になっている。

（これだけだと、全然伝わってないかもっ）

「いえ、だからですね、〝天〟というのは……」

　間の抜けた話だが、日向子が慌ててそこから説明しようとしたとき――。

「天は自ら助くる者を助く――でしょう？　お待たせしました。あなたを、助けに来ましたよ」

「沖さん!!」
















第十二章　白馬の騎士
















　千尋が大会議室に姿を見せた。

　そのとき、彼の周囲にいた重役のひとりが叫んだ。

「おいっ！　あんたが望月を売ったのか!?」

　他の重役たちも続こうと口を開きかけたが……。

「やかましい。黙っていろ」

　ひと睨みで、千尋は周囲を黙らせる。

　千尋の姿をしっかりと視界に捉え、日向子は息をのんだ。

　千尋はいつもエリートビジネスマン風の、上品だが出しゃばりすぎないスーツ姿だった。今日の彼も、基本的には同じ出で立ちだ。しかし、大会社の副社長である征木にも見劣りしないオーラを感じる。

　個人秘書を辞めたことで、枷かせを外したような……。

　自信に満ちて見える今の千尋が、本来の彼なのではないだろうか。

　征木はそんな千尋の姿を目の当たりにして、忌いま々いましそうに口を開いた。

「顔を合わせるのは、おまえが親父の遺産のおこぼれを欲しがったとき以来か。外国でおとなしくしているなら、と見逃していてやったんだが……養い親の縁で望月に入り込んだのが、運のツキだったな」

「なるほど、思った通りか。望月にちょっかいをかけてきたのは、私が女社長ごと、この会社を手に入れようとしている。そんな報告を受けたからだろう？」

　千尋の言葉はいつもより攻撃的だった。

　しかし日向子には、彼の言わんとすることが今ひとつわからない。

　すると、日向子より敏い優奈が真っ先に声を上げた。

「それは……征木副社長は、沖さんが望月グループの社長になるのを阻止しようとした、ということでしょうか？」

「え？　そんなことをして、なんになるの？」

　とっさに日向子は尋ねてしまう。

　征木が千尋を弟として認めず、邪険にしているのは日向子でもわかる。

　同じ異母弟といっても、日向子たちとは状況が違う。征木なりに、長年積もりに積もった、複雑な思いがあるのだろう。

　しかし、それと、千尋の結婚や社会的成功を邪魔することと、どう繋がるのか？

　その点だけは、日向子には理解できない。

「あなたの言う通り、なんにもならないことを、この男はやり続けているんです。養父の興した会社を潰したのもこの男ですよ。私が同じ土俵に上がることを、阻止したい一心でしょうね」

「それは……沖さんのことを、恐れているから？」

　日向子に対してはいつもと同じ、穏やかな千尋だった。そのことにホッとして、深く考えずに口にしてしまう。

　ところが、日向子の言葉は、征木には看かん過かできないことだったらしい。

「ふざけるなっ！　こいつは七星の金にたかるハエだ！　帰国した目的も金だろう？　沖の会社を潰したときは深追いするなと親父に止められたが……今度こそ、望月は逃がさないぞ」

　血相を変えて、千尋を指差しながら罵り始める。

　そんな征木の姿は日向子の目に、尋常でなく映った。

（沖さんのこと、嫌ってるっていうより、憎んでるみたい。でも、ここまで憎む理由って？）

　千尋が言い返さないのをいいことに、征木は罵倒し続けていた。

「おまえに商才などない！　おまえは気づいてなかっただろうが、帰国したときから監視をつけていたんだ。おまえの悪だくみは、すべて筒抜けなんだよ。いいか、まだこの娘を使って成り上がるつもりなら、私は望月を徹底的に叩き潰す！」

　征木はそう叫んだあと、日向子のほうを指差した。

「君もだ、お嬢さん。この男の味方をするなら、七星の敵とみなす。なにもかも、失うことになるぞ。覚悟するんだな」

　日向子が言い返そうとしたとき……いつの間にか、千尋が彼女のすぐ傍までやって来ていた。そして、日向子と征木の間に立ちはだかる。

　醜悪なまでの征木の姿が視界から消え、日向子はホッとした。

「他に言っておきたいことは？」

「おまえなんかに望月が救えるものか！　七星の力を甘く見るなよ」

「たいしたことはなさそうだな。それなら結構。では、ホワイトナイトに登場いただこうか」

　千尋はそう言った直後、出入口のほうを見た。

　一斉に人々の視線が集中する中、開いたままの扉から、見たことのある金髪の男性が飛び込んできたのだ。

「ハーイ、ヒナコ。また会えて嬉しいネ！」

「ミ、ミスター・ブライアント!?　どうして、こんなところに？」

　汐留のホテルで別れたとき、ケネスは千尋に英語で悪態をついていた。

　なにを言っていたのか、日向子には見当もつかない。だが、部屋をキャンセルしたくらいだから、相当怒らせたのだと思っていた。

　そのケネスが、千尋に早口の英語でにこやかに話しかけている。

　英語なら優奈に聞けばわかる。そう思ってとっさに振り返るが……どうしたことか、優奈も首を横に振っていた。

「あれは英語ではありませんわ。恐らくは……ラテン語です。どうやら、内緒話をなさっているみたいですね」

　周囲を見回すが、誰にもわからないようだ。

　そのとき、千尋は突然、日向子の目の前までやってきた。ノートパソコンを開き、彼女の前に差し出したのだ。

「日向子さん、私はもう、あなたの個人秘書ではありませんね？」

「は……はい」

　引き裂かれた契約書を思い出し、胸がチクンと痛む。

「では、私を信じてくださるなら――ここをクリックしてください。ワンクリックで、望月はあなたの手に戻ります」

　千尋の言葉に、日向子は息をのんだ。

（ワンクリックで……わたしの手に戻ってくるって、いったいどんな魔法を使ったらそうなるの？）

　ジッと彼の目を見つめていると、千尋はふわっと笑って頷いた。

　その笑顔を見た瞬間、日向子はなんの迷いもなく、ポンとクリックする。

　世界中で千尋以上に信頼できる人はいない。そう思ったからだ。

　すると――なにがどうなったのかわからないが、英語で【ご利用ありがとうございました】と画面に出ている。

　少しして、征木が弾かれたように笑い始めた。

「ホワイトナイトというから、驚いたじゃないか。全米でどうにかランキングに乗る程度の商社のＣＥＯに、いったいどれだけの金が動かせるというんだ？」

　早口の日本語で言われ、ケネスはわからない、といった仕草をする。だがそのとき、優奈がサッとケネスの横に立ち、英訳した。

　すると、ケネスはたったひと言――。

「pay anything」

　そう言った。

　日向子は驚いて息をのむ。

（今、『いくらでも』って言ったのよね？）

　どうしてそこまでしてくれるのか、気になったが……それ以上に気になることがひとつ。

　日向子は優奈の袖を引っ張った。

「ねえ、藤戸さん。ホワイトナイトって、わかりますか？」

「ああ、それなら、先ほど敵対的買収から我が社を守るために、第三者割当増資が有効だということは話しましたよね？　その手を使って協力してくれる第三者のことを、〝白馬の騎士ホワイトナイト〟と言うんですわ」

　ということは、千尋がケネスを、ホワイトナイトとして連れてきてくれた、ということだろうか？

　その直後だった。征木の秘書がスマートフォンでなにごとか話し始め、それを慌てた様子で征木に渡している。

　受け取った征木は信じられない、という顔をして、千尋とケネスの顔を交互に睨んでいた。

「どんな手を使った!?　うちが手に入れた同数の株を、同額で発行しただと？」

　それはとんでもないことらしい。

　通常の場合、ホワイトナイトも純粋な善意――白馬に乗った王子様ではない。安値で株を取得でき、場合によっては友好的な買収を成立させることができるから、その役割を引き受けるのだ。

　だが今回は、完全に望月を守るための行動だった。

「いいだろう。それでもまだ、こちらは三割以上の株を所有しているんだ。これからは経営にも……」

　食い下がろうとする征木に眼前に、再び、秘書がスマートフォンを差し出した。秘書の顔は、先ほど以上に青ざめている。

「ＦＥの所有株の比率が逆転された、だと!?　それは……どうして、そういうことになるんだ!!」

　突然、征木が怒鳴り始めた。

　どよめく周囲とは対照的に、千尋とケネスは冷笑を浮かべている。

　そんな彼らを見て、優奈が呟いた言葉は――。

「ひょっとして……パックマン・ディフェンス？　まさか、そこまでやるなんて、信じられない」

「あ、あの、藤戸さん？　なんですか、その、パック、がどうとか……？　ゲームの攻略法みたいなネーミングは」

　日向子はツッコまずにいられない。

　すると、優奈がそれは〝逆買収〟という手段だと教えてくれた。

　買収を仕掛けてくる相手の会社を、こちらからも買収する。先に買収が完了すれば、相手より優位に立てるのだ。

　だがこの手を使うには、大きな問題があった。なんといっても、相手を上回る圧倒的な資金力が必要となる。敵対的買収を仕掛けられても、簡単に取れる手段ではなかった。

「す、すごいんですね、ミスター・ブライアントって」

　日向子がポロリと零すと、ケネスが笑い始めた。

「それはジョークですか？　ヒナコは知ってるじゃないですか。ミスター・オキがオフショアのタイガーシャークだと」

　そういえば、同じことを汐留のホテルで言われた。

　簡単に聞き流していたが、どうやら、重要な意味を持つ言葉らしい。

　日向子が無知なだけかと思い、重役たちの顔を見回すが……彼らにもわからないようだ。

　だが、さすがに、自ら優秀だという優奈は違った。

「オフショアって……Ｍ＆Ａの専門会社、オフショア・カンパニーのことでしょうか？　本社も拠点もなく、世界中のどこにでも突然現れるっていう――」

　オーナーを直接知る人は少ないが、その人となりは有名だという。Ｍ＆Ａのターゲットを決めたら遠慮なしに戦いを仕掛け、徹底的に追い込むのだ。たいして価値がないとわかっても、根こそぎ手に入れるという。

　十二年ほど前から姿を見せ始め、あらゆる手段を使って勝ち続けた。オーナーの資産は公開されていないが、それは天文学的数字と言われている。

　ほとんど姿を見せない上に凶暴で悪食、そういった理由から、オーナーは〝タイガーシャーク〟と呼ばれるようになったそうだ。

「たしか……三年前に突然、表舞台から姿を消して、死んだんじゃないかって……え？　そのオーナーって、まさか」

　その場にいた全員の視線が千尋に向かう。

　だがこの中で、誰よりも動揺しているのは、千尋に向かって金目当てだと言いきった征木だろう。わなわなと全身を震わせ、拳を握りしめて立ち尽くしている。

　日向子は『大丈夫ですか？』と声をかけたくなったが……。

「さて、これであなたが、望月陶器の経営に口を出す権利はなくなった」

　千尋はゆっくりと眼鏡を外しながら、改めて征木の前に立つ。

「望月陶器とＦＥの株の買い占めにつぎ込んだ金――総額で数十億になるはずだ。さあ、どこから出た金か……突き詰めたら、楽しいことになりそうだな」

「そんなもの、はした金だ！　私はおまえを、この国の経済界から叩き出してやる。そのためなら、百億つぎ込んでも惜しくはない！」

「なるほど、では私は、一千億を用意しよう。必要ならその倍――いや、十倍でも。あなたがどうあっても、日向子さんを巻き込むというなら……」

　千尋は容赦のない口調で、征木を追い立てるように前へと進んでいく。

　そんな千尋に気おされつつ、征木は無言のまま、一歩……また一歩と後退した。

「私は、全力で彼女を守る！　くだらないマネーゲームからは足を洗ったつもりでいたが、売られた喧嘩は買う主義だ。そして全財産を投じても、必ず勝つ！　二度と日向子に手を出せないよう、七星グループを骨の髄ずいまで食い尽くしてやる」

「おまえ、よくも……」

「ハエ呼ばわりは結構だが、私の力を甘く見るなよ」

　自分が吐いた同じ言葉で追い詰められ、征木はとうとう口を閉じてしまう。そして、秘書に肘を突かれ……征木は悪態をつく余裕もないまま、大会議室から出て行った。




　ケネスが――正確には千尋がホワイトナイトとして現れ、望月グループの危機はひとまず去った。だがそれで、今回の買収騒動がすべて終わりになるわけではない。

　まずはケネスだ。彼への対応を間違えれば、征木の代わりにケネスに望月グループを奪われかねない。

　だが、千尋がケネスを引っ張り込んだのには理由があった。

　一介の個人秘書がいきなり大金を投入すれば、関連会社の株主だけでなく、様々な行政機関からも不審を買う。痛くもない腹を探られ、千尋の正体を大々的に報じられるのは避けたい。

　すでに日向子との個人秘書は契約解除していたが、その日数が短いことから計画的なものを疑われるかもしれない。それなら、すでに業務提携を結んでいるケネスを、表向きビジネスパートナーとしたほうが安全だ。

　しかもケネスは意外と有能で、短い時間で千尋の正体を掴んでいた。そして有能な男は、より有利に業務提携を結び、日本進出の強力なバックアップを得るチャンスを見逃さなかった。

「アナタを諦めるのは残念です。でもボク、タイガーシャークには勝てませんネ」

　どこまでが本気なのかわからないが……。

　ケネスは今回取得した望月関連の株式売買には、すべてスポンサーである千尋の指示を仰ぐことを約束して、早々に引き揚げていった。

　大きな問題は残った重役たちだ。緊急取締役会の動議は買収に関与するものから、取締役解任についての緊急動議へと変更された。

　日向子は今度のことで考え方を改めてくれるなら、不問にしたかったが……千尋がそれを認めなかった。

　征木が裏にいることを承知で加担した者、主にＦＥの重役たちは、望月グループへの裏切り行為とみなされて即刻解雇が決まった。そして、同族経営に反対し、望月家に関わる人間を経営陣から排除しようと企んでいた重役たちは取締役を解任された。

　だが彼らに対しても、千尋は当初、解雇を要求した。

　それぞれに望月グループの未来を考えた結果とはいえ、自分たちも解雇され、なにも知らない社員たちまでリストラに追い込むところだったのだ。

「一度裏切った人間は、何度でも裏切ります。一度目は被害者だが、同じ人間に何度も騙されるのは――ただの馬鹿ですよ」

　千尋の言葉は経験に基づいたもので、信ぴょう性は高い。

　だが日向子は、もう一度だけ彼らを信じてほしい、と頼んだのだ。

「会社をよくしたいという気持ちを、利用されただけなんです。二度目はないって、わたしは信じます！　それに、わたしみたいな人間が社長だって言われたら、同族経営は危ないんじゃないかって、誰だって思いますよ」

「そう思って、望月から逃げ出したり、私利私欲に走ったり……その手の連中を一掃するために、先代はあなたを社長にしたのだとしたら？」

　日向子は驚きのあまり、固まってしまう。

　なにか理由があるのだとは思っていた。祖父が日向子を社長にしたのは、血縁に適当な後継者がいないことを案じ、危険分子を一掃する手段としてだったのだ。

　会社の危機を盾にして無理やり押しつけることで、素直には遺産を受け取らないであろう日向子に、承諾させる理由にもなる。それに、一年という期限があれば、試しに引き受けてみても……という気持ちにもなりやすい。

　もちろん、日向子がひどい目に遭わないよう、孤立して右往左往しないよう、常に先回りして助けてやってほしい――と、千尋は契約とは別に、祖父から頼まれていたという。

「先代社長の企みに腹を立て、席を立たれますか？　今のあなたは自由ですからね。弟さんたちのために、我慢して社長を続ける必要はない」

　その言葉に、日向子は改めて得とく心しんした。

　彼がどうして、早急に内田の悪事を暴き立て、三輪の両親の遺産を取り返してくれたのか。望月グループになにかあっても、日向子が憂いなく姉弟三人の生活に戻れるように。日向子なら援助を申し出ても断るだろうから、きっと千尋はそこまで考えてくれていたのだ。

「わたし……まだ、望月の社長なんですか？　それとも、もう沖さんが？」

「社長はあなたです。私は株を買い占めただけで……ああ、正確にはケネスの会社が筆頭株主です。ただし、突如ブラックナイトに変身しないよう、契約書は交わしてありますので、ご安心ください」

　さすがに抜け目がない。

　感心しながら、日向子は深呼吸する。

「わたしが社長なら、お金を受け取っていない彼らはクビにはしません！　降格は仕方ないでしょうけど、他の社員とも話し合って、望月にとって一番いい道を探っていきたいです。それが、同族経営からの脱却なら、わたしはそれでもいいと思います」

　日向子の宣言に、巻き込まれた重役たちは一斉に拍手して……過半数の同意で、日向子の案が可決されたのだった――。




　騒動から六時間以上が過ぎ……六十人がひしめいていた大会議室が、今はしんと静まり返っていた。その真ん中に日向子はひとり佇む。

　日向子がこの数時間のことを思い出していると、コツコツと革靴の足音が聞こえてきた。

　顔上げると、思った通り千尋だった。

「お疲れ様でした、社長」

　彼はごく当たり前の、一日の仕事が終わったような顔で言う。

　日向子はキュッと口を引き結んだあと、

「もう、個人秘書ではないので、そんなふうに呼んでいただかなくて結構です」

　真面目な声で答えた。

「怒っておられますよね？」

「怒ってないです」

「私に罠に嵌められた、と怒っていらっしゃるのでは？」

「いいえ！　怒ってない、と言ってます！」

　そう叫んだあと、このやりとりに、どこか既視感を覚える。同じことを考えたのか、千尋もフッと笑った。

「こうなることが……わかってたんですね」

　少しだけ、彼を責めるような口調になってしまう。

「相続税捻出のため、子会社に望月陶器の株式を売却する、という情報は流しました。だがそこに、七星が食いついてくるとは……。ケネスのほうを疑っていたので、後手に回りました。ギリギリになったことを、お許しください」

　千尋は殊勝な表情で頭を下げた。

　そんな彼に、言いたいことはたくさんある。

　祖父に頼まれたから、こうして日向子のことを助けてくれたのか。

　思わせぶりな言葉も、情熱的なキスも、すべてがお芝居だったのか、と。

「沖さんって……すごい人だったんですね。ビックリしました」

「それは、征木副社長との関係が、ですか？　それとも、オフショア・カンパニーのことが？」

「両方、です。そんな人が、望月家の財産狙いなんて……あり得ないですよね。このあと、どこに行かれるんですか？　ミスター・ブライアントと一緒に、ニューヨークとか？」

　日向子は思いつくまま尋ねる。

　すると、千尋は静かに微笑み、会議室のテーブルに腰を下ろした。片足を床についたまま、スッと脚を組む。

　いったいどれほど脚が長いのだろう？　しかも、あまりに優雅な動作で……彼の姿を見ているだけで胸が熱くなり、日向子は何度でも恋をしてしまいそうになる。

「どこ、と言われましても……。七星とははるか昔に縁を切っておりますし、オフショア・カンパニーもすでに廃業、解散しています。個人秘書もクビになった私は……無職ですからね」

　組んだ脚の上に肘をつき、前屈みになった千尋は少し首をかしげて、日向子のほうを見た。

「無職って言っても……大富豪なんでしょう？」

「私のことが好きだと言ってくれましたね？　大富豪ではダメですか？」

　それは、日向子がこれまで聞いたことのない、甘やかな声だった。

「ダメ、ではないです……けど」

　千尋は上半身を起こし、

「好きな人には幸せになってほしい。愛情は、愛すれば愛するほど増える――それなら、私のことも幸せにしてくれませんか？　金では買えない愛情を、あなたの中にある無私の愛情を、私にもください」

　今にも溢れ出しそうな情熱を秘めた声で口にする。

　だが、日向子には千尋が自分になにを求めているのか、よくわからなかった。

「それって……命令ですか？」

「いえ、お願いです」

「お願い？」

　問い直した瞬間、千尋は日向子の腕を掴み、一気に抱き寄せた。

「あなたが望むなら、どんなものでも手に入れてみせます。逆に、この金が邪魔だと言うなら、すべて捨ててもいい。どうしたら、私のモノになってくれますか？」

　そのとき、千尋のこれまでの言動を思い出し、日向子は恐る恐る尋ねてみた。

「あの、もし、沖さんがわたしのことを好きなら……好きって言ってください。愛してるって……あなたの〝モノ〟ではなくて、〝恋人〟になってほしいって」

　彼の腕の中、上目遣いで見上げる。

　千尋は『愛は金で買える』と言っていた。そんな彼が日向子を守るため、『全財産を投じても、必ず勝つ』と言ってくれたのだ。その言葉は、彼にとってなにより重いことではないか？

　すると、千尋の口がゆっくりと動いた。

「日向子さんが好きです」

　千尋の唇が優しく動くのを見ながら、日向子も繰り返す。

「わたしも……好きです」

「あなたのことを、愛しています」

「わたしも！　わたしも、沖さんのこと愛しています」

　千尋の唇を見つめていると、少しずつ近づいてきて、日向子の耳たぶに触れ……。

「では、私の――〝妻〟になってください」

　鼓膜が震えて、日向子は腰が砕けそうになる。

「返事を聞かせてくれませんか？」

「は、はい！　あの、でも、弟たちが成人するまで、傍にいてやりたくて……だから、外国とかは……」

「それなら、私を個人秘書に雇ってください。一生、傍にいて、あなたのことを守り続けます」

「はい。はい……は……ぃ」

　何度も頷く日向子の唇を、千尋はすくい上げるように奪った。

　窓の外から朱色の光が射し込んできて、大会議室を夕陽の色に染め上げていく。

　千尋は次第に、彼女を抱く腕に力を込め――。

「今日は、あなたと離れたくない」

　その言葉が持つ意味は、日向子にもわかった。

　きちんとわかった上で、日向子は「はい」と答えたのだった――。
















第十三章　ふたりの初夜に
















　千尋のマンションに行く予定が……日向子は今、ケネスとビジネスランチをとったホテルの一室にいた。

　夜七時を過ぎたこの時間、千尋のマンションへと向かう道路は大渋滞だった。すると、彼はふいにリムジンを停めるよう運転手に命じ、目についたホテルに泊まると言い始めたのだ。

　しかし世間が夏休みのこの時期、ホテルが一番忙しい時期でもある。しかも金曜日の夜、国内でも最高クラスのホテルに、予約もせずに飛び込むなど無謀だろう。空室があっても、千尋が望むような部屋を取れるはずがない、そう思っていた。

　ところが、千尋が名前を告げるなり、ホテルの総支配人が姿を見せた。そして、案内してくれたのはプレジデントスイートだった。

　特別な人だけが利用できる、特別なスイートルーム。一般人には予約も受け付けていないという。

「と……特別な人って、国家元首、とか？」

「そうかもしれませんね。窓ガラスもすべて防弾ですし……」

　日向子は窓際に近づき、ガラスに触れてみた。たしかに分厚そうではあるが、普通のガラスとの差はよくわからない。

（すごい……本当にこんな部屋があるんだ。っていうか、沖さんって何者なのっ!?）

　改めて、彼の立場を想像して腰が引け始めたとき――ふいに背後から抱きしめられた。

「まずは、シャンパンで乾杯しましょうか？」

　それだけで一瞬で不安を消し去ってしまう、恋の力は偉大だ。

「は、い。でも……なにに乾杯？」

　リビングのテーブルの上には、美しい金色のエチケットが貼られたシャンパンボトルが置かれていた。日向子がかろうじて読めたのは【ルイ・ロデレール】の文字。

　その横に細長いフルートグラスが二個と、クリスタルのお皿にお行儀よく載せられた苺、そして、テーブルの真ん中には赤い薔薇が飾られていた。

　千尋は慣れた仕草で、フルートグラスにシャンパンを注ぐ。だが、ほんの少し注いだだけで、彼は手を止めた。

「あなたはアルコールに弱いですからね」

「知ってたんですか？」

「ケネスがカクテルの中にドラッグを入れたなら、ただでは済まさないつもりでした。だが、嘘はついていなかったので、協力を仰ぎました」

　あのとき、千尋に恥ずかしい場所まで触れられてしまった。

　思い出すだけで火照ってくる頬を押さえ、日向子は膝を揃えてソファに座る。

　彼女がフルートグラスを受け取ると、

「ひとつ目は――敵対的買収から、望月を守れたことに」

　そう言って、千尋は音をさせない程度に軽くグラスを合わせた。

　グラスに口をつけると、程よく冷えたシャンパンが喉の奥に流れていく。途端に、フルーツの上品な香りが口腔に広がり、身体中がふんわりと温かくなった。

「美味しい！　香りがあとから強くなってるみたい」

「それはよかった。でも、アルコールを口にするのは、私と一緒のときだけにしてください」

「あ、あのときは、本当にジュースだと思って……」

　千尋が日向子に思い出させたいのは、カクテルに酔って部屋に連れ込まれたことではなく、そのあと、千尋によってもたらされた快感のほうに違いない。

　日向子は彼の熱い視線から逃れるように俯く。

「買収の件は……すべて沖さんのおかげです。本当にありがとうございました」

「では、お礼をねだってもいいですか？」

　千尋はピッタリと身体を寄せながら、日向子の隣に座った。

「な、内容に、よります」

「簡単ですよ。あなたから、キスしてください」

　言うなり、千尋はキスを待つように目を閉じた。

　トクンと心臓が大きく高鳴る。

　ひと口飲んだシャンパンのせいだろうか、それとも、キスをねだられているせいなのか……。答えのわからないまま、日向子は少し身体を浮かせて、千尋の唇にキスをした。

　口の中で弾けた甘い香りが、ふたりの吐息に混じり合う。

　すぐに目を閉じるが、まぶたの裏がクラクラして、日向子はすぐに離れた。

　直後、千尋の声が聞こえてくる。

「ふたつ目は――日向子さんが、私の妻になってくれることに」

「わたしのほうこそ、なんだか夢を見てるみたいです」

「夢ではないと、確かめてみませんか？」

　千尋の顔が悪戯いたずらっ子のように輝いている。

　その顔を見ていると、大介や晴斗と大差ないように思えて、日向子はおかしくなった。

「それって、キスして確かめるんですか？」

　クスクス笑いながら尋ねる。

「いけませんか？」

「いけなくはないけど……ちなみに、乾杯の理由は何個くらいありますか？」

「三つ目で最後です。――ふたりの初夜に」

　言うなり、千尋は自分のグラスに残ったシャンパンを飲み干した。

　彼の声に身体中がゾクッとして……日向子は手が滑り、フルートグラスを落としそうになる。それを千尋が掴み、そっとテーブルに置いてくれた。

「あ、ごめんなさ、い……」

　次の瞬間――日向子の身体はソファから抱き上げられた。




　ベッドルームは常夜灯の柔らかな光で満たされていた。

　リビング同様、カーテンは開いたままだ。美しい夜景を楽しんでもらおうという、ホテル側の気配りかもしれない。

　だが、今の日向子はそれどころではなかった。

　数日前、このホテルを出たところで倒れたときも、同じように横抱きにされた……と思う。意識がなかったので、抱き上げられたときのことは覚えていないのだ。

　でも今は……。

（沖さんって、細く見えるのに意外と逞しい？　だって、わたしのことをひょいと抱えちゃうんだもの）

　スーツの上着はこの部屋に案内されてすぐ、ふたりともクローゼットの中にしまった。だから今の千尋は、ワイシャツにストライプのナロータイを結んだ格好だ。

　そのワイシャツ越し、胸の辺りが大きく隆りゅう起きしている。押し当てた掌から、彼の鼓動が伝わってきて……日向子の身体の中で、シャンパンの泡が弾けたような錯覚に陥った。

　ベッドの端に座らされ、日向子はあっという間に下着姿にされていた。そして、彼の長くて器用な指先で、太ももで留めたストッキングがスルスルと脱がされていく。

　わずかふた口ほどのシャンパンで、日向子の身体はフワフワしていた。

　だが、カクテルを飲んだときのような、目の回る気持ち悪さはない。むしろ、ルールや節度といった堅苦しい文字が頭から消えて、スッキリした感覚だ。

（今なら、なんでも言えちゃいそう）

　千尋に愛されている。その喜びに胸がいっぱいだった。

「日向子さん、気分は悪くないですか？」

　彼はなにも言わない日向子を心配そうに見つめていた。

　少しだけ考え、気になっていたことを口にする。

「ちょっと悪いです……だって、七星の副社長さんの前では『日向子』って言ってくれたのに」

　千尋から名前を呼び捨てにされ、ときめいたことを思い出す。本当はずっとそのことを言いたくて……でも、言えずにいた。

（ああ、シャンパンって素敵！）

　日向子はホッとして幸せいっぱいに微笑む。

　すると、どうしたことか、千尋は小さく舌打ちしたのだ。

「まったく、反則だ。たったあれだけのシャンパンで……。どうしてこんなにかわいらしくなるんですか、あなたは!?　頼むから、これ以上私を煽らないでください……これじゃ、優しくできそうにない」

「沖さん、なにを言ってるの？　ひょっとして、わたしのことが嫌いになりました？」

　その切羽詰まった口調に驚き、日向子は尋ねた。

　だが彼は、日向子の前に膝を折ったまま、もう片方のストッキングも脱がせ始めたのだ。

「まさか、あなたを嫌いになんて、絶対になりません。でも……私は『沖さん』ですか？」

「えっと、じゃあ……千尋さん」

　大人の男性を名前で呼ぶなんて初めてのこと。照れもあって、小さな声で囁くように言ってしまった。

　直後、千尋は日向子に飛びかかり、そのままベッドに押し倒した。

　マットレスのスプリングで、日向子の身体はフワンと弾んだ。シルクのシーツが素肌に纏わりつき、優しく撫でるように包み込む。

　声など出す間もなく、キスの雨が降り注いできた。唇だけでなく、頬やまぶた、首筋にまで……。

「あ、あの、沖さん……待って」

「ダメだよ、日向子。次からは名前で呼んでくれないと、返事はしない」

　肩紐が外され、ブラジャーのカップをずらされて、彼の唇が頂を捉える。温かで弾力のある舌にねぶられ、たちまち、彼女の身体は悦びに震えた。

「千尋さ……ん。シャワーを……だって、汗を、かいて……」

「お風呂はあとで一緒に入ろう。このホテルのプレジデントスイートは、バスタブに浸かったまま夜景が見えるんだ」

　夜景の見えるバスタブで、千尋とふたりきり……なんてロマンティックだろう。

　そんな妄想に意識を奪われたとき、胸の辺りがフッと自由になった。指先からブラジャーを抜き取られ、彼の手はショーツへと進んだ。

　一糸纏わぬ姿にさせられ、日向子は白いシーツの上で肢体をくねらせる。

「綺麗だ……頭の天辺からつま先まで、一点の曇りもないほど美しい」

　千尋は日向子の上に覆いかぶさり、息を吐きながら感激するように言う。

　そのままネクタイをスルッとほどき、床に放り投げたあと、ワイシャツのボタンを外して脱ぎ始めた。

　初めて目にする千尋の裸身に、日向子は息をのむ。

　彼が着痩せするタイプだったのは間違いない。綺麗に割れた腹筋が目に飛び込んできて、日向子は目のやり場に困った。

　さらにはベルトを外して、少し下げたスラックスから腰骨が見え……。

（やだ、もう、無理っ）

　日向子は耐えられなくなり、両手で顔を覆った。

　千尋のクスッと笑う声が聞こえてきた。

「眼鏡を外すのがもったいないな。もっと、じっくり見させてもらうよ」

　これ以上なにを見るというのだろう。それを尋ねる前に――彼は日向子の片足を掴んで持ち上げ、広げられた中心に屈み込んだ。

　羞恥の場所を千尋に見られ、その上、彼は指で触れながら唇を押し当ててくる。

「やぁっ！　やだ……見ないで、せめて、はず、して……ください」

　堪えきれず、日向子は泣くように言う。

「そんなに、恥ずかしい？」

　千尋の問いに声が出てこず、コクコクと頷いた。

「仕方ない。ほら――外したから、安心しなさい」

「やっ、沖、さ……千尋さ、ん……舐め、ない……で」

　必死でお願いするが、千尋は指で敏感な部分をツーッとなぞった。

「あっ！　ん……ぁ、んんっ」

　日向子は背筋を反らし、ピクピクと下肢を痙けい攣れんさせながら、我慢できずに声を漏らした。

「あなたのかわいいお願いなら、叶えてあげたいところだ。でも充分にほぐしておかないと、逆につらい思いをさせてしまうから――いいね？」

　千尋は彼女の返事を聞く前に、再び舌を這わせていく。花びらを開かせて、その奥に隠れる小さな芽を口の中に含んだ。

　脚の間が甘く痺れて、あまりの気持ちよさに日向子の躰は蜜を溢れさせていた。

「ち……ひろ、さん……も、ダメ……」

　日向子は指先でシーツをまさぐり、力いっぱい掴んだ。そして、千尋の愛撫を受けながら、腰を戦慄かせたのだった。

　荒い息遣いで顔を横に向ける。

　窓から見える景色は半分以上が真っ暗だ。だが下のほうには、宝石箱をひっくり返したような輝きが、ベッドに転がった状態でも見えていた。

　夜景に意識を向け、日向子は呼吸を整える。

　だがその間に、千尋もすべてを脱いで、日向子の上にかぶさってきた。

「あの……千尋さん？　わたし、わたしは、どうすれば……」

「身体の力を抜いて、大丈夫、少しずつ進めるから……日向子、愛してる」

　大好きな人からの『愛してる』は魔法の言葉だ。彼のためなら、どんな苦痛にも耐えられる、と思えてしまう。

　日向子が頷くと、千尋の猛たけった男性自身が彼女の中にゆっくり、ゆっくりと入り込んできた。

　それは指を挿入されたときとは全然違う。とても大きくて、圧迫感がある。

　皮膚が裂けるのではないか、と思うくらいの痛みを感じたあと――千尋が大きく息を吐いた。

「入ったよ、日向子。これで、私たちはひとつだ。ああ、愛する女性と結ばれることが、これほどまでの悦びを生むとは――」

　愛し合う行為とはいえ、未熟な日向子には大きな違和感と痛みを伴った。

　だが千尋の口から幸福を示し唆さする言葉が出てくるたび、日向子の心も安堵へと向かう。

　彼は奥深くまで挿入したあと、そのまま、ジッと動かずにいてくれた。

　それが男性にとってどれほどの忍耐を必要とするのか、このときの彼女にはわからず……。

　日向子の中から痛みが遠のき、快感を取り戻したとき、彼は緩々と抽ちゅう送そうを始めた。

　目を開けると、千尋がこちらを見下ろしていて、優しく微笑んだ。

「つらいなら、もっと、ジッとしていようか？」

　日向子は首を左右に振った。

「わたしは、平気です。千尋さんにも気持ちよくなってほしい。だから、あなたの好きにしてください」

「そんなことでは、悪い男に騙されると……」

「千尋さんは、悪い男じゃないです。だから、あなたにはなにをされても平気……ダメですか？」

　彼女がそう言った瞬間、千尋が眉根を寄せた。

「もう、あなたには降参だ。我慢できない……愛してる。愛してるよ、日向子」

　言うなり、彼の動きが速くなった。柔肌のぶつかる恥ずかしい音が、プレジデントスイートのベッドルームに響き渡り……。

　日向子の奥深くに情熱の迸ほとばしりが注ぎ込まれる。

　一度が二度になり、それは千尋が果てるまで繰り返され、日向子は受け止め続けたのだった。




　熱に浮かされたような千尋の愛情を、数えきれないほど注ぎ込まれた。

　初めての日向子には、それは結構な負担で……彼女はぐったりしてベッドに横たわる。

　幸せな時間ではあったが、最後の悦びに身を委ねた直後――日向子の意識は夢と現実の狭間を、行ったり来たりしていた。

（すっごく、幸せ……でも、もっと愛し合うには、体力がいるかも……）

　つらつらと、どうでもいいようなことが、頭の中をよぎる。

　その直後だった。甘く濃厚な香りに鼻び腔くうをくすぐられ、彼女は目を覚ました。

　枕元に一本の薔薇があった。

　恐らく、リビングのテーブルに飾られていた深紅の薔薇だろう。茎にリボンが結んであり、常夜灯の琥こ珀はく色の光にキラキラと輝いている。

　日向子はゆっくりと身体を起こした。

　ベッドは、千尋のマンションに置かれていたベッドと遜そん色しょくないくらい大きい。さすがプレジデントスイートというだけのことはある。

　そのとき、ベッドがギシッと音を立て……。

「目を覚ましましたか？　無理をさせてしまって、申し訳ありません」

　千尋は窓際に立っていた。

　心の底から申し訳なさそうに言いながら、日向子に近づいてくる。

　彼はいつもと違って、眼鏡もかけておらず、寝起きを思わせるくしゃくしゃの髪型だった。

　真っ白いバスローブを羽織っているので、彼はひとりでシャワーを浴びてきたのだと思ったが……。

「大丈夫ですか？」

「あ、はい」

　日向子がそう答えると、彼は枕元の薔薇を手に取った。しばらく見つめていると、彼女に向かっておもむろに差し出す。

「リボンを……ほどいてくれますか？」

　千尋の言葉に頷き、日向子は薔薇と同じ色の赤いリボンをスッと引っ張った。

　ほどけた拍子に、キラキラ光るなにかが飛び出し、日向子の胸の谷間にスポッと収まる。

　そのとき初めて、自分が千尋と同じバスローブを着ていることに気づいた。

「きゃっ！　やだ……どうして？」

　申し訳程度の谷間なので、慌てて飛び込んだなにかが下まで落ちないよう、両腕で胸を抱きしめるように支えた。

（胸じゃなくて、お腹で止まったら……立ち直れないもの）

　すると、千尋は笑いながら日向子の谷間に指を押し込み……ダイヤモンドの指輪を取り出した。

「まったく、送り主に似て、この指輪もあなたのことが大好きらしい。求婚を受け入れてくれた記念に、受け取ってくれますか？」

「沖さん……あ、千尋さん。いつの間に？」

　指輪は、日向子の左手薬指に、ピッタリと収まった。

「指より先に、胸の谷間に飛び込むような、困ったヤツですが」

「千尋さんなら……いつでも歓迎です」

　そう答えると、彼は両手を上げて降参のポーズを取ったあと、日向子を抱きしめてきた。

　そのとき、ハッとして彼の髪に触れる。彼の髪はサラッとしていて、シャワーを浴びた形跡はなかった。

「どうしました？」

「てっきり、シャワーを浴びてきたんだと思ったので……」

　日向子の返事を聞くなり、彼は軽く頬にキスした。

「ふたりで一緒に入るんでしょう？　バスタブにお湯を張ってきました。いつでも入れますよ」

「ごめんなさい。奥さんになるわたしのほうが、いろいろとするべきなのに……」

「とんでもない。私はあなたの個人秘書です。愛されることが初めてなら、愛することも初めてなので、どうか、思う存分、尽くさせてください」

　千尋の言葉に胸がドキドキして、日向子の頬は緩みっぱなしだ。

　つい、甘えるようにして、彼の胸に頬を寄せて抱きついた。

「じゃあ、バスルームまで抱き上げて、連れて行ってくれますか？」

「仰せのままに」

　今夜の千尋は本物の騎士のようだ。

　そんな彼に抱き上げられ、日向子は奥さんというより、お姫様になったような気分だった。




　翌朝、日向子は千尋と一緒に望月邸に戻った。

　連絡は入れてあるし、悪いことをしたつもりはない。愛する人と婚約して、お互いの気持ちをひと晩中確かめ合っただけだ。とはいえ、どこか後ろめたく思わないでもない。

　特に、奈津江は千尋のことを『悪い男』と言っていた。優奈から聞いたことを合わせると、日向子との朝帰りで千尋の評判がさらに悪くなるのではないか、と心配になってしまう。

　望月邸まで戻るタクシーの車内、日向子は小さな声で千尋に聞いてみた。

　すると、彼は驚いたようにせき込む。

『それは……あなたの目にも私が〝悪い男〟に映っている、ということですか？』

『映ってません！　だから、困ってるんです。千尋さんはそんな人じゃないって、みんなにどう言って説明すればいいのか……』

　日向子の返事を聞くなり、千尋は笑顔になった。

『かまいませんよ。人からどう思われても、あなたが信じてくれるなら』

　そう言いながら、彼は運転手に見えないように、日向子の手をそっと握りしめる。

『ただ、あなたに対して釈明をするなら――女性からのお誘いも、最初は行儀よく断っていました。でも諦めてくれないので、少々過激な手段を用いただけですよ。そのことで、プライドを傷つけてしまったなら、申し訳ないと思っています』

『あ……ひょっとして、藤戸さんも？』

　日向子の問いに千尋は微苦笑を浮かべ、はっきりとは答えてくれなかった。




「姉ちゃん！　会社、潰したのか!?」

　玄関に一歩入り、日向子の顔を見るなり晴斗が叫んだ。

「ちょっと待ちなさい！　それじゃ、お姉ちゃんが潰したみたいじゃないのっ」

「しょうがないじゃん。南原ってオッサンが帰ってきて――全部おしまいだ。望月なんかに関わるんじゃなかった。とか言って、荷物をまとめて出て行ったからさ」

　言われてみれば、あの騒動のあと、大会議室に徳広の姿はなかった。

　社長室には真っ先に怒鳴り込んできたのに……。そして千尋を『あの男』呼ばわりし、彼が乗っ取りに関与していると言い放ったのだ。

「日向子さん、覚えていますか？　征木が私のことを、『帰国したときから監視をつけていた』と言っていたでしょう？」

　千尋の言葉に日向子は頷く。

　たしか、征木は『おまえの悪だくみは、すべて筒抜けなんだ』とふんぞり返った態度で言っていた。

　日向子がそう答えると、千尋はゆっくりと頷いた。

「それが南原氏です」

「へえ……って。えぇっ！　本当ですかっ!?」

　いざというとき、望月に送り込める人間として、征木は前々から徳広に目をつけていた。千尋の帰国を知るなり……いとこ叔父の世話をするという名目を使って、半ば強引に、徳広一家を望月邸に住み込むよう命じたのだ。

「私が動かなかったとしても、望月陶器の社長にしてやると、南原氏は征木に言われていたようですね」

　だが乗っ取りは失敗し、征木は徳広を見捨てて逃げた。徳広も千尋を恐れて、慌てて逃げ出したようだ。

　日向子は唖然としたが、徳広はともかく、明美と拓郎はどうしたのだろう？

　それに答えてくれたのは大介だった。

「ふたりとも二階でボーッとしてる。とりあえず、行くとこが決まるまで、ここにいればって言っといたけど……。沖さんに追い出されるってビビってたぜ」

　それを聞くなり、千尋は笑った。

「大介くんも、さすが日向子さんの弟ですね。敵に塩を……いや、武器だって差し上げてしまいそうだ」

「笑ってる場合かよ。沖さん、あんた、俺に言ったよな？　お情けでもなんでも、与えられたチャンスは確実にものにしろ。俺が一人前の男になって、姉貴や晴斗を守れるようになるまで……自分が全部引き受けるからって」

　千尋に大介の説得を頼んだが、まさかそんなことを言っていたとは思わなかった。

「それで会社潰してたんじゃ、シャレになんねーだろ？」

「だから、会社は潰してないから」

　日向子は慌ててフォローを入れる。

「でも、株主のヒットがどうとか……とにかく、それが姉貴じゃなくなったって聞いたぜ。なんか、どっか外国の会社に乗っ取られたって」

　たぶん筆頭株主のことだろう。だが、日向子ですらよくわかっていないのに、それを中学生と小学生にわかりやすく説明できるだろうか。

（わからない、なんて言ってる場合じゃない。もっと、勉強しなきゃ）

　必死に考えていると、後ろから千尋が答えてくれた。

「心配はいりません。これからも日向子さんが社長です。ただ、日向子さんを守る役目は、大介くんにお返しすることができなくなりました」

「ち、千尋さんっ！」

　まさか、こんなに早く、しかもこんな場所で、婚約のことを弟たちに言うとは思わなかった。

　突然のことに大介は絶句している。

　晴斗は目を見開き、千尋ではなく、日向子に向かって尋ねてきた。

「姉ちゃん！　お嫁に行くのか？　じゃあ、俺たちとはもう……一緒に暮らせないんだよな」

「言うな、晴斗！　姉貴は沖さんのことが好きなんだ。そういう話が出たら、絶対に反対しないって、ふたりで決めただろ」

　ふたりがそんなことを話し合っていたとは……。弟たちの思いを知り、日向子の目に涙が浮かんでくる。

　千尋とはすぐにも結婚したい。孤独に生きてきた彼の家族となり、どんなときも傍にいてあげたいと思う。

　だが、十五歳と十歳の弟たちにも、まだまだ保護者が必要だった。

　日向子に、どちらかを選ぶことなどできそうにない。

　そんな彼女の思いに気づいていないのか、千尋はサラッと口にしたのだ。

「そうですか。ふたりとも賛成してくれてよかった。では、日向子さんは私がいただきます」

　千尋を傷つけたくはない。だが、弟たちにお金だけ与えて、離れて暮らすこともしたくなかった。

「あの……千尋さん、わたし……」

「もちろん、大介くんと晴斗くんも一緒ですから。私を、あなたたちの家族にしてください」

　千尋は信じられないほど温かな声で言う。

　日向子は感激して今にも泣き出してしまいそうだった。

　だが問題は、ふたりが千尋を受け入れてくれるのかどうか――。

　日向子は固かた唾ずを呑んで返事を待つ。

「俺は、いいけど……兄ちゃんは？」

　晴斗に尋ねられ、大介はクルッと背中を向けた。

「大介……」

「勝手にすれば。でも、同居するなら部屋は思いっきり離してくれよ。新婚夫婦の隣なんか、絶対にごめんだからなっ」

　ぶっきらぼうな言い方だけど、認めてくれたことが嬉しくて、日向子は大介に後ろから抱きついた。

「大介っ、ありがとー！」

　だが、中学三年の少年には恥ずかしいことだったらしい。大介は心の底から嫌がる素振りを見せ、逃げていってしまう。

　仕方なしに、今度は晴斗に抱きつこうとしたが……。

「姉ちゃん、結婚する男の前で他の男に抱きつくなよな。兄弟だって、男はムカつくもんなんだからさ」

　そんなふうに叱られてしまう。

　晴斗が、裏の家まで奈津江を呼びに走って行ってしまうと、玄関には千尋と日向子のふたりきりになった。

　日向子が千尋に感謝の気持ちを伝えようとした、そのとき――。

　ふいに伸びてきた手に抱きしめられ、振り返るなりキスされた。

「千尋さん？」

「晴斗くんの言う通り、男はムカつくんですよ。私の前で、他の男に親しく触れたりしないように」

「弟、ですよ？」

　さらにギュッと抱きしめられる。

「たとえ弟でも……。日向子は私にとって、たったひとりの愛する女性なので。だから……いいですね？」

　天窓から降り注ぐ朝の光を浴びて、日向子はつま先立ちになる。

　嬉しくて、幸せで、その思いを伝えたくて、千尋の唇にそっとキスして、日向子は「はい」と答えたのだった――。
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あとがき




　ベリーズファンの皆様、ご無沙汰しております。二年ぶりの御堂志生です。

　めでたく、ベリーズ文庫から二冊目「イケメン富豪と華麗なる恋人契約」を出していただけることになりました。それもこれも皆様のおかげです。どうもありがとうございまーす！

　ちなみに今回も書き下ろし。ヒロインが秘書のお話はけっこう書いているんですが、本作はヒーローが秘書のお話です。もちろんただの秘書じゃないですけど……え？　タイトルでわかる？……それは、言いっこなしで（笑）

　年商何百億という大企業の社長とか、石油王のシークとか、もの凄いお金持ちを書いてきた私ですが、今回の千尋さんはちょっと毛色が違うタイプのお金持ち。でもタイトルを「イケメン大富豪～」にしても大丈夫なくらいの資産家ですよ。前回のコックピット同様、もちろん本作のヒーローにも見せ場があるんですが、ワクワクしながら書かせていただきました。そして彼は、ストーリーより先に名前が決まったという珍しいキャラ。本編に書いてある、命名理由が真っ先に思い浮かんだんですよねぇ。

　でも、この千尋さん――かなり手こずらせてくれました（泣）。

　ずーっと『何かが違う』感がして、なかなか前に進めず……。半分以上書き上げたところで『やっぱり違う』と思って、結局、冒頭から千尋さんの行動やセリフをまるっと書き直すことに。その決断が幸いしたのか、中盤以降はサクサク進んで、書いていて楽しかったです。

　でもそのせいで、担当の倉持様をはじめ、関係者の皆様にはご迷惑をおかけしてしまいました。本当にすみません。でも、じっくりと待っていただいたおかげで、納得のいく作品に仕上がったと思います。ありがとうございました。

　そして今回、表紙を描いていただいたのが蔦森えん先生。以前、他社様でシークヒーローを描いていただいたことがあります。先生のヒーローは超カッコいいのでベリーズ文庫には挿絵がなくて残念！　今回も素敵な表紙をありがとうございました。

　最後に「書けないんだよぉ」という私を励ましてくれたお友だち、手抜きの家事に我慢してくれた家族、ご迷惑をおかけしたすべての皆様に感謝とお詫びの言葉を。

　そして、この本を手に取ってくださった〝あなた〟に、心からの感謝を込めて。

　またどこかでお目に掛かれますように――。


御み堂どう志し生き


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










イケメン富豪と華麗なる恋人契約





発　行　２０１６年11月10日　初版第１刷発行

著　者　御堂志生

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Shiki Mido 2016




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　完璧な男性



		第二章　ファーストキス



		第三章　社長なんて無理！



		第四章　邸宅の同居人



		第五章　求愛ですか？



		第六章　初出社



		第七章　正しいガーターベルトのつけ方



		第八章　美人秘書の裏の顔



		第九章　偽善者



		第十章　甘くて苦い夜



		第十一章　まさかの乗っ取り



		第十二章　白馬の騎士



		第十三章　ふたりの初夜に



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





